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は
じ
め
に
0日記
帳
の
概
要
●千
葉
で
の
演
習
・
勤
務
③
富
士
山
麓
で
の
演
習
④
対
抗
競
技と
連
隊
へ
の
帰
属
意
識
⑤
日
常
の
衣
食
住
0私的
制
裁
⑦
連隊
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
おわ
り
に
［論
文
要
旨
］
　
戦
場に
お
け
る
佐
倉
歩
兵
第
五
七
連
隊
の
行
動
は
、
い
く
つ
か
の
連
隊
史
や
回
想
録
で
比
較
的
よ
　
　
　
　
具
体
的
に
千
葉
で
の
演
習
・
勤
務
、
富
士
山
麓
で
の
演
習
、
対
抗
競
技
と
連
隊
へ
の
帰
属
意
識
、
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
兵
士
た
ち
の
平
時
の
日
常
生
活
、
意
識
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
　
　
　
日
常
の
衣
食
住
、
私
的
制
裁
、
連
隊
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
、
と
い
っ
た
諸
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
いよ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
連
隊
の
あ
る
上
等
兵
が
ほ
ぼ
毎
日
書
い
　
　
　
兵
士
た
ち
の
〈
日
常
〉
の
再
構
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が
自
己
の
所
属
す
る
軍
隊
を
ど
う
み
て
いた
日
記
帳
の
内
容
を
分
析
し
て
、
連
隊
の
兵
士
が
毎
日
ど
の
よ
う
な
訓
練
・
生
活
を
送
っ
て
い
　
　
　
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
帝
国
軍
隊
の
支
持
基
盤
た
り
え
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
も
展
望
を
示
し
た
の
か
を
再
構
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
日
記
の
筆
者
は
（
お
そ
ら
く
）
三
三
年
一
月
現
役
入
　
　
　
た
い
。
な
お
、
参
考
資
料
と
し
て
、
本
日
記
の
全
文
を
連
隊
生
活
と
は
直
接
関
係
の
な
い
除
隊
後
の
営
し
、
翌
三
四
年
七
月
一
九
日
除
隊
し
て
い
る
。
日
記
帳
に
は
こ
の
う
ち
三
四
年
一
月
一
日
か
ら
除
　
　
　
も
の
を
除
き
、
翻
刻
し
た
。
隊
後
の
同
年
八
月
一
八
日
ま
で
の
記
述
が
あ
る
。
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は
じ
め
に
　
戦
場
に
お
け
る
佐
倉
連
隊
の
行
動
は
、
い
く
つ
か
の
連
隊
史
や
回
想
録
で
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
兵
士
た
ち
の
平
時
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
び
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
佐
倉
連
隊
の
あ
る
上
等
兵
が
毎
日
書
い
て
い
た
日
記
を
市
場
か
ら
入
手
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
分
析
し
て
連
隊
の
兵
士
が
毎
日
ど
の
よ
う
な
訓
練
・
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
を
再
構
成
し
、
「
佐
倉
連
隊
と
地
域
民
衆
」
の
実
像
、
ひ
い
て
は
満
州
事
変
後
に
お
け
る
日
本
軍
兵
士
の
意
識
解
明
の
一
助
と
し
た
い
。
　
日
記
の
筆
者
は
（
お
そ
ら
く
）
三
三
年
一
月
現
役
入
営
し
、
翌
三
四
年
七
月
一
九
日
除
隊
し
て
い
る
。
日
記
は
除
隊
後
も
し
ば
ら
く
記
さ
れ
続
け
た
た
め
、
日
記
帳
に
は
三
四
年
一
月
一
日
か
ら
八
月
六
日
、
一
一
～
一
八
日
ま
で
の
記
述
が
あ
る
。
七
月
に
除
隊
し
た
の
は
、
彼
が
青
年
訓
練
所
の
訓
練
を
修
了
し
て
現
役
服
役
期
間
が
一
年
半
で
済
ん
だ
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
お
、
参
考
資
料
と
し
て
文
末
に
連
隊
生
活
と
は
直
接
関
係
の
な
い
退
営
後
の
も
の
を
除
き
全
文
翻
刻
し
た
。
0
日
記
帳
の
概
要
　
こ
の
日
記
の
筆
者
は
、
巻
末
の
名
前
欄
に
「
ら
］
°
。
巨
訂
≦
巴
と
あ
り
、
残
念
な
が
ら
本
名
や
詳
し
い
履
歴
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
歩
兵
第
五
七
連
隊
の
上
等
兵
、
お
そ
ら
く
伍
長
勤
務
で
あ
る
こ
と
が
本
文
か
ら
わ
か
る
（
三
月
七
日
、
四
月
六
日
）
。
日
記
帳
は
市
販
の
軍
隊
日
記
帳
（
武
揚
社
発
行
、
一
九
三
三
年
発
行
、
定
価
五
〇
銭
、
図
1
）
で
、
あ
る
い
は
初
年
兵
時
代
教
育
の
一
環
と
し
て
強
制
的
に
書
か
さ
れ
て
い
た
日
記
（
拙
著
『
近
代
日
本
の
徴
兵
制
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
参
照
）
が
習
慣
と
な
っ
て
そ
の
後
も
書
き
続
け
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
　
た
だ
し
上
官
に
よ
る
点
検
の
跡
は
い
っ
さ
い
な
く
、
本
人
も
軍
隊
生
活
へ
の
不
満
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ぶ
を
た
び
た
び
も
ら
す
（
例
え
ば
五
月
一
二
日
に
は
「
消
灯
後
モ
班
内
巡
視
等
デ
仲
々
忙
し
い
　
こ
ん
な
商
売
ハ
も
う
多
サ
ン
ダ
」
と
い
っ
た
露
骨
な
記
述
が
あ
る
）
な
ど
、
も
は
や
上
官
の
眼
は
気
に
し
て
い
な
い
完
全
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
日
記
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
文
中
に
出
て
く
る
親
し
い
女
性
「
Y
」
を
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
記
す
な
ど
、
万
一
の
場
合
へ
の
配
慮
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
女
性
は
彼
の
勤
務
先
で
あ
る
米
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屋
の
主
人
、
ま
た
は
使
用
人
の
娘
と
み
ら
れ
る
。
②
千
葉
で
の
演
習
・
勤
務
　
こ
の
時
期
の
佐
倉
連
隊
－
日
本
陸
軍
の
仮
想
敵
が
ソ
連
軍
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
は
多
い
。
兵
士
た
ち
は
下
志
津
な
ど
の
演
習
場
ま
で
行
っ
て
は
ソ
連
相
手
の
演
習
を
行
っ
て
い
る
。
「
十
一
時
ヨ
リ
対
赤
軍
新
戦
法
ノ
研
究
」
（
］
月
六
日
）
、
「
愈
々
今
明
日
二
日
間
下
志
津
原
二
於
テ
連
合
演
習
ダ
…
状
況
初
め
ヨ
リ
終
了
マ
デ
何
ン
ト
僅
力
五
分
間
　
余
リ
ニ
モ
吾
等
ハ
早
ク
戦
死
シ
テ
シ
マ
ツ
タ
　
尤
モ
吾
等
ハ
赤
軍
ダ
ッ
タ
日
本
軍
ガ
油
モ
強
カ
ツ
タ
」
（
一
月
一
三
日
）
、
「
十
時
半
下
志
津
着
正
午
よ
り
状
況
開
始
　
吾
等
も
中
央
第
一
線
…
残
念
な
が
ら
小
生
等
は
ソ
軍
だ
敵
日
本
軍
の
強
さ
よ
見
よ
轟
く
砲
声
小
銃
軽
機
の
音
　
十
数
台
の
戦
車
縦
横
に
走
り
宛
ら
来
る
べ
き
戦
場
を
想
は
れ
た
　
物
凄
き
下
志
津
原
　
煙
幕
、
飛
行
機
、
凡
ゆ
る
新
兵
機
は
使
用
さ
れ
た
」
（
一
月
一
八
日
）
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
陸
軍
は
ソ
連
軍
と
機
械
力
で
張
り
合
う
つ
も
り
で
い
た
し
、
そ
れ
は
兵
士
た
ち
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
　
夜
間
演
習
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
五
月
二
四
日
か
ら
三
〇
日
に
か
け
て
下
志
津
で
連
日
の
よ
う
に
夜
間
演
習
が
あ
り
、
「
八
時
始
ル
　
歩
校
〔
‖
歩
兵
学
校
〕
近
ク
マ
デ
行
キ
同
ジ
ク
大
日
山
付
近
二
於
テ
壕
を
掘
リ
待
機
ス
　
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
ノ
光
リ
重
キ
軽
機
〔
1
1
重
・
軽
機
関
銃
〕
ノ
火
花
物
凄
シ
　
九
時
半
終
ル
」
（四
月
一
九
日
）
、
彼
ら
は
寝
不
足
と
な
っ
た
。
「
何
ん
と
夜
間
演
習
の
繁
盛
す
る
事
よ
」
（
五
月
二
七
日
）
こ
の
あ
た
り
は
、
後
年
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
夜
戦
に
固
執
し
た
陸
軍
の
体
質
を
う
か
が
わ
せ
る
。
　
ガ
ス
訓
練
も
数
回
行
わ
れ
て
い
る
。
「
午
後
は
瓦
斯
消
毒
班
長
で
あ
の
防
毒
衣
を
着
て
フ
ー
く
し
な
が
ら
消
毒
」
（
五
月
二
二
日
）
、
「
例
に
依
り
消
毒
班
長
だ
　
瓦
斯
地
帯
の
消
毒
防
毒
面
も
覆
は
ず
消
毒
し
て
怒
ら
れ
る
」
（
五
月
三
〇
日
）
と
、
筆
者
は
ガ
ス
防
御
専
門
の
役
割
を
も
た
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
さ
れ
る
記
事
が
多
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
富
士
山
麓
へ
行
っ
た
際
も
ガ
ス
演
習
は
行
わ
れ
て
い
る
。
　
意
外
に
も
、
演
習
を
さ
ぼ
っ
た
記
事
が
多
い
。
「
初
メ
テ
近
頃
演
習
二
出
タ
ラ
教
官
殿
ヨ
リ
今
迄
無
断
デ
休
演
シ
タ
ノ
ヲ
叱
ラ
レ
タ
」
（
三
月
一
日
）
、
「
五
時
よ
り
入
浴
監
視
終
つ
て
帰
る
と
二
年
兵
が
夜
間
演
習
に
整
列
し
て
居
た
の
で
密
か
に
舎
後
よ
り
入
り
食
事
を
致
し
て
居
た
時
遂
に
運
な
く
週
番
下
士
に
発
見
さ
る
　
止
む
へ
ず
見
学
す
後
よ
り
出
ず
」
（
二
月
一
四
日
）
と
、
規
律
正
し
い
軍
隊
の
イ
メ
ー
ジ
に
や
や
そ
ぐ
わ
な
い
勤
務
振
り
で
あ
る
が
、
上
等
兵
と
も
な
れ
ば
あ
る
程
度
の
融
通
は
き
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
も
ち
ろ
ん
、
上
等
兵
た
る
者
、
選
抜
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
目
の
回
る
よ
う
な
忙
し
い
日
常
を
送
っ
て
も
い
る
。
「
今
日
の
忙
し
さ
近
頃
珍
し
い
食
料
運
搬
車
ノ
検
査
　
防
火
用
馬
穴
ノ
返
納
　
梱
包
材
料
ノ
至
急
　
練
習
用
具
の
梱
包
用
意
明
日
の
材
料
日
夕
点
呼
迄
一
服
の
暇
な
し
　
商
売
繁
盛
　
入
浴
の
暇
も
な
く
消
灯
後
も
幹
候
の
班
で
は
準
備
　
明
日
は
終
夜
演
習
な
の
で
早
く
休
み
た
い
と
思
ひ
な
が
ら
遂
に
十
一
時
」
（
五
月
二
三
日
）
。
そ
の
結
果
、
連
隊
長
の
講
話
が
あ
っ
て
も
「
唯
員
数
と
し
て
行
き
約
一
時
間
半
ノ
講
評
中
グ
ー
グ
ー
寝
て
許
り
　
何
ん
の
話
を
し
た
か
少
し
も
分
ら
な
い
」
（
五
月
二
一
日
）
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
③
富
士
山
麓
で
の
演
習
　
千
葉
県
内
で
の
演
習
と
は
別
に
、
日
記
の
範
囲
内
で
も
二
回
、
富
士
山
麓
（
図
2
）
で
の
演
習
に
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
四
月
一
一
日
、
富
士
行
き
の
噂
を
聞
き
、
二
一
日
に
は
千
葉
を
出
発
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
「
渡
満
ト
間
違
レ
苦
笑
」
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
対
毒
ガ
ス
演
習
・
夜
間
演
習
が
あ
り
、
二
三
日
に
は
「
隊
長
ノ
伝
令
ト
シ
テ
途
中
一
時
瓦
斯
襲
来
、
火
を
吹
く
新
兵
器
」
（
二
三
日
）
、
「
防
毒
衣
ヲ
背
ノ
〔
嚢
〕
二
付
ケ
汗
ダ
ク
く
デ
目
的
地
二
向
フ
　
一
時
頃
ヨ
リ
横
ニ
ナ
ツ
タ
侭
、
瓦
斯
兵
ニ
ナ
ツ
タ
事
ヲ
嬉
ン
ダ
　
散
兵
ハ
壕
ヲ
掘
ツ
タ
リ
前
進
シ
タ
リ
ス
ル
　
吾
等
ハ
後
方
デ
グ
ー
く
」
（
二
五
日
）
、
「
払
暁
戦
ダ
敵
ノ
鉄
条
網
ハ
幾
重
ニ
モ
く
廻
ラ
シ
テ
居
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タ
友
軍
ノ
戦
車
ガ
物
凄
ク
音
ヲ
立
テ
ナ
ガ
ラ
目
茶
く
ニ
シ
テ
歩
ク
　
其
ノ
跡
ヲ
吾
々
ガ
進
ン
デ
行
ク
　
或
者
ハ
傷
キ
或
者
ハ
戦
死
ス
　
悲
惨
ナ
リ
」
（
二
六
日
）
。
こ
こ
で
も
機
械
力
に
対
し
あ
る
種
の
畏
敬
の
念
が
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
陸
軍
が
機
械
力
、
第
一
次
大
戦
の
戦
訓
を
無
視
し
た
演
習
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
佐
倉
に
帰
営
し
た
の
は
二
九
日
で
あ
っ
た
。
　
六
月
一
九
日
か
ら
七
月
五
日
に
も
、
再
び
富
士
へ
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
も
「
瓦
斯
兵
と
し
て
何
も
せ
ず
大
隊
の
後
尾
続
行
　
こ
ん
な
夜
間
演
習
ナ
ラ
毎
日
で
も
平
キ
」
（
六
月
二
四
日
）
、
「
射
チ
出
ス
軽
キ
　
一
歩
モ
寄
セ
マ
ジ
ト
光
リ
射
チ
続
ケ
ル
　
併
シ
四
時
夜
襲
サ
レ
友
軍
退
却
ス
」
（
六
月
二
九
日
）
と
、
相
変
わ
ら
ず
の
ガ
ス
・
夜
間
演
習
で
一
日
一
日
が
終
わ
っ
て
い
っ
た
。
④
対
抗
競
技
と
連
隊
へ
の
帰
属
意
識
　
日
記
に
は
、
中
隊
・
大
隊
・
連
隊
間
で
行
わ
れ
た
対
抗
競
技
が
複
数
出
て
く
る
。
そ
れ
は
結
果
的
に
、
自
己
の
属
す
る
隊
へ
の
帰
属
意
識
を
養
う
こ
と
に
も
な
っ
た
。
　
時
系
列
順
に
こ
れ
を
示
す
と
、
一
月
七
日
に
は
「
中
隊
銃
剣
術
競
技
会
」
が
あ
り
、
「依
然
ト
シ
テ
成
績
芳
シ
カ
ラ
ズ
　
勝
星
ヨ
リ
負
星
ノ
方
ガ
遥
カ
ニ
多
イ
」
と
あ
る
。
続
く
八
日
に
は
「
明
日
ノ
大
隊
〔
銃
剣
術
〕
競
技
会
二
於
テ
必
勝
ヲ
期
ス
為
め
麻
賀
マ
マ田
神
社
二
参
拝
ス
　
点
呼
後
ハ
十
分
ノ
睡
眠
ヲ
取
ル
ベ
ク
消
灯
サ
ル
　
床
の
中
よ
り
秘
か
に
明
日
の
試
合
の
事
が
思
出
さ
れ
る
　
是
非
と
も
勝
ち
た
い
中
隊
の
名
誉
の
為
に
も
」
と
あ
り
、
勝
つ
こ
と
が
中
隊
の
「
名
誉
」
と
の
意
識
が
み
て
と
れ
る
。
八
日
当
日
は
「
中
隊
全
員
必
勝
ノ
意
気
物
凄
ク
、
試
合
場
二
望
ム
　
大
イ
ニ
戦
技
禰
伯
中
、
併
シ
■
（
致
？
）
空
シ
ク
僅
力
三
本
ノ
差
デ
破
ル
悲
憤
残
念
　
尤
モ
兵
ハ
六
本
ノ
差
デ
勝
ツ
小
生
依
然
振
ハ
ズ
成
績
良
好
ナ
ラ
ズ
」
と
あ
る
。
　
一
月
一
五
日
に
は
師
団
の
剣
術
競
技
会
が
あ
り
、
「
出
場
者
が
大
勝
し
て
帰
る
の
で
停
車
場
ま
で
出
迎
へ
　
万
歳
の
嵐
だ
　
営
庭
の
ア
ー
ク
灯
の
下
に
於
て
盛
大
な
る
祝
杯
を
挙
げ
る
　
皆
ニ
コ
く
顔
だ
　
小
生
も
顔
は
赤
く
な
る
程
に
　
吾
連
隊
は
師
団
一
だ
喜
べ
」
と
歓
喜
の
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
　
一
方
、
五
月
一
日
、
四
日
に
も
大
隊
の
銃
剣
術
競
技
会
が
あ
り
、
「
待
ち
に
待
つ
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た
る
〔
大
隊
〕
競
技
会
過
去
一
年
間
鍛
へ
に
鍛
へ
た
腕
を
発
揮
す
る
の
は
今
日
だ
」
と
の
意
気
込
み
の
も
と
、
「
筆
者
万
全
ノ
カ
ヲ
出
し
た
が
恨
を
の
ん
で
唯
つ
た
一
本
　
何
の
顔
あ
つ
て
幹
部
に
会
は
れ
様
か
　
と
う
く
僅
少
の
差
を
以
て
敗
れ
た
」
と
悔
し
が
っ
て
も
い
る
。
　
七
月
九
日
に
は
大
隊
特
別
射
撃
が
あ
り
、
「
交
代
し
て
射
場
へ
　
一
本
ノ
指
ノ
動
キ
　
其
れ
は
射
撃
章
ノ
名
誉
中
隊
ノ
名
誉
二
掛
は
る
事
大
な
り
幸
に
し
て
高
点
に
て
入
賞
す
　
併
し
中
隊
の
成
績
余
り
芳
し
か
ら
ず
　
遂
に
十
一
中
隊
へ
譲
つ
て
了
ま
つ
た
」
。
彼
が
引
き
金
に
か
け
た
指
一
本
の
動
き
が
、
中
隊
の
「
名
誉
」
に
直
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
⑤
日
常
の
衣
食
住
　
日
記
か
ら
は
、
日
常
の
生
活
を
か
い
ま
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
今
朝
ほ
ど
起
床
の
臆
苦
〔
億
劫
〕
な
日
は
な
か
つ
た
　
今
朝
か
ら
の
掃
除
は
水
を
使
用
し
な
い
で
糠
袋
だ
　
初
年
兵
も
大
分
助
か
る
様
だ
」
（
一
月
二
九
日
）
、
「
二
時
ヨ
リ
鹿
嶋
川
へ
洗
濯
　
風
ガ
若
干
強
ク
水
殊
ノ
外
冷
シ
、
戦
友
ノ
洗
ヒ
シ
嬬
衿
ヲ
提
ゲ
テ
悠
々
帰
ル
臆
勇
シ
キ
第
二
年
兵
ノ
姿
ヨ
　
ツ
ク
ぐ
見
ル
初
年
兵
ノ
忙
シ
サ
　
蓋
シ
真
面
目
ナ
リ
ト
云
へ
」
（
二
月
二
二
日
）
と
冬
に
は
水
を
使
わ
な
い
掃
除
を
し
た
り
、
近
く
の
川
で
洗
濯
を
し
て
い
る
有
様
が
示
さ
れ
る
。
川
へ
行
っ
て
洗
濯
を
し
て
い
る
の
は
、
連
隊
の
水
に
関
す
る
環
境
が
あ
ま
り
良
好
で
な
か
っ
た
か
ら
ら
し
い
。
「
入
浴
ハ
一
線
ダ
水
不
足
ノ
近
頃
珍
シ
ク
入
浴
ア
リ
」
（
二
月
二
五
日
）
と
、
特
に
雨
の
降
ら
な
い
P
冬
季
は
定
期
的
な
入
浴
が
困
難
な
ほ
ど
の
水
不
足
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
初
年
兵
に
は
厳
し
い
監
視
が
加
え
ら
れ
た
。
日
記
の
筆
者
は
「
点
呼
後
手
簿
及
物
入
整
頓
等
ノ
検
査
」
を
行
い
、
「
発
煙
筒
及
ク
リ
ー
ム
等
発
見
サ
ル
　
何
タ
ル
事
ダ
荷
シ
ク
〔
モ
〕
国
家
の
干
城
タ
ル
軍
人
ガ
ク
リ
ー
ム
を
持
っ
て
居
る
な
ん
て
」
（
三
月
三
〇
日
）
と
、
初
年
兵
の
堕
落
ぶ
り
を
な
げ
い
て
い
る
。
「
発
煙
筒
」
と
は
何
か
不
明
だ
が
、
煙
草
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
時
に
私
的
制
裁
を
加
え
て
い
る
（
後
述
）
。
　
監
視
の
眼
は
、
上
等
兵
と
は
い
え
同
じ
〈
兵
〉
の
身
分
で
あ
る
日
記
の
筆
者
に
も
加
え
ら
れ
た
。
実
家
に
帰
省
の
時
に
は
「
町
長
や
分
会
長
の
印
」
を
貰
う
規
則
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
帰
り
が
「
遅
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
兄
に
〔
受
印
を
〕
頼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ん
で
帰
営
し
た
為
め
特
務
曹
長
よ
り
非
常
に
警
ら
れ
」
（
三
月
二
二
日
）
て
し
ま
い
、
後
日
外
出
し
た
際
に
は
忘
れ
ず
に
印
を
も
ら
っ
て
い
る
。
　
食
べ
る
こ
と
は
兵
士
の
最
大
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
「
去
ル
ニ
十
四
日
ヨ
リ
自
分
ノ
過
去
二
於
ケ
ル
雑
食
ノ
費
ヒ
ガ
余
リ
ニ
モ
烈
シ
カ
ツ
タ
ノ
デ
今
後
ハ
成
ル
ベ
ク
酒
保
へ
行
ク
ノ
ヲ
避
ケ
ル
ベ
ク
自
身
デ
誓
ツ
タ
事
ガ
徐
々
二
実
行
サ
レ
ツ
・
ア
ル
ノ
ヲ
感
ジ
テ
心
カ
ラ
誇
ヲ
感
ジ
タ
」
（
二
月
二
七
日
）
、
「
点
呼
後
久
し
振
り
に
酒
保
へ
行
き
黄
味
焼
五
銭
で
満
足
す
」
（
三
月
二
二
日
）
と
酒
保
で
た
び
た
び
買
い
も
の
を
し
て
い
る
。
酒
保
で
は
、
「
午
後
は
金
十
銭
を
奮
発
し
て
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
を
食
い
た
い
」
（
五
月
一
三
日
）
と
カ
レ
ー
も
食
べ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
営
外
で
も
た
び
た
び
買
い
食
い
を
し
て
い
る
。
「
午
後
か
ら
江
原
ヘ
ギ
装
〔
‖
偽
装
網
？
〕
を
作
り
に
初
年
兵
共
と
行
く
　
帰
途
葛
餅
ヲ
十
銭
会
ヒ
デ
食
べ
タ
」
（
四
月
一
日
）
、
「
十
時
半
よ
り
飯
生
方
面
に
遊
び
に
行
く
　
行
軍
を
行
ひ
着
い
て
か
ら
見
晴
し
の
よ
い
神
社
境
内
に
於
て
会
食
を
行
い
酒
等
が
出
る
　
会
費
十
銭
は
割
安
」
（四
月
三
日
）
と
、
一
定
の
金
（
「
会
費
」
）
を
出
し
合
っ
て
皆
で
飲
み
食
い
す
る
習
慣
が
兵
士
た
ち
に
は
あ
っ
た
ら
し
い
。
　
「
娯
楽
会
」
的
な
催
し
も
た
ま
に
あ
る
。
「
五
時
半
ヨ
リ
誤
薬
〔
娯
楽
〕
会
ヲ
挙
行
ス
　
本
年
度
ノ
初
年
兵
ハ
仲
々
ノ
腕
ダ
誰
一
人
ト
シ
テ
出
来
ナ
イ
者
ハ
ナ
シ
次
カ
ラ
次
ヘ
ト
待
ツ
テ
居
ル
　
吾
々
ノ
如
キ
無
能
者
ハ
一
人
モ
居
ナ
イ
　
去
年
ノ
初
年
兵
時
代
ハ
誤
楽
会
ト
云
フ
ト
汗
ヲ
流
シ
タ
モ
ノ
ダ
」
（
二
月
二
五
日
）
、
「
午
前
中
ハ
明
日
ノ
軍
旗
祭
分
列
ノ
予
行
演
習
ヲ
行
ひ
正
午
近
く
ま
で
か
・
る
　
午
後
は
営
庭
に
於
て
踊
り
の
稽
古
を
行
ひ
見
物
に
行
く
　
夕
食
後
班
内
で
甲
班
ノ
会
食
を
行
ひ
各
人
種
々
ナ
唄
を
唄
ひ
合
ふ
　
班
長
殿
が
レ
コ
ー
ド
や
ラ
ヂ
ヲ
を
持
っ
て
来
て
聞
せ
て
呉
れ
た
　
仲
々
面
白
い
」
（
四
月
七
日
）
と
。
ま
た
、
四
月
二
〇
日
に
は
「
本
部
前
に
活
動
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」
が
上
映
さ
れ
た
。
　
営
外
に
出
て
そ
の
ま
ま
飲
酒
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
十
一
時
よ
り
成
田
山
へ
明
日
と
四
日
の
試
合
の
武
運
長
久
を
祈
る
た
め
全
員
で
お
詣
り
に
行
く
　
参
詣
後
例
に
依
り
二
円
三
十
銭
の
残
金
ヲ
キ
レ
イ
ニ
彼
氏
等
の
許
へ
　
⊥
ハ
時
半
、
ユ
デ
ダ
コ
ノ
如
キ
格
好
デ
ヨ
ロ
く
シ
ナ
ガ
ラ
帰
ル
」
（
四
月
三
〇
日
）
。
云
フ
ノ
ニ
無
念
残
念
此
ノ
上
モ
ナ
シ
　
若
シ
軍
人
デ
ナ
カ
リ
セ
バ
彼
対
手
二
一
ツ
吾
ガ
腕
ヲ
見
セ
テ
ヤ
ル
モ
ノ
ヲ
　
臆
ヤ
ル
セ
ナ
キ
吾
ガ
此
ノ
身
ナ
リ
」
（
六
月
一
四
日
）
、
「
初
年
兵
ノ
動
作
ガ
悪
イ
ト
テ
班
長
よ
り
サ
ク
ジ
ヨ
〔
索
杖
〕
で
四
つ
、
近
頃
ニ
ナ
ク
イ
タ
カ
ツ
タ
」
（
六
月
二
〇
日
）
。
上
等
兵
と
は
い
え
、
や
は
り
軍
隊
の
下
層
階
級
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
0
私
的
制
裁
⑦
連
隊
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
　
上
等
兵
は
初
年
兵
の
監
視
・
指
導
が
職
務
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
「
午
前
は
引
率
外
出
の
予
定
の
所
わ
ず
か
五
人
丈
　
初
年
兵
同
志
で
仲
々
気
が
合
は
な
い
　
先
が
思
は
れ
る
」
（
二
月
四
日
）
、
「
点
呼
後
の
巡
察
中
初
年
兵
同
志
で
喧
嘩
し
た
と
の
由
早
速
力
ま
か
せ
に
二
つ
宛
　
涙
流
し
て
謝
つ
た
彼
等
」
（
三
月
八
日
）
と
、
規
律
が
保
て
な
け
れ
ば
体
罰
を
加
え
て
い
る
。
　
私
的
制
裁
は
そ
の
後
も
続
く
。
「
日
夕
点
呼
時
班
長
殿
の
食
器
等
の
検
査
あ
り
殊
の
外
に
き
た
な
く
係
の
吾
れ
も
大
分
叱
ら
る
　
如
何
に
吾
れ
が
ズ
ベ
ラ
で
あ
つ
て
も
去
年
は
こ
う
云
ふ
事
は
な
か
つ
た
　
余
り
初
年
兵
が
弛
ん
だ
故
だ
　
食
器
及
馬
穴
を
全
部
投
げ
出
し
て
呆
気
に
取
ら
れ
て
居
る
初
年
兵
達
に
学
科
が
　
消
灯
後
一
時
間
以
上
ガ
タ
く
」
（
三
月
一
六
日
）
。
制
裁
を
「
学
科
」
と
言
い
替
え
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
　
と
は
い
え
、
い
つ
も
な
ぐ
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
、
「
嬬
神
袴
下
ノ
返
納
で
曹
長
に
叱
ら
れ
初
年
兵
を
消
灯
後
並
べ
て
学
科
仕
様
と
考
え
た
が
一
ツ
可
哀
想
な
の
で
止
め
た
」
（
五
月
二
二
日
）
と
の
記
述
も
あ
る
。
上
等
兵
は
あ
ま
り
体
罰
を
行
わ
な
い
の
が
普
通
だ
っ
た
の
か
、
彼
の
性
格
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
後
者
で
あ
れ
ば
「
軍
隊
は
運
隊
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
む
し
ろ
、
上
等
兵
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
士
官
か
ら
体
罰
を
受
け
て
い
る
の
が
目
を
引
く
。
「
夕
特
務
曹
長
ノ
学
科
ア
リ
其
ノ
際
笑
ツ
タ
ト
テ
四
ツ
許
リ
　
今
マ
デ
叱
ラ
レ
タ
事
ハ
有
ツ
テ
モ
ナ
グ
ラ
レ
タ
事
ハ
無
カ
ツ
タ
ノ
ニ
　
除
隊
間
際
だ
と
　
佐
倉
連
隊
で
は
、
と
い
う
よ
り
ど
の
連
隊
で
も
こ
の
時
期
に
は
国
防
思
想
普
及
の
観
点
か
ら
、
周
辺
地
域
の
青
年
訓
練
所
生
徒
に
体
験
宿
泊
を
許
し
て
い
た
。
日
記
に
は
「
香
取
郡
ノ
青
訓
生
、
軍
隊
生
活
見
学
ノ
為
メ
来
隊
一
泊
ス
」
（
一
月
九
日
）
と
の
記
事
が
見
え
、
二
月
二
三
日
に
も
青
訓
（
所
名
不
明
）
が
一
泊
し
て
い
る
。
　
入
営
は
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
「
午
前
六
時
頃
か
ら
吾
等
の
後
輩
と
し
て
国
家
の
重
任
を
其
肩
に
担
ふ
■
意
気
堂
々
と
入
門
し
て
く
る
　
何
れ
も
皆
元
気
だ
非
常
時
く
と
呼
ぶ
丈
大
し
た
風
景
だ
　
吹
き
流
す
大
職
〔
幟
〕
小
旗
　
万
歳
の
嵐
だ
歓
呼
の
声
」
（
一
月
二
〇
日
）
。
「
非
常
時
」
と
い
う
意
識
が
よ
り
入
営
風
景
を
盛
大
な
も
の
に
し
て
い
た
。
　
軍
旗
祭
も
同
じ
く
地
域
に
と
っ
て
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
四
月
三
日
に
は
「
来
る
べ
き
軍
旗
祭
の
予
行
と
し
て
娯
楽
会
を
挙
行
踊
り
や
唄
で
四
時
間
を
費
し
た
　
地
方
人
も
多
さ
ん
見
物
に
来
た
」
、
当
日
の
八
日
に
は
「
第
二
十
九
回
軍
旗
祭
を
迎
へ
た
此
の
日
天
気
雲
一
つ
な
く
絶
好
ノ
日
和
　
一
週
間
近
く
も
係
っ
て
装
飾
シ
タ
班
内
も
舎
前
も
営
庭
も
今
日
は
一
殿
と
美
を
増
し
て
居
る
　
十
時
よ
り
分
列
式
を
始
む
此
の
日
特
に
第
三
代
連
隊
長
た
り
し
現
陸
相
林
閣
下
及
師
、
旅
団
長
閣
下
も
御
出
に
な
る
　
午
後
は
一
時
よ
り
営
庭
に
於
て
種
々
余
興
あ
り
見
物
人
も
大
勢
、
母
も
孫
を
伴
れ
て
Y
も
思
ひ
が
け
ず
遊
び
に
来
た
　
夕
食
後
全
員
で
特
に
踊
り
に
気
合
を
掛
け
る
　
五
時
近
く
ま
で
騒
だ
」
と
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
に
ぎ
わ
い
の
様
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
56
一ノ瀬俊也
［佐倉連隊の日常生活］
　
面
会
の
際
も
、
連
隊
を
地
域
の
人
々
が
多
数
訪
れ
た
。
「
今
日
ハ
日
曜
デ
ア
ツ
タ
為
面
会
人
ワ
ン
サ
く
ト
押
シ
ヨ
セ
タ
リ
　
仲
デ
モ
近
々
渡
満
ス
ベ
キ
第
九
中
隊
二
入
隊
シ
居
ル
可
愛
イ
孫
ト
或
ハ
己
ガ
一
人
息
子
ヘ
ト
親
兄
弟
揃
ツ
テ
来
リ
面
会
所
ニ
テ
涙
ヲ
流
シ
又
ハ
強
テ
笑
テ
ス
ル
者
ア
リ
　
此
レ
真
ノ
骨
肉
ヲ
分
ケ
タ
愛
情
ト
云
へ
様
」
（
六
月
三
日
）
と
あ
る
の
は
、
満
州
事
変
後
の
緊
迫
し
た
空
気
を
う
か
が
わ
せ
る
。お
わ
り
に
　
日
記
の
筆
者
は
退
営
に
あ
た
っ
て
「
重
き
任
務
も
志
な
く
果
し
て
愈
々
今
日
郷
里
に
錦
を
飾
る
事
が
出
来
る
の
だ
　
思
へ
ば
懐
し
き
郷
里
を
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
入
営
し
て
よ
り
一
年
半
　
或
は
練
兵
場
で
又
内
務
班
で
鍛
へ
に
鍛
へ
た
軍
人
精
神
と
こ
の
健
全
な
る
肉
体
と
を
土
産
物
に
し
て
帰
郷
だ
」
と
の
感
慨
を
の
こ
し
て
い
る
。
日
々
の
訓
練
が
苛
酷
で
あ
り
、
と
き
に
体
罰
を
受
け
て
憤
怒
の
情
に
か
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
感
情
が
で
て
く
る
の
は
な
ぜ
か
。
お
そ
ら
く
当
時
の
軍
が
軍
隊
教
育
の
過
程
で
さ
か
ん
に
唱
え
て
い
た
〈
軍
隊
‖
人
生
の
修
練
道
場
〉
と
い
う
思
考
法
（
詳
細
は
前
掲
拙
著
『
近
代
日
本
の
徴
兵
制
と
社
会
』
を
参
照
）
、
自
隊
へ
の
愛
着
や
娯
楽
の
催
し
、
さ
ら
に
は
軍
の
「
物
凄
い
」
武
力
へ
の
憧
憬
と
い
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
要
素
が
そ
こ
に
は
介
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
日
記
も
ま
た
、
軍
隊
の
存
立
を
支
え
た
民
衆
意
識
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
の
を
問
う
う
え
で
の
一
助
と
な
っ
て
く
れ
よ
う
。
【参
考
資
料
】
『
昭
和
九
年
　
軍
隊
日
記
』
※
略
語
な
ど
に
は
わ
か
る
範
囲
で
脚
註
を
付
し
た
。
一
月
一
日
（
月
）
新
し
き
希
望
の
昭
和
九
年
を
迎
へ
た
　
例
日
よ
り
早
く
起
床
直
ち
に
全
員
銃
剣
術
を
行
ひ
終
わ
っ
て
輝
か
し
い
初
日
を
拝
ん
だ
　
今
日
か
ら
年
始
休
暇
だ
式
終
了
後
飛
ぶ
よ
う
に
し
て
帰
宅
し
た
　
正
月
だ
け
あ
つ
て
仲
々
賑
や
か
だ
　
皆
羽
根
を
着
い
て
居
る
　
久
し
振
り
で
暖
き
フ
ト
ン
の
仲
で
夢
を
結
ん
だ
　
仲
々
眠
む
れ
な
い
一
月
二
日
（
火
）
四
時
の
時
計
と
同
時
に
飛
び
起
き
た
　
今
日
は
初
荷
だ
久
し
振
り
に
家
業
が
出
来
た
仲
々
軍
隊
生
活
と
異
る
　
午
後
三
時
半
よ
り
友
人
と
共
に
正
月
気
分
を
発
揮
し
た
夜
は
早
速
親
戚
へ
遊
び
に
行
っ
た
　
後
友
人
の
宴
会
に
行
っ
た
　
楽
し
い
軍
隊
生
活
を
語
り
乍
ら
時
の
過
ぐ
る
の
も
忘
れ
た
　
気
が
付
い
た
ら
十
一
時
だ
一
月
三
日
（
水
）
二
泊
三
日
の
外
泊
も
終
り
愈
々
帰
営
だ
　
昨
夜
の
宴
会
の
酒
の
為
め
遂
に
起
床
が
遅
れ
た
　
午
前
中
は
今
日
が
最
後
と
家
業
に
手
伝
っ
て
正
午
帰
営
の
途
に
着
い
た
　
Y
と
の
別
れ
が
何
と
な
く
？
　
成
田
山
参
詣
後
四
時
十
分
帰
営
し
た
　
帰
営
後
Y
に
対
す
る
感
謝
の
念
で
胸
一
杯
で
し
た
一
月
四
日
（
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ
今
日
は
吾
等
軍
人
の
精
心
た
る
勅
諭
の
下
賜
さ
れ
た
記
念
の
日
で
八
時
整
列
で
式
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
行
ひ
直
ち
に
来
た
る
べ
き
歩
校
連
合
演
習
の
編
正
が
有
つ
た
　
午
後
よ
り
日
直
　
外
出
も
出
来
な
い
　
昨
日
の
思
出
に
ふ
け
り
な
が
ら
な
ん
の
事
も
な
く
日
を
送
つ
た
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一
月
五
日
（
金
）
今
日
も
休
だ
午
前
中
は
日
直
（
内
務
）
　
午
後
は
全
員
外
出
班
長
殿
が
居
な
い
為
め
俺
一
人
残
つ
た
　
班
内
は
ひ
つ
そ
り
し
て
居
る
　
一
人
Y
に
レ
タ
ー
を
書
い
た
　
夕
方
外
出
し
た
人
々
が
帰
っ
て
来
た
ら
急
に
賑
や
か
に
な
っ
て
来
た
　
皆
機
嫌
が
よ
い
真
赤
な
顔
を
し
て
居
る
　
今
夜
は
殊
の
外
色
々
な
話
で
大
変
だ
　
俺
一
人
淋
し
い
？
一月
⊥
ハ
H
【
（
土
）
八
時
営
庭
に
集
合
直
二
下
志
津
二
向
フ
　
寒
気
強
ク
手
ガ
切
レ
ソ
ウ
ダ
ツ
タ
　
十
一
時
ヨ
リ
対
赤
軍
新
戦
法
ノ
研
究
始
ル
　
四
号
林
ヨ
リ
大
日
山
二
向
フ
テ
攻
撃
前
進
再
三
、
五
時
廿
分
帰
営
　
被
服
兵
器
の
手
入
デ
点
呼
マ
デ
多
忙
　
Y
ヨ
リ
便
リ
有
ル
早
速
返
事
ヲ
書
ク
　
家
ノ
事
ガ
思
出
サ
レ
ル
一
月
七
日
（
日
）
午
前
中
は
中
隊
銃
剣
術
競
技
会
ヲ
行
フ
　
依
然
ト
シ
テ
成
績
芳
シ
カ
ラ
ズ
　
勝
星
ヨ
リ
負
星
ノ
方
ガ
遥
カ
ニ
多
イ
　
午
後
は
陣
営
具
ノ
手
入
デ
終
ル
　
別
二
外
出
ス
ル
気
モ
ナ
シ
　
酒
保
ニ
テ
三
銭
ノ
コ
ー
ヒ
ー
デ
満
足
ス
　
タ
方
よ
り
班
内
デ
皆
仲
よ
く
会
食
す
一
月
八
日
（
月
）
陸
軍
始
観
兵
式
は
都
合
デ
取
止
ム
　
午
後
ハ
久
し
振
り
デ
外
出
ス
　
大
イ
ニ
気
合
ヲ
掛
ケ
テ
来
タ
　
六
時
ヨ
リ
明
日
ノ
大
隊
競
技
会
二
於
テ
必
勝
ヲ
期
ス
為
め
麻
賀
田
神
社
二
参
拝
ス
　
点
呼
後
ハ
十
分
ノ
睡
眠
ヲ
取
ル
ベ
ク
消
灯
サ
ル
　
床
の
中
よ
り
秘
か
に
明
日
の
試
合
の
事
が
思
出
さ
れ
る
　
是
非
と
も
勝
ち
た
い
中
隊
の
名
誉
の
為
に
も
一
月
九
日
（
火
）
午
前
八
時
三
十
分
ヨ
リ
大
隊
銃
剣
術
競
技
会
ヲ
行
フ
　
中
隊
全
員
必
勝
ノ
意
気
物
凄
ク
、
試
合
場
二
望
ム
　
大
イ
ニ
戦
技
傾
伯
中
、
併
シ
■
（
致
？
）
空
シ
ク
僅
力
三
本
ノ
差
デ
破
ル
悲
憤
残
念
尤
モ
兵
ハ
六
本
ノ
差
デ
勝
ツ
小
生
依
然
振
ハ
ズ
成
績
良
好
ナ
ラ
ズ
　
中
隊
長
以
下
幹
部
ノ
辞
ア
ル
　
香
取
郡
ノ
青
訓
生
、
軍
隊
生
活
見
学
ノ
為
メ
来
隊
一
泊
ス
一
月
十
日
（
水
）
八
時
四
十
分
整
列
ニ
テ
練
兵
場
二
於
テ
分
隊
教
練
ヲ
行
フ
出
場
者
僅
カ
ニ
十
四
名
久
シ
振
リ
ノ
練
兵
場
ハ
殊
ノ
外
寒
ク
休
日
続
キ
ノ
跡
ノ
為
メ
カ
仲
々
骨
ガ
折
レ
タ
午
後
ハ
一
時
ヨ
リ
医
務
室
二
於
テ
衛
生
講
話
ア
リ
止
血
法
及
人
工
呼
吸
法
ノ
学
科
ア
リ一
月
十
一
日
（
木
）
八
時
三
十
分
整
列
櫛
形
森
二
於
テ
歩
哨
ノ
動
作
　
仮
接
敵
ト
ナ
リ
寺
崎
台
上
ヨ
リ
斥
候
ノ
動
作
ヲ
行
フ
午
後
は
戦
斗
教
練
ヲ
本
丸
二
向
つ
て
終
了
後
小
隊
教
練
ヲ
行
フ
十
時
半
よ
り
不
寝
番
北
風
寒
く
星
は
き
ら
め
き
月
は
兵
舎
の
窓
に
映
り
な
ん
と
な
く
故
郷
の
事
が
思
ひ
出
さ
れ
る
　
Y
も
今
晩
は
床
の
中
か
し
ら
一
月
十
二
日
（
金
）
七
時
五
十
分
整
列
す
　
将
校
実
兵
指
揮
吉
野
少
尉
ノ
率
イ
ル
吾
ガ
戦
時
編
制
ノ
一
個
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓
小
隊
は
退
却
中
の
敵
を
習
志
野
に
向
つ
て
追
撃
す
　
初
め
て
の
軽
機
の
分
隊
長
と
し
て
苦
戦
す
　
大
和
田
付
近
で
終
る
　
十
一
時
半
、
空
腹
を
こ
ら
へ
な
が
ら
足
を
引
摺
り
帰
営
す
　
午
後
は
明
日
の
歩
校
連
合
演
習
の
編
成
あ
り
　
初
年
兵
入
隊
準
備
で
消
灯
ま
で
多
忙
　
七
時
よ
り
中
隊
長
の
時
局
に
対
し
学
科
あ
り
一
月
十
三
日
（
土
）
愈
々
今
明
日
二
日
間
下
志
津
原
二
於
テ
連
合
演
習
ダ
　
前
七
時
四
十
分
整
列
、
直
チ
ニ
萱
橋
台
上
二
向
フ
寒
気
強
シ
十
時
廿
分
着
直
チ
ニ
昼
食
、
ソ
レ
ヨ
リ
後
一
時
半
マ
デ
休
憩
　
状
況
初
め
ヨ
リ
終
了
マ
デ
何
ン
ト
僅
力
五
分
間
　
余
リ
ニ
モ
吾
等
ハ
早
ク
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戦
死
シ
テ
シ
マ
ツ
タ
　
尤
モ
吾
等
ハ
赤
軍
ダ
ッ
タ
日
本
軍
ガ
連
モ
強
カ
ツ
タ
掛
リ
デ
下
志
津
原
マ
デ
来
テ
僅
力
五
分
間
殆
ド
昼
寝
ダ
　
五
時
連
隊
二
着
一
日
一
月
十
四
日
（
日
）
前
日
ト
同
じ
く
歩
校
連
合
演
習
　
四
号
林
よ
り
大
日
山
に
向
つ
て
攻
撃
前
進
す
　
午
後
二
時
半
終
り
　
亀
崎
を
通
つ
て
帰
営
す
　
点
呼
後
曹
長
室
（
安
藤
）
に
て
茶
菓
の
馳
走
あ
る
　
初
年
兵
入
隊
近
々
何
ん
と
な
く
多
忙
一
月
十
五
日
（
月
）
午
前
中
は
焚
取
リ
本
丸
西
門
下
等
で
　
後
二
時
頃
久
し
振
り
で
Y
が
面
会
に
来
る
大
急
ぎ
で
面
会
所
に
十
分
位
で
別
れ
る
名
残
惜
し
く
　
七
時
よ
り
師
団
剣
術
競
技
会
出
場
者
が
大
勝
し
て
帰
る
の
で
停
車
場
ま
で
出
迎
へ
　
万
歳
の
嵐
だ
　
営
庭
の
ア
ー
ク
灯
の
下
に
於
て
盛
大
な
る
祝
杯
を
挙
げ
る
　
皆
ニ
コ
く
顔
だ
　
小
生
も
顔
は
赤
く
な
る
程
に
　
吾
連
隊
は
師
団
一
だ
喜
べ
一
月
十
六
日
（
火
）
昨
夜
余
り
遅
く
な
つ
た
為
め
起
床
一
時
間
延
び
る
　
午
前
中
は
被
服
等
で
初
年
兵
入
隊
準
備
午
後
も
同
じ
仲
々
多
忙
　
班
内
は
殆
ど
外
出
　
一
人
で
準
備
す
　
消
灯
後
事
務
室
で
明
日
の
査
閲
の
下
調
十
一
時
ま
で
　
窓
よ
り
外
を
見
る
と
雪
が
ち
ら
く
降
つ
て
来
た
様
だ
去
年
の
今
夜
は
丁
度
　
臆
寒
さ
も
厳
し
く
な
っ
た
、
夜
も
更
け
た
、
入
隊
も
近
づ
い
た
一
月
十
七
日
（
水
）
昨
夜
十
一
時
五
十
分
頃
非
常
呼
集
　
小
雪
降
る
中
を
真
暗
の
中
で
背
嚢
を
付
け
整
列
す
　
寒
気
強
し
　
一
時
状
況
終
る
　
二
時
頃
兵
器
の
手
入
終
り
休
む
　
連
隊
長
よ
り
怒
ら
れ
る
（
整
列
が
遅
い
と
）
　
今
朝
は
八
時
起
床
　
一
日
班
内
の
清
潔
整
頓
　
中
隊
長
の
内
務
検
査
　
夕
食
は
二
班
に
於
て
全
員
会
食
　
酒
も
出
る
　
戦
友
の
兵
器
、
及
被
服
の
支
給
及
手
入
で
延
灯
、
多
忙
一
月
十
九
日
（
金
）
　
※
一
八
・
一
九
日
が
入
れ
替
わ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
懐
し
き
故
郷
と
親
し
き
親
兄
弟
と
も
別
れ
を
告
げ
一
泊
悲
し
く
Y
と
も
別
れ
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
大
な
る
希
望
を
抱
き
つ
・
停
車
場
を
離
れ
た
の
も
一
ヶ
年
昔
の
事
だ
今
で
は
変
わ
り
も
変
わ
っ
て
し
ま
つ
た
　
午
後
は
面
会
人
で
一
杯
だ
　
一
山
く
ら
い
に
し
て
は
中
隊
へ
案
内
に
行
く
　
色
々
取
り
ぐ
の
後
輩
が
戦
友
の
中
隊
へ
希
望
に
満
ち
た
顔
で
来
る
　
今
日
の
寒
さ
は
格
別
だ
と
て
も
寒
い
正
午
か
ら
外
套
を
着
す
一
月
十
八
日
（
木
）
十
時
半
下
志
津
着
正
午
よ
り
状
況
開
始
　
吾
等
も
中
央
第
一
線
　
本
演
習
は
師
団
各
参
謀
等
見
学
多
数
有
り
　
残
念
な
が
ら
小
生
等
は
ソ
軍
だ
敵
日
本
軍
の
強
さ
よ
見
よ
轟
く
砲
声
小
銃
軽
機
の
音
　
十
数
台
の
戦
車
縦
横
に
走
り
宛
ら
来
る
べ
き
戦
場
を
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
は
れ
た
　
物
凄
き
下
志
津
原
　
煙
幕
、
飛
行
機
、
凡
ゆ
る
新
兵
機
は
使
用
さ
れ
た
点
呼
後
十
時
四
十
分
ま
で
初
年
兵
準
備
で
多
忙
一
月
二
十
日
（
土
）
雨
と
寒
さ
に
ふ
る
へ
な
が
ら
東
の
空
が
明
る
く
な
つ
て
来
た
　
午
前
六
時
頃
か
ら
吾
等
の
後
輩
と
し
て
国
家
の
重
任
を
其
肩
に
担
ふ
■
意
気
堂
々
と
入
門
し
て
く
る
　
何
れ
も
皆
元
気
だ
非
常
時
く
と
呼
ぶ
丈
大
し
た
風
景
だ
　
吹
き
流
す
大
職
〔
幟
〕
小
旗
　
万
歳
の
嵐
だ
歓
呼
の
声
　
夜
初
年
兵
同
士
で
ひ
そ
く
語
り
合
い
な
が
ら
キ
ヨ
ロく
し
て
居
る
の
も
思
出
の
種
と
な
る
一
月
二
十
一
日
（
日
）
入
隊
第
一
夜
を
過
ご
し
た
朝
だ
　
起
床
嘲
臥
も
何
に
も
分
ら
な
い
　
点
呼
が
十
五
分
も
お
く
れ
た
、
前
中
は
入
隊
式
及
身
体
検
査
で
終
る
　
午
後
も
仲
々
多
忙
、
外
出
も
出
来
ぬ
　
四
時
か
ら
練
兵
場
に
於
て
明
日
の
初
年
兵
の
青
訓
修
了
者
の
査
閲
準
備
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夜
も
仲
々
賑
ヤ
カ
に
な
つ
た
一
月
二
十
二
日
（
月
）
午
前
中
は
検
定
試
験
の
助
手
　
午
後
も
同
じ
く
仮
設
敵
と
し
て
寺
崎
方
面
で
斥
候
と
し
て
青
訓
受
領
者
の
試
験
用
材
　
練
丘
ハ
場
を
初
め
て
見
た
初
年
兵
は
キ
ヨ
ロ
く
し
な
が
ら
不
動
の
姿
勢
も
思
出
の
一
つ
だ
　
消
灯
後
班
内
を
見
る
と
仲
々
寝
ら
れ
な
い
様
だ
　
随
分
ヒ
ソ
く
話
し
を
し
て
居
る
　
中
に
は
「
母
」
を
呼
ぶ
寝
言
が
胸
を
打
つ一
月
二
十
三
日
（
火
）
　
　
　
　
　
　
（
2
）
午
前
中
は
陣
営
具
の
対
外
修
理
の
準
備
　
午
後
も
同
じ
　
四
時
よ
り
非
常
呼
集
に
対
す
る
伝
令
と
し
て
の
動
作
　
中
隊
幹
部
の
家
へ
通
報
す
　
木
枯
し
の
風
は
吹
く
　
大
通
り
も
冷
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
は
宛
ら
氷
上
の
ス
ケ
ー
ト
の
如
し
一
月
二
十
四
日
（
水
）
本
日
よ
り
一
週
間
寒
稽
古
だ
　
楽
し
い
夢
路
も
暖
き
床
も
離
れ
て
中
隊
全
員
舎
前
に
於
て
銃
剣
術
余
程
気
合
を
掛
け
な
い
と
寒
い
、
初
年
兵
は
五
時
半
起
床
だ
　
午
前
中
は
初
年
兵
の
体
力
検
査
に
助
手
と
し
て
出
場
　
午
後
は
対
外
修
理
提
出
　
同
六
時
半
よ
り
班
全
員
で
会
食
を
行
ふ
　
初
年
兵
の
感
想
を
聞
き
な
が
ら
一
ヶ
年
昔
を
振
り
返
つ
て
考
へ
て
見
る
一
月
二
十
五
日
（
木
）
五
時
の
起
床
も
仲
々
意
苦
〔
億
劫
か
〕
だ
起
き
る
ま
で
が
　
初
年
兵
も
五
時
半
起
床
、
点
呼
を
取
つ
て
か
ら
早
速
出
場
、
大
い
に
気
合
を
掛
け
る
　
終
つ
て
班
へ
帰
つ
て
く
る
と
初
年
兵
が
暖
炉
を
真
赤
に
し
て
待
つ
て
居
る
　
班
内
掃
除
も
既
に
終
へ
て
居
た
全
く
神
様
の
様
だ
揃
へ
て
く
れ
た
食
事
を
前
に
何
ん
と
な
く
物
思
ひ
に
迫
る
様
だ
午
前
も
午
後
も
練
兵
場
に
於
て
各
個
教
練
一
月
二
十
六
日
（
金
）
寒
稽
古
を
終
へ
て
班
内
の
大
掃
除
を
施
行
　
水
も
冷
い
補
祥
一
枚
で
…
　
七
時
頃
ま
で
に
は
完
全
に
昨
日
の
班
内
と
は
少
し
く
異
な
つ
た
　
午
前
中
も
午
後
も
練
兵
場
青
訓
時
代
の
癖
が
仲
々
ぬ
け
な
い
で
困
る
　
午
後
は
大
隊
長
殿
も
見
学
遊
ば
さ
れ
る
兄
よ
り
河
内
屋
の
爺
の
死
去
の
報
来
る
　
静
か
に
在
り
し
日
の
面
影
を
目
の
前
に
思
ひ
浮
べ
る
一
月
二
十
七
日
（
土
）
初
年
兵
は
予
防
接
種
の
為
め
入
浴
は
朝
、
午
前
中
は
予
防
接
種
で
終
り
午
後
は
何
ん
の
事
も
な
し
　
夕
方
の
寒
稽
古
だ
け
、
明
日
の
日
曜
は
墓
参
の
為
他
行
を
許
可
さ
る
夕
方
よ
り
二
、
三
人
熱
の
為
め
浮
言
を
云
ふ
、
初
年
兵
時
代
が
考
へ
ら
れ
る
　
今
夜
は
非
常
呼
集
が
有
る
と
の
話
に
多
少
神
経
を
尖
ら
し
て
背
嚢
準
備
し
て
休
む
一
月
二
十
八
日
（
日
）
先
日
ノ
弔
報
ニ
ョ
リ
他
行
外
出
を
許
可
さ
る
　
七
時
飛
ぶ
様
に
し
て
帰
宅
、
河
内
屋
及
本
家
の
弔
及
家
の
付
近
の
一
昨
日
の
火
事
の
話
を
聞
き
非
常
に
驚
く
、
母
が
涙
を
流
し
て
迎
へ
る
、
留
守
中
の
難
事
を
聞
き
自
ら
感
謝
の
念
に
燃
ゆ
　
墓
参
後
母
に
多
少
の
慰
み
の
言
を
残
し
て
帰
営
す
　
帰
営
後
ペ
ン
を
取
り
礼
状
に
時
間
を
費
や
す
点
呼
後
加
瀬
特
曹
の
学
科
（
軽
機
ノ
認
識
）
あ
り
一
月
二
十
九
日
（
月
）
今
朝
ほ
ど
起
床
の
臆
苦
〔
億
劫
〕
な
日
は
な
か
つ
た
　
今
朝
か
ら
の
掃
除
は
水
を
使
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
用
し
な
い
で
糠
袋
だ
　
初
年
兵
も
大
分
助
か
る
様
だ
　
来
る
べ
き
随
時
検
閲
の
準
備
と
し
て
午
前
中
は
営
内
修
理
の
準
備
、
午
後
は
提
出
及
身
体
検
査
、
午
前
中
八
時
よ
り
中
隊
長
の
勅
諭
の
学
科
あ
り
　
午
後
六
時
半
よ
り
加
瀬
特
曹
の
軽
機
の
学
科
あ
り
そ
の
前
初
、
二
年
兵
揃
つ
て
班
内
で
賑
や
か
に
会
食
を
行
ふ
　
消
灯
後
は
余
り
眠
い
の
で
早
く
休
む
60
一ノ瀬俊也
［佐倉連隊の日常生活］
一
月
三
十
日
（
火
）
午
前
中
は
練
習
用
具
及
隊
外
修
理
提
出
す
午
後
は
は
医
務
室
前
に
て
初
年
兵
の
照
準
監
査
に
出
場
、
三
時
よ
り
夜
間
剣
術
用
防
具
支
給
さ
る
　
到
る
所
で
皆
防
具
を
つ
け
る
　
背
の
方
も
仲
々
厳
重
だ
　
六
時
半
よ
り
初
年
兵
に
対
し
兵
器
の
名
称
の
学
科
第
二
線
の
不
寝
番
を
終
へ
て
班
へ
帰
つ
て
見
る
と
皆
よ
く
休
ん
で
居
る
　
窓
よ
り
映
る
月
光
は
冷
た
く
又
し
て
も
故
郷
の
夜
が
、
仲
々
寝
付
け
な
い
様
々
な
思
出
に
涙
一
月
三
十
一
日
（
水
）
寒
稽
古
も
愈
々
本
日
で
終
り
だ
　
今
ま
で
八
日
間
随
分
眠
む
い
に
も
係
ら
ず
奮
励
し
た
、
特
に
気
合
を
掛
け
て
試
合
す
　
午
前
中
は
照
準
監
査
　
午
後
は
練
兵
場
に
於
て
各
個
教
練
、
夕
方
中
隊
長
殿
訓
辞
あ
り
　
来
る
べ
き
二
月
三
日
に
閑
院
宮
若
殿
下
が
特
に
当
中
隊
を
名
指
し
で
見
学
に
来
る
か
ら
確
り
や
れ
と
の
事
　
夜
は
七
時
よ
り
軽
機
の
学
科
二
月
一
日
（
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ
誰
か
に
起
こ
さ
れ
た
様
な
気
が
し
て
不
図
目
を
醒
ま
し
た
返
し
火
災
点
呼
集
の
嘲
弧
が
鳴
つ
て
居
る
「
そ
れ
火
災
呼
集
だ
」
と
叫
び
な
が
ら
飛
び
起
き
早
速
手
拭
を
腰
に
舎
前
へ
整
列
　
状
況
は
三
中
隊
兵
舎
の
火
事
、
駆
け
る
ホ
ー
ス
班
　
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
の
響
、
号
令
、
物
凄
き
有
様
だ
　
六
時
三
十
分
終
了
　
午
前
中
は
西
門
下
で
各
個
教
練
　
午
後
は
来
る
三
日
閑
院
ノ
宮
若
宮
殿
下
に
御
覧
に
供
す
る
課
目
の
復
習
点
呼
後
も
学
科
で
多
忙
二
月
二
日
（
金
）
二
年
兵
が
下
志
津
原
へ
演
習
に
出
張
の
為
間
稽
古
取
止
む
　
全
員
一
致
大
掃
除
　
午
前
中
は
明
日
見
学
に
供
す
る
課
目
の
復
習
　
十
］
時
頃
よ
り
雨
が
降
り
出
し
駆
足
を
以
て
帰
営
す
　
十
一
時
半
よ
り
教
官
の
学
科
有
り
　
午
後
は
班
内
に
於
て
同
科
目
を
復
習
　
点
呼
後
は
被
服
号
文
数
及
び
兵
器
の
駐
領
番
号
を
調
査
　
多
忙
二
月
三
日
（
土
）
朝
か
ら
雪
が
降
り
出
し
た
起
床
直
ち
に
防
具
検
査
の
準
備
朝
食
の
時
間
も
な
し
九
時
よ
り
検
査
　
雪
は
愈
々
盛
な
り
　
午
後
は
○
時
三
十
分
整
列
に
て
閑
院
若
宮
殿
下
の
為
め
初
年
兵
教
育
実
施
す
　
手
及
足
冷
く
初
年
兵
も
可
愛
想
だ
早
駆
三
回
漸
く
幾
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
暖
く
な
る
　
殿
下
に
は
殊
の
外
御
機
嫌
良
行
の
様
子
　
演
習
一
時
間
半
に
て
帰
営
何
し
ろ
殿
下
及
連
隊
幹
部
多
数
の
将
校
の
前
な
の
で
堅
く
な
つ
た
　
節
分
で
大
豆
を
食
べ
る
二
月
四
日
（
日
）
今
日
は
日
曜
で
家
に
居
た
な
ら
ば
昨
夜
か
ら
節
分
で
豆
撒
き
な
ど
も
行
つ
て
居
た
ら
う
に
、
侭
な
ら
ぬ
軍
隊
生
活
よ
　
午
前
中
班
内
で
全
員
一
緒
と
な
り
写
真
取
る
　
午
前
は
引
率
外
出
の
予
定
の
所
わ
ず
か
五
人
丈
　
初
年
兵
同
志
で
仲
々
気
が
合
は
な
い
先
が
思
は
れ
る
　
寝
台
の
上
で
半
日
を
送
る
　
五
時
よ
り
軍
歌
演
習
で
練
兵
場
へ
行
く
　
夕
日
の
満
つ
る
様
を
眺
め
る
と
何
時
と
な
る
二
月
五
日
（
月
）
今
朝
か
ら
点
呼
は
又
舎
前
に
於
て
取
る
　
寒
風
摩
擦
も
身
に
沁
み
る
、
午
前
と
午
後
は
練
兵
場
に
て
各
個
教
練
　
内
務
班
の
編
制
上
他
班
へ
廻
さ
る
る
噂
に
戦
友
及
初
年
兵
一
同
の
心
尽
し
に
感
謝
す
　
班
全
員
に
て
会
食
を
行
ひ
若
干
今
後
の
事
に
付
い
て
二
月
六
日
（
火
）
午
前
中
は
防
具
の
廃
品
返
納
午
後
は
陣
営
具
の
隊
外
修
理
及
明
日
の
防
具
の
隊
外
修
理
準
備
等
で
仲
々
の
多
忙
　
班
の
都
合
上
第
二
班
へ
廻
さ
る
　
戦
友
が
涙
を
流
し
て
別
れ
を
惜
む
　
然
り
尤
も
初
年
兵
時
代
の
戦
友
の
変
る
の
は
嫌
だ
も
の
二
月
七
日
（
水
）
二
班
で
第
一
夜
を
明
か
し
た
初
年
兵
は
割
合
に
早
く
起
き
る
防
具
の
隊
外
修
理
準
61
国立歴史民俗博物館研究報告
　第131集2006年3月
備
の
為
間
稽
古
を
休
む
十
時
よ
り
練
兵
場
に
向
ふ
　
午
後
は
江
原
台
上
に
於
て
二
年
兵
の
各
個
教
練
を
見
学
　
今
晩
非
常
呼
集
が
有
る
様
な
の
で
早
速
に
て
点
呼
後
背
嚢
を
造
へ
る
何
時
有
つ
て
も
準
備
完
了
ス
二
月
八
日
（
木
）
午
前
中
ハ
未
教
育
補
充
兵
の
為
め
寝
台
及
机
等
の
準
備
で
終
る
　
午
後
は
旅
団
長
閣
下
の
初
巡
視
及
初
年
兵
教
育
の
為
め
来
る
　
全
員
営
庭
に
於
て
閲
兵
後
当
中
隊
は
医
務
室
前
に
於
て
各
個
教
練
霜
ど
う
け
の
為
め
初
年
兵
の
服
が
泥
だ
ら
け
と
な
つ
て
了
ま
ふ
二
月
九
日
（
金
）
演
習
は
今
迄
の
復
習
　
万
機
敏
な
の
で
早
駆
三
回
午
後
は
一
時
よ
り
同
じ
く
復
習
六
時
よ
り
夜
間
演
習
　
不
斉
地
の
行
進
　
招
魂
社
森
付
近
よ
り
旧
馬
場
及
司
令
部
跡
及
六
百
射
場
付
近
を
通
つ
て
御
野
立
所
の
所
に
出
る
　
途
申
凸
凹
等
多
多
有
り
初
年
兵
の
転
ぶ
者
等
続
出
す
　
笑
い
出
す
者
驚
い
て
戦
友
を
呼
ぶ
呼
等
で
静
寂
を
旨
と
す
る
行
進
も
目
茶
苦
茶
な
り
　
　
　
　
　
マ
マ
丈
あ
つ
て
大
抵
の
人
は
外
出
す
　
こ
つ
そ
り
成
田
へ
出
張
す
　
例
の
通
り
気
合
を
掛
け
成
田
山
へ
詣
で
Y
の
安
全
を
祈
り
　
五
時
帰
り
佐
倉
町
に
て
小
遊
の
跡
六
時
帰
営
提
灯
行
列
及
娯
楽
会
等
で
大
変
賑
は
ふ
二
月
十
二
日
（
月
）
今
朝
も
仲
々
寒
い
尤
も
冬
だ
も
の
無
理
も
な
い
　
午
前
の
演
習
を
終
へ
て
帰
つ
て
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ
る
と
孝
一
郎
君
が
比
企
君
を
送
つ
て
来
て
居
る
　
兄
に
煙
草
を
土
産
と
し
て
兄
に
渡
す
兄
は
嬉
ん
で
代
を
渡
し
て
呉
れ
る
強
売
の
様
だ
　
折
角
入
営
し
た
比
企
君
も
酒
保
の
案
内
も
多
忙
の
為
め
出
来
な
い
　
比
企
君
等
よ
り
家
族
の
話
を
聞
き
又
思
ひ
出
の
昔
を
■
い
し
二
月
十
三
日
（
火
）
午
前
中
は
血
液
検
査
で
終
る
　
午
後
は
夜
間
演
習
の
予
定
で
あ
つ
た
が
食
事
が
遅
れ
た
の
で
取
止
む
　
点
呼
後
久
し
振
り
に
て
早
く
床
に
着
く
　
仲
々
寝
む
れ
な
い
　
家
に
残
せ
し
Y
の
身
の
上
が
思
い
出
さ
れ
る
　
近
頃
音
信
も
な
し
　
何
時
か
行
つ
た
時
話
し
た
体
の
異
状
が
気
に
掛
か
つ
て
く
暇
さ
へ
有
れ
ば
二
月
十
日
（
土
）
朝
食
も
終
へ
好
き
な
煙
草
を
一
服
と
口
に
喰
へ
た
瞬
間
何
処
か
で
非
常
呼
集
と
叫
ん
だ
と
思
つ
た
ら
あ
ち
こ
ち
で
非
常
呼
集
く
と
叫
び
始
め
た
　
流
石
の
古
兵
殿
も
あ
わ
て
た
小
生
も
其
の
一
人
大
急
ぎ
で
支
度
し
て
出
る
と
警
備
出
動
の
状
態
だ
　
背
嚢
軍
服
軍
靴
大
騒
ぎ
二
十
分
に
し
て
漸
く
整
列
す
入
組
品
違
ふ
者
多
数
あ
り
午
後
は
四
時
半
よ
り
夜
間
演
習
山
崎
方
面
に
斥
候
に
来
て
悪
道
路
に
て
苦
戦
す
二
月
十
四
日
（
水
）
午
前
中
も
午
後
も
練
兵
場
に
於
て
戦
斗
各
個
教
練
殊
更
に
身
に
覚
ゆ
　
五
時
よ
り
入
浴
監
視
終
つ
て
帰
る
と
二
年
兵
が
夜
間
演
習
に
整
列
し
て
居
た
の
で
密
か
に
舎
後
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
り
入
り
食
事
を
致
し
て
居
た
時
遂
に
運
な
く
週
番
下
士
に
発
見
さ
る
　
止
む
へ
ず
見
学
す
後
よ
り
出
ず
　
八
時
半
終
る
　
三
時
よ
り
不
寝
番
の
由
に
喰
つ
て
掛
か
り
た
く
な
つ
た
二
月
十
一
日
（
日
）
昨
夜
の
夜
間
演
習
の
為
め
起
床
一
時
間
延
び
る
　
九
時
よ
り
二
五
九
四
年
の
紀
元
節
の
佳
日
を
迎
ふ
　
全
員
営
庭
に
於
て
遙
拝
式
を
行
ふ
　
一
時
よ
り
外
出
　
点
呼
外
出
二
月
十
五
日
（
木
）
中
隊
内
務
検
査
は
都
合
上
取
止
め
　
午
後
一
時
半
よ
り
初
年
兵
の
月
例
身
体
検
査
あ
り
　
五
時
半
よ
り
夜
間
演
習
前
哨
の
動
作
　
真
暗
な
闇
に
乗
じ
て
初
年
兵
に
近
づ
き
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頭
を
二
、
信
す
三
つ
、
驚
く
兵
を
尻
目
に
又
次
の
歩
哨
へ
、
八
時
終
る
　
帰
営
後
Y
に
発
二
月
十
六
日
（
金
）
今
日
の
各
個
（
戦
斗
）
教
練
も
仲
々
億
苦
だ
　
二
年
兵
は
夜
間
演
習
に
五
時
整
列
明
日
の
内
務
検
査
の
準
備
で
、
命
令
録
及
種
々
の
仕
事
多
多
あ
り
消
灯
後
ま
で
多
忙
比
企
君
よ
り
故
郷
の
話
を
伺
い
ま
し
て
廣
雄
君
が
近
々
嫁
を
貰
ふ
由
何
ん
と
な
く
自
分
の
現
在
の
身
を
振
り
返
り
二
月
十
七
日
（
土
）
本
日
の
中
隊
内
務
検
査
午
前
中
は
準
備
午
後
一
時
半
よ
り
実
施
す
、
各
班
被
服
の
検
査
あ
り
当
二
班
は
軍
衣
袴
、
成
績
梢
良
好
　
夕
方
、
外
務
週
番
の
命
に
接
す
　
臆
天
命
な
り
や
　
明
日
の
外
出
に
比
企
君
を
送
り
な
が
ら
と
思
つ
て
い
た
の
は
如
何
せ
ん
哉
　
被
服
手
入
の
為
め
一
時
間
の
延
灯
二
月
十
八
日
（
日
）
日
曜
も
何
ん
の
そ
の
、
洗
面
所
の
残
飯
及
舎
前
後
の
清
潔
、
比
企
君
が
本
日
除
隊
な
の
で
午
前
中
は
酒
保
で
最
後
の
別
れ
か
、
午
前
十
一
時
よ
り
補
充
兵
の
陣
営
具
引
上
げ
や
借
用
品
返
納
、
午
後
一
時
よ
り
泥
掃
除
酒
保
な
ど
へ
行
つ
て
居
る
暇
な
ぞ
更
に
な
し
全
く
初
年
兵
時
代
の
如
く
な
り
　
況
ん
や
洗
濯
な
ど
夕
食
後
酒
保
の
橋
本
君
の
所
へ
初
め
て
遊
び
に
行
く
二
月
十
九
日
（
月
）
起
床
ラ
ッ
パ
デ
起
き
た
、
風
の
大
き
い
の
に
驚
い
た
連
も
く
空
は
真
赤
に
色
取
ら
れ
て
居
た
　
Y
よ
り
殊
の
外
（
意
外
に
も
）
皮
肉
の
書
信
来
る
　
余
り
と
言
へ
ば
く
の
便
り
に
心
無
く
も
最
も
皮
肉
の
便
り
す
る
　
後
で
可
愛
想
だ
と
悔
後
の
念
に
燃
ユ
ル
　
消
灯
後
ハ
特
二
火
災
予
防
二
注
意
シ
ツ
・
巡
察
ス
二
月
二
十
日
（
火
）
初
年
兵
ハ
行
軍
、
今
日
も
陣
営
具
の
員
数
検
査
等
デ
休
ム
　
実
二
班
長
二
対
シ
テ
気
ノ
毒
ト
思
フ
去
リ
ト
テ
外
二
思
案
ナ
シ
　
ニ
線
ノ
入
浴
中
火
事
ト
ノ
報
二
大
急
ギ
デ
中
隊
へ
　
途
中
弾
薬
庫
ノ
警
報
板
ノ
音
が
ガ
非
常
二
早
ク
鳴
リ
ツ
・
ア
ル
ヲ
聞
キ
胸
ヲ
打
タ
ル
　
タ
方
ヨ
リ
初
、
二
年
兵
共
夜
間
演
習
　
夕
食
ノ
食
器
洗
丈
内
務
ヲ
交
代
服
務
、
出
場
シ
ナ
イ
者
ハ
唯
三
人
班
内
ヒ
ツ
ソ
リ
二
月
二
十
一
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
又
休
ミ
、
明
後
日
ノ
R
内
務
検
査
ノ
準
備
ト
シ
テ
倉
庫
ノ
員
数
下
調
及
片
付
ケ
、
練
習
用
具
ノ
品
名
不
明
ノ
為
メ
非
常
二
困
ル
　
日
夕
点
呼
後
延
灯
二
時
間
　
被
服
整
理
仲
々
多
忙
、
昼
間
の
多
忙
、
夜
間
の
多
忙
、
巡
察
ヲ
終
ヘ
テ
下
番
十
二
時
　
今
日
位
体
の
疲
れ
た
日
は
近
頃
初
め
て
だ
　
消
灯
後
ノ
巡
察
二
特
二
気
合
ヲ
掛
ケ
弛
ミ
勝
チ
ナ
ラ
ン
ト
ス
ル
軍
紀
ヲ
敢
然
ト
シ
テ
引
締
メ
タ
二
月
二
十
二
日
（
木
）
昨
夜
余
リ
遅
ク
迄
起
キ
テ
居
タ
故
、
今
日
ハ
何
ン
ト
ナ
ク
眠
ム
イ
　
明
日
ノ
内
務
検
査
準
備
起
床
同
時
寝
台
ヲ
出
シ
溝
深
、
倉
庫
デ
一
日
ヲ
終
ル
　
ニ
時
ヨ
リ
鹿
嶋
川
へ
洗
濯
　
風
ガ
若
干
強
ク
水
殊
ノ
外
冷
シ
、
戦
友
ノ
洗
ヒ
シ
嬬
衿
ヲ
提
ゲ
テ
悠
々
帰
ル
憶
勇
シ
キ
第
二
年
兵
ノ
姿
ヨ
　
ツ
ク
ρ
＼
見
ル
初
年
兵
ノ
忙
シ
サ
　
蓋
シ
真
面
目
ナ
リ
ト
云
へ
　
今
日
モ
延
灯
　
二
時
間
　
近
頃
ノ
延
灯
デ
少
々
床
ガ
悪
シ
ク
ナ
ル
二
月
二
十
三
日
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
内
務
検
査
モ
遂
二
来
タ
十
時
迄
二
準
備
完
了
す
其
の
間
多
忙
R
長
初
め
R
の
幹
部
多
く
来
る
川
勝
少
佐
ニ
シ
ボ
ラ
ル
不
幸
外
務
徽
章
付
ケ
テ
居
ル
故
哉
　
一
時
間
半
に
て
終
る
来
る
く
皆
に
種
々
な
る
事
項
を
問
は
れ
る
　
廊
下
際
の
悲
哀
を
感
ず
　
午
後
は
青
訓
生
　
営
内
一
泊
を
以
て
来
る
　
準
備
の
為
例
の
通
り
休
演
殆
ど
ベ
ン
チ
ャ
ラ
に
て
終
る
　
風
強
く
夜
間
演
習
あ
り
寒
気
強
く
家
ノ
炬
燵
が
思
は
れ
る
　
入
浴
な
し
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一
時
間
又
延
灯
最
後
の
週
番
巡
察
終
　
十
一
時
二
月
二
十
四
日
（
土
）
午
前
中
ハ
又
休
ム
今
週
ハ
殆
ド
休
ン
デ
シ
マ
ツ
タ
　
体
ガ
連
モ
ダ
ル
イ
　
午
後
ハ
久
シ
振
リ
デ
出
演
ス
当
分
見
ナ
カ
ツ
タ
ラ
初
年
兵
達
随
分
上
手
ニ
ナ
ツ
テ
居
タ
　
点
呼
ノ
際
元
気
ガ
ナ
イ
ト
テ
班
長
殿
に
恐
ラ
レ
ル
オ
陰
デ
軍
装
ニ
テ
整
列
ノ
非
常
呼
集
第
二
班
丈
行
バ
レ
ル
　
上
等
兵
ハ
監
視
ト
来
ル
満
点
ダ
　
Y
ヨ
リ
ノ
返
事
来
ル
渡
シ
テ
呉
レ
ル
ノ
モ
待
遠
シ
ク
封
ヲ
切
ル
　
依
然
ト
シ
テ
便
リ
ハ
嬉
シ
ク
況
ヤ
Y
ヨ
リ
ノ
便
リ
ニ
於
テ
オ
ヤ
　
来
ル
土
日
ガ
待
遠
シ
イ
　
何
ン
ト
カ
軍
略
ヲ
以
テ
二
月
二
十
五
日
（
日
）
入
浴
ハ
一
線
ダ
水
不
足
ノ
近
頃
珍
シ
ク
入
浴
ア
リ
午
前
中
ハ
例
ノ
通
リ
使
役
ヲ
取
ツ
テ
青
訓
生
ノ
跡
片
付
ケ
午
後
ハ
寝
台
ノ
上
デ
日
曜
気
分
デ
グ
ー
グ
ー
　
五
時
半
ヨ
リ
誤
薬
〔
娯
楽
〕
会
ヲ
挙
行
ス
　
本
年
度
ノ
初
年
兵
ハ
仲
々
ノ
腕
ダ
誰
一
人
ト
シ
テ
出
来
ナ
イ
者
ハ
ナ
シ
次
カ
ラ
次
ヘ
ト
待
ツ
テ
居
ル
　
吾
々
ノ
如
キ
無
能
者
ハ
一
人
モ
居
ナ
イ
　
去
年
ノ
初
年
兵
時
代
ハ
誤
楽
会
ト
云
フ
ト
汗
ヲ
流
シ
タ
モ
ノ
ダ
　
久
シ
振
リ
デ
消
灯
ト
同
時
二
床
ノ
中
へ
二
月
二
十
⊥
ハ
日
（
月
）
起
床
後
間
も
な
く
大
隊
の
火
災
呼
集
あ
る
　
左
ノ
足
裏
が
非
常
に
い
た
い
　
漸
く
の
事
で
演
習
は
出
る
　
帰
営
後
火
災
呼
集
有
る
と
の
話
早
速
用
意
　
北
風
風
速
五
米
と
の
通
報
か
　
五
時
頃
と
う
く
ら
つ
ぱ
が
鳴
つ
た
　
状
況
第
五
中
隊
兵
舎
よ
り
発
火
足
が
悪
い
の
で
班
内
で
巡
視
窓
よ
り
眺
め
る
と
仲
々
大
々
的
だ
　
今
日
は
入
浴
は
九
時
よ
り
　
点
呼
後
衛
生
法
急
球
〔
救
急
〕
法
ノ
学
科
ア
ル
二
月
二
十
七
日
（
火
）
足
ガ
痛
ム
ノ
デ
休
ム
班
内
ノ
一
日
ハ
殊
ノ
外
長
シ
久
シ
振
リ
ニ
斥
候
ノ
動
作
ヲ
勉
強
ス
　
自
分
ナ
ガ
ラ
感
心
ス
ル
午
後
モ
同
ジ
夜
ハ
来
ル
ベ
キ
随
時
検
閲
ノ
為
メ
器
具
及
ビ
被
服
ノ
支
給
ア
リ
十
一
時
マ
デ
延
灯
　
去
ル
ニ
十
四
日
ヨ
リ
自
分
ノ
過
去
二
於
ケ
ル
雑
食
ノ
費
ヒ
ガ
余
リ
ニ
モ
烈
シ
カ
ツ
タ
ノ
デ
今
後
ハ
成
ル
ベ
ク
酒
保
へ
行
ク
ノ
ヲ
避
ケ
ル
ベ
ク
自
身
デ
誓
ツ
タ
事
ガ
徐
々
二
実
行
サ
レ
ツ
・
ア
ル
ノ
ヲ
感
ジ
テ
心
カ
ラ
誇
ヲ
感
ジ
タ
二
月
二
十
八
日
（
水
）
又
休
ム
午
前
中
ハ
診
断
ヲ
受
ク
、
午
後
ハ
中
隊
内
務
検
査
　
五
時
ヨ
リ
会
食
　
歩
の
中
隊
全
員
の
会
食
を
行
れ
　
幹
部
肉
弾
三
勇
士
の
講
話
ア
リ
　
七
時
半
終
ル
　
本
日
モ
延
灯
二
時
間
検
閲
準
備
ト
シ
テ
今
日
ノ
中
隊
軍
装
検
査
二
於
テ
注
意
サ
レ
タ
点
ヲ
補
修
　
二
時
間
位
ノ
延
灯
デ
ハ
仲
々
ヤ
リ
キ
レ
ナ
イ
ト
言
ツ
テ
ニ
時
間
多
ク
起
キ
テ
居
ル
ト
眠
ム
イ
　
今
夜
ハ
特
別
月
ガ
窓
ヲ
通
シ
テ
吾
等
ノ
床
マ
デ
輝
ラ
シ
テ
居
ル
三
月
一
日
（
木
）
唄
ニ
モ
有
ル
通
リ
花
咲
キ
鳥
鳴
ク
春
ヲ
迎
ヘ
タ
　
今
日
ヨ
リ
本
当
ノ
小
春
日
和
ダ
初
メ
テ
近
頃
演
習
二
出
タ
ラ
教
官
殿
ヨ
リ
今
迄
無
断
デ
休
演
シ
タ
ノ
ヲ
叱
ラ
レ
タ
午
前
中
ハ
射
撃
　
日
本
晴
ノ
本
丸
デ
予
行
演
習
モ
仲
々
味
ナ
モ
ノ
ダ
　
午
後
ハ
戦
斗
各
個
　
夜
間
演
習
ハ
都
合
上
取
止
メ
班
内
ノ
大
掃
除
　
今
夜
モ
十
一
時
迄
延
灯
　
検
閲
準
備
く
デ
段
々
目
ガ
紅
ク
ナ
ル
許
リ
　
モ
ウ
検
閲
ハ
コ
リ
く
ダ
　
況
シ
テ
一
時
ヨ
リ
本
部
不
寝
番
ト
来
テ
ハ
尚
更
ダ
三
月
二
日
（
金
）
起
床
ラ
ツ
パ
デ
漸
ク
名
残
惜
シ
ク
延
灯
二
次
グ
毎
日
デ
ハ
床
離
レ
モ
甚
ダ
悪
シ
　
検
閲
準
備
ト
シ
テ
ノ
軍
装
検
査
　
午
前
中
ハ
準
備
　
馬
生
準
備
完
了
シ
テ
時
ノ
立
ツ
ノ
ヲ
待
ツ
　
十
一
時
特
曹
ヨ
リ
来
週
ノ
内
務
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
何
タ
ル
幸
運
児
ナ
リ
ヤ
オ
陰
デ
軍
装
検
査
ガ
何
ン
ノ
ソ
ノ
　
青
ク
ナ
ツ
テ
汗
ヲ
流
シ
ツ
・
準
備
シ
ツ
・
ア
ル
戦
友
ノ
阿
呆
ラ
シ
サ
　
正
午
ヨ
リ
交
代
折
角
作
リ
上
ゲ
タ
（
心
血
ヲ
以
テ
）
背
嚢
ヲ
涙
デ
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コ
ワ
ス
　
久
シ
振
リ
ノ
飯
上
ゲ
デ
今
夜
カ
ラ
少
シ
ヅ
・
気
合
ヲ
掛
ケ
ヨ
ウ
ノ
掃
除
　
明
日
ノ
起
床
ハ
全
員
五
時
三
月
三
日
（
土
）
朝
起
キ
テ
見
ル
ト
雪
ガ
チ
ラ
く
降
ツ
テ
居
ル
雀
ノ
ミ
嬉
シ
ソ
ウ
ニ
飛
ビ
廻
ッ
テ
居
ル
　
雪
ハ
ダ
ン
く
強
ク
降
リ
随
時
検
閲
ノ
予
行
演
習
ハ
台
無
ダ
　
折
角
ノ
ニ
装
ノ
被
服
モ
一
装
ノ
装
具
モ
目
茶
苦
茶
ダ
　
横
ナ
グ
リ
ニ
吹
ク
風
雪
　
検
閲
ノ
予
行
二
出
ル
者
モ
今
日
ハ
大
変
ダ
　
幸
二
内
務
力
　
午
後
ハ
全
員
大
々
的
二
舎
前
舎
後
ノ
溝
深
三
月
四
日
（
日
）
今
朝
ハ
随
分
モ
ヤ
ガ
大
キ
イ
　
第
三
中
隊
兵
舎
ガ
漸
ク
淡
ク
見
ヘ
ル
位
ダ
　
検
閲
前
ナ
ノ
デ
日
曜
ハ
廃
休
　
午
前
モ
午
後
モ
班
内
ノ
大
掃
除
　
曹
達
ヲ
使
用
シ
テ
断
然
凄
ク
　
週
番
上
等
兵
モ
炊
事
ノ
掃
除
　
全
員
デ
マ
ル
デ
使
役
ノ
様
ダ
　
正
午
ハ
石
鹸
ヲ
使
ツ
テ
食
器
ヲ
　
今
夜
モ
ニ
時
間
延
灯
三
月
五
日
（
月
）
午
前
中
ハ
例
二
依
リ
使
役
同
様
ノ
仕
事
　
炊
事
場
ノ
掃
除
　
専
務
兵
ノ
手
伝
デ
ナ
ツ
パ
ヲ
切
ル
姿
に
て
ほ
う
丁
持
つ
母
の
姿
が
思
ひ
出
さ
れ
る
　
午
後
は
倉
庫
片
付
ケ
三
時
よ
り
中
隊
長
ノ
内
務
巡
視
が
あ
る
の
で
炊
事
へ
退
却
　
消
灯
後
日
記
を
書
き
つ
・
来
る
十
一
日
の
事
が
思
は
れ
若
し
外
出
で
も
出
来
な
か
つ
た
ら
如
何
仕
様
と
思
ひ
つ
・
と
う
く
十
一
時
近
く
だ
　
休
む
と
仕
様
　
床
へ
入
つ
て
も
仲
々
ね
む
れ
な
い
三
月
六
日
（
火
）
今
日
行
ハ
ル
筈
ノ
検
閲
ガ
一
日
延
ビ
テ
明
日
ト
明
後
日
ニ
ナ
ツ
タ
諸
般
ノ
準
備
完
了
班
内
モ
見
違
ヘ
ル
様
ニ
キ
レ
イ
ニ
ナ
ツ
タ
　
天
上
裏
カ
ラ
整
頓
迄
総
テ
ガ
趣
ヲ
異
ニ
シ
テ
居
タ
　
ダ
ガ
中
隊
ガ
巡
視
中
隊
ト
ノ
ミ
思
ツ
テ
居
タ
ノ
ニ
十
一
中
隊
ト
ノ
事
ヲ
聞
イ
テ
若
干
落
胆
シ
タ
　
唯
初
年
兵
ノ
衛
生
教
育
丈
　
午
前
中
ハ
内
務
週
番
ト
シ
テ
炊
事
ノ
掃
除
及
運
搬
車
等
ノ
溝
深
十
時
半
ヨ
リ
中
隊
長
ノ
学
科
ア
リ
　
午
後
ハ
倉
庫
三
月
七
日
（
水
）
軍
装
検
査
ノ
整
列
ガ
早
イ
為
め
全
員
五
時
起
床
　
お
陰
で
飯
上
げ
は
四
時
　
況
し
て
昨
夜
は
寒
気
烈
し
く
仲
々
眠
む
れ
な
か
つ
た
　
う
と
／
＼
し
な
が
ら
炊
事
場
へ
　
全
員
整
列
し
た
後
上
等
兵
殿
御
自
ら
食
器
洗
ひ
か
　
ど
う
か
と
思
ひ
ま
す
が
ね
　
十
時
よ
り
班
内
に
て
も
軍
靴
巻
脚
絆
　
班
内
も
目
茶
苦
茶
　
今
ま
で
掃
除
し
た
の
に
　
五
時
頃
火
災
呼
集
あ
り
　
班
内
居
残
り
三
月
八
日
（
木
）
今
日
も
一
日
班
内
で
暮
ら
す
　
併
し
な
が
ら
腕
の
章
は
だ
て
に
は
や
ら
ぬ
　
検
閲
も
一
段
落
し
　
点
呼
後
の
巡
察
中
初
年
兵
同
志
で
喧
嘩
し
た
と
の
由
　
早
速
力
ま
か
せ
に
二
つ
宛
涙
流
し
て
謝
つ
た
彼
等
を
眺
め
た
時
Y
よ
り
の
便
り
を
思
い
出
し
な
ん
と
な
く
哀
さ
を
■
じ
か
つ
た
三
月
九
日
（
金
）
昨
夜
突
然
明
日
の
陸
軍
記
念
日
に
勝
浦
へ
出
張
の
命
令
が
出
た
の
で
ど
う
に
か
し
て
行
き
た
い
と
思
つ
て
心
を
焦
ら
せ
て
居
た
　
十
時
頃
分
配
現
品
も
同
時
こ
ん
な
忙
し
い
内
務
は
初
め
て
だ
　
と
う
く
週
番
の
為
め
行
け
な
い
　
外
泊
を
楽
し
み
に
班
内
で
初
年
兵
相
手
　
夕
食
と
小
玉
を
多
さ
ん
食
べ
て
口
か
ら
出
そ
う
だ
　
二
年
兵
等
が
居
な
い
と
初
年
兵
も
ず
つ
と
楽
ら
し
い
三
月
十
日
（
土
）
う
つ
ら
く
夢
路
を
辿
っ
て
居
た
時
非
常
呼
集
の
叫
び
に
驚
い
て
飛
び
起
き
た
　
時
計
を
見
る
と
十
五
分
前
だ
「
防
具
を
着
け
て
整
列
」
知
つ
ち
や
あ
い
な
い
よ
内
務
だ
ゆ
つ
く
り
巻
脚
絆
を
付
け
て
煙
草
一
服
し
て
分
配
に
行
く
　
皆
勝
浦
へ
出
張
し
た
跡
な
の
で
静
か
だ
　
内
務
な
の
で
外
出
も
出
来
な
い
　
ゆ
つ
く
り
寝
台
上
で
休
む
　
夕
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方
元
気
で
勝
浦
よ
り
帰
営
す
　
明
日
外
泊
を
楽
し
み
に
胸
が
わ
く
く
三
月
十
一
日
（
日
）
一
途
に
外
泊
く
と
許
り
信
じ
て
居
た
の
に
豊
は
か
ら
ん
や
外
泊
な
ど
ぞ
何
所
か
へ
吹
飛
ん
で
し
ま
つ
た
　
面
白
く
な
い
　
勤
務
が
何
だ
演
習
が
何
だ
　
午
前
中
は
予
行
演
習
用
の
芝
切
り
午
後
は
外
出
と
思
つ
た
が
送
る
寝
台
の
上
で
　
Y
と
も
約
束
の
日
だ
が
返
事
が
来
な
い
　
何
か
ら
何
ま
で
癩
だ
　
今
に
見
う
　
も
う
き
つ
と
く
　
夜
は
ゆ
つ
く
り
三
月
十
二
日
（
月
）
随
時
検
閲
ノ
慰
労
休
暇
　
午
前
中
ハ
射
撃
予
行
演
習
台
ヲ
修
正
　
午
後
ハ
外
出
デ
コ
ツ
ソ
リ
帰
宅
す
　
途
中
雨
降
り
出
し
困
る
　
家
よ
り
Y
と
会
う
余
裕
な
く
早
速
帰
宅
の
準
備
　
遠
慮
し
つ
つ
小
使
を
貰
ふ
の
も
仲
々
む
つ
か
し
い
　
四
時
三
十
分
帰
営
明
日
の
衛
兵
ほ
お
そ
れ
て
居
た
ら
案
の
定
衛
舎
係
さ
う
ん
ざ
り
し
た
　
大
急
ぎ
で
支
度
す
る
　
週
番
下
士
官
の
訓
へ
も
有
り
　
準
備
す
多
忙
　
非
常
呼
集
有
る
ら
し
い
三
月
十
三
日
（
火
）
朝
か
ら
し
と
く
小
雨
が
降
つ
て
居
た
　
春
雨
の
如
く
霧
を
薄
く
ま
い
た
様
だ
　
雨
の
為
め
か
割
合
に
暖
か
い
、
だ
が
手
だ
け
濡
れ
て
冷
い
　
面
会
人
は
少
い
が
唯
一
人
凄
い
奴
が
来
た
　
妹
だ
な
ん
て
あ
や
し
い
物
だ
が
兎
角
衛
兵
も
た
ま
に
は
あ
ん
な
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
が
来
な
く
て
は
淋
し
い
　
一
陽
来
福
だ
　
巡
察
は
余
り
来
な
い
が
十
二
時
頃
ま
で
に
四
回
　
其
の
都
度
見
事
な
応
答
振
り
を
発
揮
す
三
月
十
四
日
（
水
）
昨
日
来
の
雨
も
夜
中
頃
か
ら
止
む
　
温
度
は
七
度
平
均
く
ら
い
　
色
話
や
お
の
ろ
け
に
花
を
咲
か
す
　
四
時
頃
司
令
暇
眠
中
突
然
将
校
集
会
所
が
大
事
だ
と
週
番
司
令
が
云
つ
て
来
た
　
早
速
日
頃
手
練
を
表
は
す
は
此
の
時
許
り
と
臨
機
の
所
置
を
取
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
服
務
終
り
帰
隊
し
た
ら
特
曹
よ
り
表
彰
の
知
ら
せ
あ
り
　
若
干
満
足
す
来
る
十
六
日
行
は
れ
る
大
隊
長
の
査
閲
準
備
で
各
個
教
練
午
後
よ
り
三
月
十
五
日
（
木
）
一
昨
日
衛
兵
勤
務
の
お
陰
で
仲
々
床
離
れ
が
悪
し
　
午
前
中
は
分
隊
教
練
　
Y
よ
り
返
信
来
る
と
思
つ
て
居
た
よ
り
余
り
に
も
冷
淡
だ
あ
つ
さ
り
し
て
居
る
　
落
胆
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
　
返
事
を
書
く
元
気
も
な
し
　
五
時
よ
り
夜
間
演
習
　
暇
〔
仮
？
〕
標
を
持
つ
て
練
兵
場
へ
　
奥
地
の
前
身
で
仲
々
落
ち
込
む
者
あ
り
　
と
う
く
小
生
迄
其
の
一
人
と
な
る
　
こ
の
寒
い
の
に
汗
を
流
す
三
月
十
六
日
（
金
）
初
年
兵
教
育
視
察
の
為
大
隊
長
殿
の
査
閲
あ
り
　
二
年
兵
も
共
に
　
大
体
に
於
て
良
好
な
る
も
未
だ
眼
光
る
力
な
し
と
の
講
評
あ
り
　
日
夕
点
呼
時
班
長
殿
の
食
器
等
の
検
査
あ
り
殊
の
外
に
き
た
な
く
係
の
吾
れ
も
大
分
叱
ら
る
　
如
何
に
吾
れ
が
ズ
ベ
ラ
で
あ
つ
て
も
去
年
は
こ
う
云
ふ
事
は
な
か
つ
た
　
余
り
初
年
兵
が
弛
ん
だ
故
だ
　
食
器
及
馬
穴
を
全
部
投
げ
出
し
て
呆
気
に
取
ら
れ
て
居
る
初
年
兵
達
に
学
科
が
　
消
灯
後
一
時
間
以
上
ガ
タ
く
三
月
十
七
日
（
土
）
午
前
七
時
整
列
す
成
田
方
面
へ
行
軍
　
途
中
連
絡
及
伝
令
の
動
作
往
路
は
住
野
及
七
栄
を
通
過
　
六
粁
行
軍
あ
り
久
し
振
り
に
ア
ゴ
を
出
し
フ
ー
く
し
な
が
ら
行
進
す
近
頃
余
り
歩
か
な
つ
た
為
殊
の
外
に
疲
れ
た
　
併
し
二
年
兵
と
云
ふ
肩
書
が
あ
る
初
年
兵
に
負
け
ら
れ
な
い
唯
意
地
で
つ
い
て
行
つ
た
　
成
田
で
唯
か
一
時
間
の
休
憩
で
は
何
所
へ
も
行
か
れ
な
い
　
帰
路
は
軍
歌
を
唄
い
な
が
ら
疲
れ
を
忘
れ
て
声
張
り
上
げ
て
三
月
十
八
日
（
日
）
66
一ノ瀬俊也
［佐倉連隊の日常生活］・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
昨
夜
の
不
寝
番
も
行
軍
で
疲
れ
た
精
か
仲
々
眠
む
い
今
朝
は
午
前
中
第
三
、
四
習
会
丁
度
一
時
頃
ま
で
掛
つ
た
　
小
春
日
和
の
下
で
予
行
演
習
の
名
で
煙
草
を
喰
む
の
も
悪
く
な
い
　
午
後
は
洗
濯
で
一
杯
　
酒
保
へ
行
く
気
も
な
い
と
云
つ
て
近
頃
外
出
な
ぞ
す
る
気
は
更
に
な
い
　
家
で
残
つ
て
居
る
人
を
考
へ
れ
ば
尚
更
だ
　
汗
を
か
い
て
留
守
中
を
守
つ
て
居
る
母
を
惜
つ
て
　
六
時
か
ら
娯
楽
会
を
挙
行
　
近
頃
の
唄
は
随
分
余
り
に
も
下
品
な
唄
ば
か
り
だ
三
月
十
九
日
（
月
）
午
前
中
は
天
幕
露
営
午
後
は
明
日
の
査
閲
準
備
で
各
個
戦
闘
　
教
官
殿
の
言
葉
は
全
く
活
動
写
真
の
様
だ
　
映
り
変
り
が
非
常
に
早
い
、
午
前
中
で
も
ブ
リ
キ
鉄
〔
鋏
？
〕
を
使
用
す
る
か
ら
と
直
ぐ
持
つ
て
来
い
と
云
つ
た
駆
足
で
運
ん
で
行
く
と
不
用
だ
と
云
ひ
午
後
も
手
榴
弾
を
使
用
す
る
と
云
ひ
一
時
間
も
掛
つ
て
準
備
す
る
と
止
め
た
と
云
ひ
何
を
行
ふ
か
自
分
で
も
分
ら
な
い
な
し
い
、
七
時
よ
り
初
年
兵
は
学
科
試
験
あ
り
　
不
寝
番
で
も
な
い
が
眠
む
い
か
ら
早
く
休
む
う
三
月
二
十
日
（
火
）
各
個
戦
闘
査
閲
の
為
め
起
床
三
〇
分
繰
上
で
最
後
の
不
寝
番
で
巡
察
す
る
と
初
年
兵
が
未
だ
一
時
間
も
前
か
ら
起
き
て
背
嚢
を
作
つ
て
居
る
　
初
年
兵
時
代
は
仲
々
忙
し
い
物
だ
　
午
後
は
飯
盒
炊
き
だ
　
五
時
半
整
列
を
し
夜
行
軍
　
入
浴
が
終
て
か
ら
は
体
が
だ
る
く
て
く
で
も
明
日
は
休
み
だ
確
り
行
か
う
　
夕
方
夜
間
演
習
の
準
備
を
し
て
居
る
と
班
長
殿
が
外
泊
を
も
ら
つ
て
く
れ
た
の
で
大
急
ぎ
で
帰
営
す
三
月
二
十
一
日
（
水
）
昨
夜
友
人
が
遊
び
に
来
た
の
で
十
二
時
過
ぎ
ま
で
話
し
込
ん
で
し
ま
つ
た
　
今
朝
は
久
し
振
り
の
や
は
ら
か
い
布
団
の
上
で
ゆ
つ
く
り
一
時
近
く
ま
で
休
ん
で
し
ま
つ
た
午
前
中
は
父
等
の
墓
参
り
や
M
の
見
舞
の
為
め
和
田
と
病
院
へ
　
帰
宅
の
頃
大
風
の
為
め
電
灯
等
も
消
へ
真
暗
だ
　
九
時
頃
中
隊
へ
達
す
　
家
へ
返
事
を
書
い
て
居
る
時
で
も
三
回
許
り
停
電
す
三
月
二
十
二
日
（
木
）
外
泊
の
際
町
長
や
分
会
長
の
印
は
遅
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
兄
に
頼
ん
で
帰
営
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
た
為
め
特
務
曹
長
よ
り
非
常
に
警
ら
れ
た
　
午
後
四
時
よ
り
明
日
の
払
暁
攻
撃
等
の
準
備
の
為
め
練
兵
場
へ
　
今
夜
の
点
呼
は
七
時
　
二
年
兵
は
点
呼
後
直
ち
に
休
め
と
週
番
下
士
の
命
令
だ
　
班
長
殿
も
頭
が
い
た
い
と
早
く
か
ら
休
む
　
点
呼
後
久
し
振
り
に
酒
保
へ
行
き
黄
味
焼
五
銭
で
満
足
す
三
月
二
十
三
日
（
金
）
未
だ
く
と
思
つ
て
夢
路
を
辿
つ
て
居
る
と
起
床
く
の
声
に
起
さ
れ
た
　
三
時
だ
同
四
十
分
整
列
終
り
昨
日
の
指
示
に
従
つ
て
防
御
陣
地
を
構
築
す
　
寒
さ
は
割
合
に
烈
し
く
大
霜
だ
　
吾
等
は
逆
襲
部
隊
と
な
つ
て
横
合
よ
り
突
込
む
　
起
床
頃
状
況
終
る
　
午
前
中
は
江
原
付
近
に
於
て
陣
中
勤
務
、
仮
設
敵
と
な
り
て
各
歩
哨
線
を
警
〔
驚
？
〕
か
す
午
後
は
二
時
よ
り
来
る
べ
き
検
閲
の
軍
装
検
査
を
行
ふ
種
々
注
意
あ
り
三
月
二
十
四
日
（
土
）
昨
夜
は
二
年
兵
が
十
二
時
半
頃
演
習
か
ら
帰
つ
て
来
て
兵
器
の
手
入
等
を
し
て
居
た
の
で
仲
々
眠
れ
な
か
つ
た
今
朝
は
初
年
兵
は
五
時
半
起
床
で
七
時
か
ら
練
兵
場
で
午
後
は
一
時
半
よ
り
三
時
か
ら
入
浴
　
五
時
半
整
列
に
て
初
、
二
年
兵
共
陣
中
勤
務
の
夜
間
演
習
　
査
閲
間
際
な
の
で
各
中
隊
共
入
乱
れ
て
行
ふ
　
今
日
は
特
別
風
が
大
き
い
　
九
時
半
終
る
　
明
日
は
起
床
一
時
間
延
び
る
　
兵
器
の
手
入
れ
し
て
雑
食
を
喰
い
て
そ
れ
か
ら
ゆ
つ
く
り
休
む
三
月
二
十
五
日
（
日
）
昨
夜
ノ
演
習
デ
今
朝
ハ
起
床
ガ
一
時
間
延
ビ
タ
赤
イ
太
陽
ノ
出
タ
明
イ
朝
ダ
四
方
ノ
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明
ル
ク
ナ
ル
マ
デ
床
ノ
申
二
居
ル
ノ
モ
悪
ク
ナ
イ
　
日
曜
ダ
ト
云
フ
ノ
ニ
午
前
中
ハ
黒
須
少
尉
殿
ノ
上
等
兵
二
対
シ
要
図
ノ
書
キ
方
ノ
学
科
ア
リ
　
オ
陰
デ
午
前
中
二
陣
営
具
ノ
片
付
ケ
　
午
後
外
出
ト
思
フ
テ
居
タ
予
定
ハ
外
レ
外
出
出
来
ズ
　
午
後
倉
庫
ノ
片
付
ケ
戦
友
等
ト
共
二
写
真
ヲ
取
ル
　
タ
食
後
ハ
皆
デ
大
騒
ギ
ヲ
シ
タ
　
皆
愉
快
ダ
　
点
呼
時
嬬
祥
、
物
入
等
ノ
検
査
ア
リ
ビ
ク
く
シ
タ
ゴ一
月
二
十
六
日
（
月
）
午
前
中
ハ
軍
装
検
査
ノ
準
備
午
後
ハ
一
時
ヨ
リ
検
査
　
暖
炉
部
分
品
返
納
ノ
為
メ
遂
二
出
場
出
来
ズ
　
Y
よ
り
美
津
子
の
入
学
出
来
ず
と
の
報
来
る
一
番
楽
し
み
に
し
て
居
る
美
津
子
が
落
ち
た
と
聞
き
自
分
の
事
の
様
に
落
胆
す
　
Y
の
レ
タ
ー
は
総
て
が
近
頃
は
昔
と
違
ふ
　
外
に
？
出
来
た
　
点
呼
後
初
年
兵
の
据
銃
演
習
を
行
ふ
　
四
十
分
間
皆
汗
を
流
ス
況
ン
ヤ
俺
の
戦
友
ハ
一
汐
可
愛
想
だ
つ
た
三
月
二
十
七
日
（
火
）
愈
々
本
日
か
ら
第
一
期
検
閲
だ
午
前
中
は
準
備
の
為
め
多
忙
、
午
後
三
時
整
列
し
て
首
切
坂
に
向
ふ
　
北
風
強
く
衣
の
三
月
と
思
へ
な
い
程
寒
気
割
合
に
寒
し
　
歩
哨
掛
を
命
ぜ
ら
れ
ウ
ン
ザ
リ
す
る
オ
陰
で
大
福
の
包
を
一
つ
余
計
に
失
礼
す
る
　
状
況
を
与
え
ら
れ
大
隊
長
に
注
意
が
　
十
一
時
終
る
　
帰
営
し
て
兵
器
の
手
入
を
終
る
と
既
に
一
時
半
、
戦
友
の
買
つ
た
黄
味
焼
を
食
べ
つ
・
床
へ
三
月
二
十
八
日
（
水
）
昨
夜
の
夜
間
演
習
の
為
め
起
床
二
時
間
延
び
た
　
八
時
起
床
々
と
呼
ば
れ
た
が
余
り
眠
む
い
の
で
遂
々
三
十
分
余
計
に
　
二
年
兵
な
ら
で
は
出
来
な
い
事
だ
　
十
二
時
、
整
列
し
て
練
兵
場
へ
軍
装
検
査
に
　
折
か
ら
特
に
旅
団
〔
長
〕
閣
下
が
御
出
に
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
マ
マ
各
個
教
練
等
で
約
一
時
間
今
日
も
曇
り
に
て
寒
し
　
概
し
て
良
行
の
公
評
に
帰
営
三
月
二
十
九
日
（
木
）
花
の
三
月
と
云
ふ
に
朝
が
冷
た
く
雪
が
降
り
出
し
た
　
十
時
頃
に
は
相
当
な
降
り
だ
一
面
白
く
銀
世
界
と
変
つ
て
了
ま
つ
た
　
今
日
は
衛
兵
は
中
隊
上
番
だ
　
可
愛
想
だ
が
夫
れ
も
勤
務
だ
仕
方
が
な
い
　
正
午
か
ら
殆
ど
全
員
仮
設
敵
で
練
兵
場
へ
　
小
生
一
人
初
年
兵
対
手
に
班
内
で
遊
ぶ
試
験
等
を
し
た
　
四
時
頃
ふ
る
へ
な
が
ら
仮
設
敵
が
帰
つ
て
来
た
　
風
も
交
り
相
当
の
雪
だ
　
夜
も
仮
設
敵
が
出
た
　
何
ん
と
幸
運
よ
、
吾
一
人
は
、
九
中
隊
の
兵
士
が
裸
で
練
兵
場
へ
驚
い
た
ね
三
月
三
十
日
（
金
）
昨
夜
ハ
点
呼
後
中
隊
長
殿
ノ
所
へ
公
用
二
寒
さ
は
強
し
帰
途
ワ
イ
ン
ニ
三
ツ
呑
て
紅
顔
ス
　
今
日
ハ
午
前
中
二
年
兵
ハ
銃
剣
術
吾
々
初
年
兵
係
は
班
内
教
練
、
午
後
ハ
上
ト
兵
ハ
加
瀬
特
務
曹
長
ノ
図
上
戦
術
有
リ
　
第
○
分
隊
前
へ
と
号
令
を
掛
け
な
が
ら
小
さ
い
兵
隊
を
動
し
な
が
ら
戦
闘
ス
　
台
上
ノ
重
、
軽
キ
猛
威
ヲ
振
う
　
友
軍
ノ
兵
バ
タ
く
倒
レ
ル
　
味
方
不
利
　
点
呼
後
手
簿
及
物
入
整
頓
等
ノ
検
査
ア
リ
　
発
煙
筒
及
ク
リ
ー
ム
等
発
見
サ
ル
　
何
タ
ル
事
ダ
有
シ
ク
〔
モ
〕
国
家
の
干
城
タ
ル
軍
人
ガ
ク
リ
ー
ム
を
持
っ
て
居
る
な
ん
て
三
月
三
十
一
日
（
土
）
起
床
同
時
、
軍
装
ニ
シ
テ
分
隊
教
練
を
練
兵
場
に
て
行
ふ
所
々
雪
残
り
霜
柱
二
寸
余
に
及
ビ
手
ガ
切
レ
サ
ウ
デ
ア
ル
　
初
年
兵
が
手
を
真
赤
ニ
シ
ナ
ガ
ラ
早
駆
前
ヘ
デ
泥
ダ
ラ
ケ
ニ
ナ
ル
　
七
時
半
終
ル
　
午
前
中
ハ
勅
諭
ノ
勉
強
午
後
ハ
受
検
中
隊
ヲ
見
学
ス
　
ニ
時
半
ヨ
リ
銃
剣
術
　
二
週
間
以
上
や
ら
な
か
つ
た
故
か
息
切
れ
が
す
る
　
夜
間
九
時
整
列
を
し
東
射
場
に
於
て
夜
間
の
火
点
奪
の
行
フ
　
八
時
終
わ
り
点
呼
の
際
四
十
分
初
年
兵
据
銃
演
習
を
行
ふ
　
六
百
五
十
回
汗
ダ
ラ
く
ダ
　
明
日
カ
ラ
五
時
半
起
床
力
四
月
一
日
（
日
）
今
朝
カ
ラ
五
時
半
起
床
ダ
三
十
分
丈
日
が
延
び
た
其
の
分
休
む
時
間
が
少
く
な
つ
た
68
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午
前
中
は
班
内
教
練
雨
は
し
と
く
と
降
つ
て
居
る
　
明
日
の
検
閲
が
思
は
れ
る
午
後
か
ら
江
原
ヘ
ギ
装
を
作
り
に
初
年
兵
共
と
行
く
　
帰
途
葛
餅
ヲ
十
銭
会
ヒ
デ
食
べ
タ
　
入
営
以
来
四
百
五
十
日
目
で
初
め
て
五
時
半
よ
り
七
時
半
ま
で
二
時
間
据
銃
演
習
を
行
ふ
　
初
年
兵
対
二
年
兵
で
行
つ
た
が
遂
に
二
年
兵
の
負
け
四
月
二
日
（
月
）
愈
々
最
後
ノ
検
閲
日
ダ
　
午
前
中
ハ
軍
装
ヲ
作
リ
十
時
ヨ
リ
軍
装
検
査
十
一
時
四
十
分
整
列
に
て
分
隊
教
練
に
て
筆
者
も
敵
兵
の
一
人
と
し
て
出
場
防
毒
面
ヲ
付
テ
早
駆
前
へ
で
へ
こ
た
れ
て
　
夜
は
夜
間
演
習
も
先
へ
帰
り
班
内
で
一
人
さ
く
ら
音
頭
を
習
い
な
が
ら
皆
を
待
つ
事
一
時
間
半
十
時
帰
る
　
入
浴
を
終
へ
日
誌
を
付
け
な
が
ら
窓
か
ら
映
る
月
影
を
見
な
が
ら
特
に
今
夜
は
月
が
良
い
　
少
時
眠
る
の
を
忘
れ
て
ぼ
ん
や
り
窓
に
す
が
り
な
が
ら
遥
か
故
郷
を
思
ひ
出
す
四
月
五
日
（
木
）
午
前
中
は
射
撃
の
為
め
整
列
と
云
は
れ
整
列
す
れ
ば
取
止
め
と
云
は
れ
何
の
事
な
く
十
時
頃
ま
で
遊
ん
で
了
ま
つ
た
　
十
一
時
よ
り
初
年
兵
の
渡
満
す
る
の
を
見
送
り
一
時
よ
り
大
隊
長
の
訓
辞
あ
り
　
午
後
も
裏
門
ま
で
行
っ
て
射
撃
取
止
め
体
力
検
査
と
変
る
　
全
く
活
動
写
真
の
様
だ
　
明
日
か
ら
軍
旗
祭
の
準
備
の
為
め
多
忙
　
会
ヒ
五
十
銭
い
た
し
伝
票
切
る
四
月
六
日
（
金
）
起
床
頃
雨
が
降
つ
て
居
た
の
で
午
前
中
の
分
列
予
行
演
習
は
取
止
む
　
全
員
軍
旗
祭
準
備
　
公
用
証
を
持
っ
て
装
飾
物
を
求
め
に
行
く
　
午
後
は
二
年
兵
は
銃
剣
術
尤
も
一
時
間
位
で
終
り
装
飾
に
係
る
　
一
日
中
装
飾
の
為
め
多
忙
　
八
時
頃
R
命
令
に
依
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
り
進
級
を
知
る
さ
ぞ
Y
も
喜
ぶ
事
で
あ
ら
う
　
併
し
唯
ボ
ラ
レ
ル
為
位
な
も
の
だ
四
月
三
日
（
火
）
昨
夜
の
夜
間
演
習
の
為
め
起
床
一
時
間
延
び
た
　
八
時
半
よ
り
初
年
兵
の
体
力
検
査
を
実
施
す
　
十
時
半
よ
り
飯
生
方
面
に
遊
び
に
行
く
　
行
軍
を
行
ひ
着
い
て
か
ら
見
晴
し
の
よ
い
神
社
境
内
に
於
て
会
食
を
行
い
酒
等
が
出
る
　
会
費
十
銭
は
割
安
　
会
食
後
来
る
べ
き
軍
旗
祭
の
予
行
と
し
て
娯
楽
会
を
挙
行
踊
り
や
唄
で
四
時
間
を
費
し
た
　
地
方
人
も
多
さ
ん
見
物
に
来
た
四
月
七
日
（
土
）
午
前
中
ハ
明
日
ノ
軍
旗
祭
分
列
ノ
予
行
演
習
ヲ
行
ひ
正
午
近
く
ま
で
か
・
る
　
午
後
は
営
庭
に
於
て
踊
り
の
稽
古
を
行
ひ
見
物
に
行
く
　
夕
食
後
班
内
で
甲
班
ノ
会
食
を
行
ひ
各
人
種
々
ナ
唄
を
唄
ひ
合
ふ
　
班
長
殿
が
レ
コ
ー
ド
や
ラ
ヂ
ヲ
を
持
っ
て
来
て
聞
せ
て
呉
れ
た
　
仲
々
面
白
い
　
点
呼
は
R
講
堂
に
於
て
矢
張
り
予
行
が
有
り
為
め
に
お
く
る
九
時
三
十
分
四
月
四
日
（
水
）
今
日
ハ
三
月
四
日
ノ
代
日
休
暇
ダ
　
午
前
中
ハ
班
内
ノ
清
潔
整
頓
　
十
一
時
頃
初
年
兵
と
共
に
班
長
と
写
真
を
写
す
　
午
後
は
金
も
な
い
の
で
近
頃
は
不
景
気
に
な
つ
て
了
ま
つ
た
　
Y
で
も
少
し
送
つ
て
呉
れ
た
な
ら
大
助
り
だ
け
れ
ど
戦
友
の
リ
ー
ベ
の
話
が
思
ひ
出
さ
れ
る
　
余
り
に
も
薄
情
だ
　
少
し
は
自
分
の
事
よ
り
俺
の
事
で
も
考
へ
て
貰
い
た
い
　
併
し
唯
自
分
丈
コ
ボ
シ
テ
も
鳥
も
拾
は
な
い
四
月
八
日
（
日
）
第
二
十
九
回
軍
旗
祭
を
迎
へ
た
此
の
日
天
気
雲
一
つ
な
く
絶
好
ノ
日
和
　
一
週
間
近
く
も
係
っ
て
装
飾
シ
タ
班
内
も
舎
前
も
営
庭
も
今
日
は
一
殿
と
美
を
増
し
て
居
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
十
時
よ
り
分
列
式
を
始
む
　
此
の
日
特
に
第
三
代
連
隊
長
た
り
し
現
陸
相
林
閣
下
及
師
、
旅
団
長
閣
下
も
御
出
に
な
る
　
午
後
は
一
時
よ
り
営
庭
に
於
て
種
々
余
興
あ
り
見
物
人
も
大
勢
、
母
も
孫
を
伴
れ
て
Y
も
思
ひ
が
け
ず
遊
び
に
来
た
　
夕
食
後
全
員
で
特
に
踊
り
に
気
合
を
掛
け
る
　
五
時
近
く
ま
で
騒
だ
69
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四
月
九
日
（
月
）
昨
夜
の
飲
み
過
ぎ
か
今
朝
は
頭
が
い
た
い
　
加
へ
て
今
朝
か
ら
の
外
泊
者
が
三
時
か
ら
ガ
タ
く
騒
い
で
居
た
の
で
仲
々
眠
む
れ
な
か
っ
た
　
起
床
ラ
ッ
パ
は
知
っ
て
居
た
が
遂
に
起
き
な
か
っ
た
　
七
時
半
特
務
曹
長
に
呼
ば
れ
て
事
務
室
に
於
て
ヒ
カ
ガ
ミ
を
延
ば
さ
れ
て
コ
ン
く
と
注
意
あ
り
　
お
陰
で
十
時
よ
り
日
曜
だ
と
云
ふ
の
に
練
兵
場
に
於
て
昨
日
ハ
酒
な
り
し
が
演
習
を
行
ふ
　
一
時
よ
り
使
役
　
二
時
半
よ
り
寝
台
上
　
今
日
も
又
終
へ
た
四
月
十
日
（
火
）
今
日
も
休
み
ほ
と
ん
ど
外
泊
の
為
め
ひ
つ
そ
り
と
し
て
居
る
　
お
陰
で
明
後
日
入
隊
す
る
召
集
兵
の
準
備
に
全
員
午
後
は
香
取
郡
の
青
訓
が
一
泊
の
予
定
を
以
て
来
隊
す
Y
よ
り
音
信
来
る
　
外
泊
を
待
つ
と
の
事
　
何
と
な
く
一
刻
も
早
く
行
き
た
い
　
何
ん
な
風
に
し
て
迎
へ
て
呉
れ
る
か
　
又
嬉
ん
で
く
れ
る
か
　
次
か
ら
く
へ
と
種
々
の
空
想
に
ふ
け
り
な
が
ら
昔
を
思
ふ
　
其
の
日
其
の
夜
総
て
が
現
実
と
な
つ
て
現
は
れ
る
を
何
ん
な
に
か
待
つ
て
居
る
事
で
せ
う
四
月
十
一
日
（
水
）
午
前
中
は
射
撃
午
後
も
同
じ
　
併
し
明
日
入
隊
の
召
集
兵
入
隊
準
備
の
為
め
午
後
は
休
む
　
五
時
よ
り
夜
間
演
習
八
時
終
わ
る
　
噂
に
よ
る
と
外
泊
が
無
さ
そ
う
だ
　
何
う
か
と
思
ふ
　
折
角
待
っ
て
居
て
く
れ
る
Y
に
対
し
臆
何
と
か
し
て
行
き
た
い
物
だ
事
に
依
る
と
富
士
へ
で
も
野
営
に
行
く
か
も
知
れ
な
い
由
　
夜
は
二
時
間
延
灯
　
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
を
か
ら
し
て
初
年
兵
を
警
り
な
が
ら
準
備
す
　
何
し
ろ
戦
時
演
習
の
予
定
四
月
十
二
日
（
木
）
来
る
べ
き
歩
校
連
合
演
習
の
為
め
予
備
役
召
集
兵
集
ま
る
　
一
日
中
銃
剣
術
五
時
半
よ
り
夜
間
演
習
あ
り
　
毎
日
の
夜
間
演
習
で
困
る
　
明
日
外
泊
の
予
定
の
所
十
時
頃
に
な
つ
て
野
営
出
張
の
命
さ
　
あ
い
た
口
も
ふ
さ
が
ら
な
い
　
折
角
Y
と
共
に
楽
し
い
一
夜
を
過
さ
う
と
思
つ
て
居
た
の
に
　
併
し
特
曹
の
ビ
ー
ル
の
御
馳
走
で
遂
に
承
知
ス
ル
　
床
に
入
っ
て
も
仲
々
ね
む
れ
な
い
　
何
時
と
な
く
Y
の
こ
と
を
思
い
出
し
た四
月
十
三
日
（
金
）
朝
か
ら
寒
さ
が
身
に
し
み
る
　
桜
の
花
が
咲
く
と
云
ふ
に
冬
の
様
だ
　
午
後
に
特
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
り
明
日
よ
り
の
野
営
の
軍
装
検
査
及
編
正
あ
り
　
四
中
隊
の
一
員
と
な
る
　
雨
の
中
で
一
時
間
半
も
立
て
さ
せ
ら
れ
る
　
四
時
頃
か
ら
初
年
兵
た
ち
が
嬉
び
な
が
ら
一
期
外
泊
で
帰
郷
す
　
若
し
野
営
へ
行
か
な
か
つ
た
ら
俺
だ
っ
て
今
ご
ろ
は
二
装
被
服
で
Y
の
所
へ
飛
に
飛
ん
で
行
っ
た
物
を
　
明
日
は
起
床
が
早
い
の
で
準
備
完
了
後
直
ち
に
休
む
　
仲
々
思
い
出
し
て
眠
む
れ
な
い
　
尤
も
く
く
四
月
十
四
日
（
土
）
五
時
半
整
列
に
て
連
隊
を
後
に
し
て
七
時
半
出
発
す
　
途
中
昨
日
の
雨
の
為
め
道
悪
く
加
へ
て
晴
天
の
為
め
汗
を
流
す
　
二
時
よ
り
瓦
斯
演
習
　
四
時
終
わ
る
　
初
め
て
の
日
直
下
士
官
の
為
特
に
多
忙
　
酒
保
に
行
く
暇
な
ど
更
に
な
し
　
夕
食
が
ガ
ン
ダ
の
為
め
腹
は
特
に
空
く
グ
ー
く
　
種
々
の
仕
事
の
為
め
十
一
時
ま
で
事
務
室
に
て
多
忙
　
三
日
月
の
月
光
淡
く
舎
窓
よ
り
吾
等
の
枕
許
ま
で
輝
き
唯
戦
友
の
静
か
に
夢
路
を
辿
る
ヒ
ビ
キ
の
み
耳
を
打
つ
四
月
十
五
日
（
日
）
廠
営
の
起
床
は
五
時
、
七
時
整
列
に
て
千
葉
歩
兵
学
校
に
向
ふ
　
学
校
に
於
て
更
に
演
習
大
隊
の
編
成
あ
り
　
第
一
小
隊
の
第
一
分
隊
と
は
何
ん
た
る
事
だ
　
二
時
よ
り
対
戦
車
、
夜
間
作
業
等
あ
り
　
六
時
疲
れ
た
足
を
引
ず
り
な
が
ら
漸
く
に
し
て
帰
舎
す
　
歯
が
悪
い
為
め
公
用
に
て
治
療
に
行
く
　
消
灯
後
事
務
室
に
於
て
編
成
表
を
書
い
て
居
る
　
遂
に
十
一
時
頃
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
フ0
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四
月
十
六
日
（
月
）
食
事
が
早
く
上
る
為
め
二
時
頃
よ
り
起
さ
れ
て
し
ま
っ
た
　
午
前
中
は
幸
に
も
雨
の
降
っ
て
居
た
為
め
班
内
に
於
て
防
毒
面
の
装
奪
を
学
校
幹
部
の
立
合
で
練
習
す
　
十
時
頃
よ
り
小
降
り
と
な
つ
た
為
め
新
戦
法
を
行
ふ
　
午
後
は
雨
の
中
で
遭
遇
戦
　
千
代
田
が
岡
で
現
役
は
仮
設
敵
と
な
る
　
雨
の
為
め
防
雨
外
套
初
め
衣
服
が
泥
だ
ら
け
お
陰
で
予
備
さ
ん
機
嫌
悪
し
四
月
十
七
日
（
火
）
昨
日
の
雨
も
か
ら
り
と
晴
れ
て
雲
一
つ
な
き
上
天
気
　
例
に
よ
り
広
い
原
に
て
汗
だ
く
く
と
な
る
　
五
時
よ
り
夜
間
演
習
あ
り
　
萱
橋
方
面
ま
で
前
進
く
　
風
冷
し
顔
を
打
ち
足
先
が
切
れ
そ
う
だ
　
九
時
半
頃
終
る
　
明
朝
は
非
常
呼
集
が
あ
る
か
ら
と
云
ふ
の
で
兵
器
の
手
入
れ
も
そ
こ
く
で
休
む
　
近
頃
は
妙
に
Y
の
事
が
思
ひ
出
さ
れ
る
　
何
う
し
た
事
だ
ら
う
　
少
し
の
暇
が
あ
れ
ば
Y
の
事
許
り
四
月
十
八
日
（
水
）
Y
の
身
に
思
ひ
を
廻
せ
楽
し
き
夢
路
を
辿
つ
て
居
る
と
非
常
呼
集
く
の
声
に
飛
び
起
き
た
　
殆
ど
外
の
者
は
起
き
て
居
る
　
三
時
早
速
支
度
し
て
舎
前
に
昨
夜
と
同
じ
く
萱
橋
方
面
の
敵
陣
地
に
対
し
て
払
暁
攻
撃
の
準
備
　
広
い
野
原
も
真
暗
　
サ
ク
く
霜
柱
を
ふ
み
つ
・
前
進
す
　
四
月
半
ば
と
云
ふ
の
に
二
寸
以
上
の
霜
柱
、
芝
の
上
は
一
面
に
真
白
な
霜
　
八
時
終
る
　
三
時
ま
で
休
む
四
月
十
九
日
（
木
）
愈
々
中
隊
ノ
準
備
訓
練
ヲ
終
リ
今
日
ハ
大
隊
教
練
ダ
起
床
四
時
シ
テ
五
時
半
整
列
ニ
テ
花
嶋
台
マ
デ
行
キ
七
時
状
況
開
始
ス
大
日
山
ヲ
超
へ
萱
橋
近
ク
マ
デ
行
キ
終
ハ
ル
午
後
ハ
三
時
マ
デ
体
ミ
夜
間
演
習
に
ナ
ル
　
八
時
始
ル
　
歩
校
近
ク
マ
デ
行
キ
同
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
ク
大
日
山
付
近
二
於
テ
壕
を
掘
リ
待
機
ス
　
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
ノ
光
リ
重
キ
軽
機
ノ
火
花
物
凄
シ
　
九
時
半
終
ル
　
相
当
腹
ガ
空
い
て
居
た
　
明
日
は
起
床
が
一
時
間
延
び
る
　
成
る
べ
く
早
く
切
り
上
げ
て
休
む
な
く
変
な
考
が
起
き
る
二
人
が
一
ツ
床
の
中
で
休
む
の
で
な
ん
と
四
月
二
十
日
（
金
）
今
日
は
撤
廠
準
備
　
七
時
半
ヨ
リ
長
沢
少
佐
ノ
注
意
事
項
ア
リ
　
正
午
中
隊
ノ
特
兵
ガ
下
志
津
へ
演
習
に
来
た
と
云
っ
て
立
寄
る
　
戦
友
が
一
番
先
へ
飛
び
込
ん
で
来
て
御
苦
労
様
と
云
は
れ
る
と
悪
い
気
持
は
し
な
い
　
気
合
を
掛
け
様
と
思
っ
て
居
た
心
も
何
時
か
溶
け
る
　
午
後
は
兵
器
検
査
等
で
多
忙
　
七
時
よ
り
本
部
前
に
活
動
写
真
あ
り
　
お
陰
で
今
日
の
用
便
外
出
も
取
止
め
残
念
ナ
リ
　
下
志
津
最
後
の
晩
な
の
で
十
分
気
合
を
掛
け
る
四
月
二
十
一
日
（
土
）
屋
根
打
ツ
雨
ノ
音
二
目
ヲ
醒
シ
タ
　
折
角
ノ
首
出
も
雨
デ
ハ
ガ
ツ
カ
リ
シ
テ
シ
マ
ツ
タ
　
九
時
撤
廠
準
備
完
了
シ
テ
雨
の
下
志
津
原
を
通
ツ
テ
歩
校
二
向
ヒ
五
時
マ
デ
休
憩
七
時
五
十
分
発
ノ
列
車
ニ
テ
一
路
春
雨
シ
ブ
ル
故
郷
ヲ
後
二
裾
野
二
向
フ
途
中
所
々
に
て
万
歳
ノ
声
ヲ
聞
ク
　
渡
満
ト
間
違
レ
タ
レ
苦
笑
ス
　
田
端
駅
ニ
テ
ニ
テ
ニ
時
間
停
車
　
但
シ
途
中
下
車
ノ
予
定
ハ
見
事
裏
切
ラ
レ
貨
物
列
車
ノ
引
込
線
ニ
テ
下
車
ド
コ
ロ
カ
石
岩
等
ト
一
緒
ダ
四
月
二
十
二
日
（
日
）
一
晩
中
ヒ
タ
走
リ
夜
明
ケ
薄
ク
右
手
二
処
女
ノ
如
ク
真
白
ナ
姿
ヲ
現
シ
タ
富
士
山
丈
ガ
嬉
ン
デ
吾
等
ヲ
迎
ヘ
テ
呉
レ
タ
　
板
妻
廠
舎
二
着
キ
早
々
カ
メ
ラ
ニ
収
マ
ル
四
周
皆
山
　
下
志
津
等
で
は
見
ラ
レ
ヌ
風
景
ダ
　
実
二
良
ク
箱
根
山
ヲ
舎
窓
ヨ
リ
眺
メ
ル
心
持
良
シ
　
午
後
ハ
五
時
デ
寝
ル
　
タ
方
冷
気
若
干
身
こ
し
み
薄
モ
ヤ
ニ
包
ま
れ
た
富
士
箱
根
連
峰
の
姿
実
二
芳
シ
　
消
灯
後
一
人
舎
外
二
出
で
遙
か
箱
根
山
を
眺
め
な
が
ら
思
い
に
沈
む
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四
月
二
十
三
日
（
月
）
此
の
演
習
中
最
も
烈
し
い
遭
遇
戦
の
実
施
の
日
だ
　
八
時
半
整
列
に
て
行
軍
二
里
半
十
二
時
状
況
開
始
の
ラ
ッ
パ
の
音
と
共
に
前
進
す
　
谷
、
山
又
山
谷
幾
多
の
難
関
ヲ
排
シ
テ
前
進
ス
ル
事
三
時
間
　
小
隊
長
ノ
伝
令
ト
シ
テ
途
中
一
時
瓦
斯
襲
来
、
火
を
吹
く
新
兵
器
　
見
学
人
も
何
百
人
と
来
て
居
た
　
全
員
顔
が
塩
だ
ら
け
だ
　
帰
廠
は
六
時
疲
れ
た
　
足
を
引
ず
り
な
が
ら
漸
く
着
く
　
夕
食
半
食
空
腹
　
大
急
ぎ
で
酒
保
へ
　
満
員
の
盛
況
驚
く
四
月
二
十
四
日
（
火
）
七
時
頃
よ
り
ぽ
つ
く
雨
が
降
り
始
め
た
　
今
夜
の
終
夜
演
習
が
思
は
れ
る
　
十
一
時
整
列
す
る
と
本
部
よ
り
別
命
有
る
ま
で
ま
て
と
来
た
　
皆
大
喜
び
其
の
侭
舎
内
で
グ
ー
く
一
時
頃
に
な
つ
て
取
止
め
の
報
来
る
　
雨
益
々
強
し
二
時
よ
り
兵
器
検
査
あ
り
　
五
時
頃
よ
り
娯
楽
会
あ
り
　
予
備
兵
が
大
い
に
唄
ふ
　
仲
で
も
仲
々
笑
せ
る
者
が
多
い
　
全
員
腹
の
皮
を
い
た
く
す
る
涙
が
出
る
様
だ
　
七
時
頃
ま
で
次
へ
く
と
或
は
追
分
安
来
節
流
行
歌
何
ん
で
も
ご
ざ
れ
だ
四
月
二
十
五
日
（
水
）
十
一
時
整
列
に
て
昨
日
行
ふ
筈
で
あ
つ
た
が
雨
の
為
め
延
び
た
終
夜
演
習
だ
　
防
毒
衣
ヲ
背
ノ
〔
嚢
〕
二
付
ケ
汗
ダ
ク
く
デ
目
的
地
二
向
フ
　
一
時
頃
ヨ
リ
横
ニ
ナ
ツ
タ
侭
、
瓦
斯
兵
ニ
ナ
ツ
タ
事
ヲ
嬉
ン
ダ
　
散
兵
ハ
壕
ヲ
掘
ツ
タ
リ
前
進
シ
タ
リ
ス
ル
吾
等
ハ
後
方
デ
グ
ー
く
　
八
時
頃
ヨ
リ
前
進
十
一
時
頃
ヨ
リ
前
方
へ
瓦
斯
斥
候
二
立
ツ
　
寒
気
烈
シ
ク
手
モ
足
モ
切
レ
ソ
ウ
　
体
ヲ
ガ
タ
く
サ
セ
ナ
ガ
ラ
廻
ッ
タ
駆
足
デ
回
ツ
テ
歩
ク
ソ
レ
デ
モ
寒
イ
　
睡
眠
ナ
ゾ
出
来
ル
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
四
月
二
十
六
日
（
木
）
寒
ク
テ
ガ
タ
く
シ
ナ
ガ
ラ
夜
明
ケ
ヲ
待
ツ
タ
　
箱
根
山
ノ
傍
ラ
ガ
薄
々
明
ク
ナ
ツ
タ
時
ハ
漸
ク
ス
ク
ハ
レ
タ
様
ダ
　
愈
々
払
暁
戦
ダ
敵
ノ
鉄
条
網
ハ
幾
重
ニ
モ
く
廻
ラ
シ
テ
居
タ
友
軍
ノ
戦
車
ガ
物
凄
ク
音
ヲ
立
テ
ナ
ガ
ラ
目
茶
く
ニ
シ
テ
歩
ク
　
其
ノ
跡
ヲ
吾
々
ガ
進
ン
デ
行
ク
　
或
者
ハ
傷
キ
或
者
ハ
戦
死
ス
　
悲
惨
ナ
リ
　
九
時
終
ル
　
材
料
ヲ
返
納
シ
テ
カ
ラ
帰
舎
二
付
ク
　
ニ
里
ノ
山
道
デ
ヘ
ト
く
　
早
速
入
浴
、
夕
方
マ
デ
グ
ー
く
　
夜
ハ
今
夜
ガ
最
後
ナ
ノ
デ
特
二
袋
ヲ
軽
ク
シ
タ
　
頭
イ
タ
シ
四
月
二
十
七
日
（
金
）
今
夜
も
終
夜
演
習
だ
併
し
此
れ
が
最
後
だ
午
前
中
撤
廠
準
備
完
了
し
十
一
時
半
よ
り
所
定
の
地
に
向
ふ
　
三
時
状
況
開
始
八
時
頃
よ
り
外
套
を
着
用
す
そ
れ
で
も
寒
い
先
日
の
晩
よ
り
烈
し
い
山
谷
幾
つ
も
く
越
へ
敵
の
重
火
器
の
中
を
前
進
し
て
山
の
中
腹
に
付
し
足
の
先
が
い
た
い
　
霜
柱
が
ザ
ク
く
し
て
居
る
　
富
士
山
上
よ
り
吹
き
下
す
風
は
連
も
つ
め
た
い
　
十
二
時
頃
の
寒
さ
と
云
つ
た
ら
話
に
も
出
来
な
い
五
月
だ
と
云
ふ
の
に
　
今
夜
は
月
が
あ
る
の
で
闇
の
中
に
富
士
山
が
ぼ
ん
や
り
姿
を
現
し
て
居
る
四
月
二
十
八
日
（
土
）
山
よ
り
吹
き
下
し
の
風
を
一
身
に
受
け
て
寒
さ
に
ふ
る
へ
な
が
ら
眠
る
事
も
出
来
ず
箱
根
山
が
白
く
な
る
ま
で
　
箱
根
山
が
薄
く
明
く
な
つ
た
時
の
嬉
び
　
如
何
許
り
や
八
時
頃
で
今
度
の
研
究
演
習
も
最
後
な
の
だ
　
今
日
限
り
で
板
妻
廠
舎
と
も
お
別
れ
だ
左
様
な
ら
　
正
午
ま
で
種
々
な
取
片
づ
け
　
御
殿
場
に
て
大
休
止
　
大
い
に
気
合
を
掛
け
る
　
外
出
す
貴
重
品
袋
を
見
る
と
涙
が
出
る
　
残
金
十
銭
也
　
十
時
〇
八
分
発
車
　
グ
ツ
ト
バ
イ
四
月
二
十
九
日
（
日
）
一
晩
中
汽
車
の
中
に
て
騒
ぎ
な
が
ら
目
を
真
赤
に
し
て
東
京
を
経
て
四
時
、
佐
倉
駅
に
着
い
た
　
練
兵
場
の
草
も
だ
い
ぶ
青
く
な
つ
て
居
た
　
久
し
振
り
に
戦
友
と
共
に
雑
食
を
、
正
午
か
ら
剣
術
と
は
恐
れ
入
つ
て
了
ま
つ
た
　
二
時
よ
り
外
出
　
今
年
は
未
だ
三
回
目
　
大
い
に
気
合
を
掛
け
七
時
半
頃
振
ら
れ
て
（
降
ら
れ
て
）
帰
る
　
顔
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が
何
時
ま
で
も
赤
か
つ
た
返
事
あ
り
　
余
り
に
も
あ
つ
け
な
し
悲
歎
四
月
三
十
日
（
月
）
靖
国
神
社
大
祭
デ
休
ミ
　
八
時
ヨ
リ
銃
剣
術
競
技
会
ヲ
行
フ
　
天
気
の
具
合
か
其
れ
と
も
対
手
が
余
り
に
も
弱
す
ぎ
た
為
め
か
偶
然
に
も
賞
状
が
舞
ひ
込
ん
で
来
た
　
併
し
実
際
の
腕
よ
り
も
若
干
？
の
お
陰
だ
ら
う
　
十
一
時
よ
り
成
田
山
へ
　
明
日
と
四
日
の
試
合
の
武
運
長
久
を
祈
る
た
め
全
員
で
お
詣
り
に
行
く
　
参
詣
後
例
に
依
り
二
円
三
十
銭
の
残
金
ヲ
キ
レ
イ
ニ
彼
氏
等
の
許
へ
　
六
時
半
、
ユ
デ
ダ
コ
ノ
如
キ
格
好
デ
ヨ
ロ
く
シ
ナ
ガ
ラ
帰
ル
　
点
呼
早
シ
直
二
寝
ム
五
月
四
日
（
金
）
待
ち
に
待
つ
た
る
競
技
会
過
去
一
年
間
鍛
へ
に
鍛
へ
た
腕
を
発
揮
す
る
の
は
今
日
だ
八
時
ラ
ツ
パ
一
声
開
始
サ
ル
「
確
リ
ヤ
レ
」
と
励
し
な
が
ら
見
送
ル
　
午
前
中
ハ
成
績
良
好
十
一
時
頃
ヨ
リ
苦
戦
筆
者
万
全
ノ
カ
ヲ
出
し
た
が
恨
を
の
ん
で
唯
つ
た
一
本
何
の
顔
あ
つ
て
幹
部
に
会
は
れ
様
か
と
う
く
僅
少
の
差
を
以
て
敗
れ
た
三
時
よ
り
特
曹
に
願
つ
て
外
泊
を
許
可
さ
る
　
週
番
交
代
を
待
つ
て
一
飛
び
に
故
郷
へ
帰
る
　
電
車
も
今
日
は
遅
し
五
月
一
日
（
火
）
大
隊
競
技
会
の
為
め
起
床
早
し
昨
日
ノ
飲
ミ
過
キ
ノ
為
め
頭
ガ
イ
タ
イ
　
此
レ
デ
ハ
勝
テ
ソ
ウ
モ
ナ
シ
力
戦
奮
闘
タ
ツ
タ
四
本
ト
ハ
情
ナ
イ
　
何
ン
ナ
顔
あ
つ
て
山
口
軍
曹
殿
二
会
ヘ
ヨ
ウ
カ
　
総
点
ナ
於
テ
ニ
年
兵
ノ
ミ
タ
ツ
タ
一
本
ノ
差
デ
負
ケ
タ
　
併
シ
未
ダ
下
士
官
ガ
残
ツ
テ
居
ル
　
動
員
演
習
の
話
デ
午
後
ハ
ブ
ラ
く
班
内
二
残
ル
営
庭
ハ
既
二
石
灰
二
依
リ
テ
ラ
イ
ン
ハ
引
カ
レ
所
々
二
立
札
ハ
立
テ
ラ
レ
物
々
シ
イ
五
月
二
日
（
水
）
警
備
演
習
第
一
日
　
七
時
整
列
し
て
各
所
属
部
隊
へ
分
遣
せ
ら
れ
た
　
俺
は
三
大
隊
ノ
キ
カ
ン
銃
へ
配
属
せ
ら
れ
て
戦
地
へ
行
く
段
取
と
な
つ
た
　
中
隊
も
殆
ど
戦
時
の
様
な
忙
し
さ
　
将
校
達
も
今
日
は
軍
刀
を
持
つ
て
本
当
に
動
員
が
下
付
さ
れ
た
様
だ
五
月
三
日
（
木
）
召
集
兵
が
除
隊
の
為
め
四
時
頃
よ
り
ガ
タ
く
さ
わ
い
で
眠
む
れ
な
い
　
と
う
く
五
時
頃
起
床
し
て
し
ま
つ
た
　
今
日
は
戦
時
防
空
演
習
待
機
の
姿
で
居
る
と
八
時
命
令
下
る
　
そ
れ
と
許
り
に
出
場
　
川
崎
第
一
日
予
行
警
備
の
為
め
俺
以
下
四
名
軍
装
を
整
へ
て
営
庭
に
整
列
　
種
々
の
品
を
配
及
さ
れ
て
十
二
時
近
く
終
る
　
Y
よ
り
の
五
月
五
日
（
土
）
不
図
目
を
醒
し
た
ら
五
時
少
し
過
ぎ
今
一
眠
り
と
遂
に
九
時
頃
ま
で
五
月
六
日
（
日
）
二
泊
の
外
泊
も
終
へ
て
帰
宅
だ
Y
と
最
後
を
別
れ
て
成
田
に
詣
で
Y
の
厄
を
払
ひ
帰
営
す
　
早
速
軍
装
を
整
へ
本
夜
の
終
夜
演
習
の
準
備
に
多
忙
　
十
時
半
出
発
に
て
習
志
野
に
向
ふ
　
途
中
の
民
家
は
殆
ど
眠
て
了
ま
つ
た
　
志
津
あ
た
り
よ
り
道
を
間
違
へ
て
大
失
敗
す
五
月
七
日
（
月
）
フ
ラ
く
と
し
な
が
ら
行
軍
を
続
け
大
和
田
辺
で
は
薄
明
く
な
つ
た
　
家
々
の
窓
よ
り
煙
が
出
始
め
た
高
津
よ
り
一
線
に
出
で
中
隊
教
練
を
行
ふ
モ
ヤ
深
し
　
フ
ウ
く
ス
ル
→
時
よ
り
射
撃
開
始
　
特
別
射
手
の
一
人
と
し
て
射
撃
を
行
へ
ど
弾
は
い
や
が
つ
て
何
処
か
へ
飛
ん
で
了
ま
つ
た
　
二
十
発
分
射
つ
て
一
発
も
当
ら
な
い
ど
う
か
し
て
居
る
　
第
一
夜
を
星
を
眺
め
な
が
ら
五
月
八
日
（
火
）
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起
床
ラ
ツ
パ
で
漸
く
目
を
醒
し
た
　
今
日
も
広
い
原
で
終
日
演
習
　
六
時
よ
り
夜
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
演
習
も
実
施
す
　
風
少
し
強
く
出
　
寒
気
を
考
む
る
　
Y
よ
り
久
し
振
り
に
レ
タ
ー
来
る
　
何
時
と
も
違
つ
て
細
々
と
書
い
て
あ
る
　
可
愛
想
だ
　
若
し
家
に
で
も
居
た
な
ら
十
分
可
愛
が
っ
て
や
れ
る
も
の
を
　
偶
々
外
泊
に
行
け
ば
小
使
を
せ
ぶ
る
し
併
し
身
軍
籍
に
有
る
以
上
今
少
し
の
が
ま
ん
だ
辛
抱
し
て
く
れ
と
祈
る
五
月
九
日
（
水
）
朝
か
ら
大
し
た
風
だ
　
独
特
の
習
志
野
の
風
だ
　
砂
塵
ヲ
巻
つ
て
注
も
凄
い
　
八
時
よ
り
戦
闘
教
練
中
隊
長
以
下
真
黒
に
な
つ
て
早
駆
前
へ
　
何
回
と
な
く
繰
返
す
　
二
宮
の
三
山
に
て
昼
食
す
　
午
後
も
同
じ
　
顔
中
ホ
コ
リ
だ
ら
け
ま
る
で
人
間
離
れ
だ
六
時
よ
り
明
日
の
非
常
呼
集
の
準
備
の
為
め
原
に
於
て
入
浴
後
の
顔
を
再
び
真
暗
五
月
十
日
（
木
）
二
時
十
分
非
常
呼
集
く
の
叫
び
に
飛
起
き
た
　
真
暗
だ
仮
設
敵
と
し
て
行
つ
た
ら
又
攻
撃
部
隊
の
一
員
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
　
七
時
頃
ま
で
　
午
前
中
は
兵
器
被
服
の
手
入
　
撤
廠
準
備
　
午
後
は
対
戦
車
新
戦
法
　
午
後
四
時
よ
り
先
発
隊
と
な
り
ト
ラ
ツ
ク
に
て
長
沢
池
に
向
ふ
　
ト
ラ
ツ
ク
と
は
悪
く
な
い
　
十
時
頃
ま
で
夜
間
演
習
次
に
天
幕
露
営
　
暴
発
し
て
特
曹
よ
り
叱
ら
れ
る
五
月
十
一
日
（
金
）
朝
食
ノ
分
配
等
で
遂
に
一
時
過
ぎ
て
了
ま
つ
た
　
せ
ま
苦
し
い
天
幕
の
中
で
込
み
く
し
な
が
ら
夜
明
近
く
ま
で
過
し
た
　
其
の
間
水
の
様
な
竹
の
子
汁
で
空
腹
を
満
た
し
て
満
足
す
る
　
四
時
よ
り
状
況
開
始
　
払
暁
戦
を
行
ふ
　
朝
食
後
帰
営
の
途
に
着
く
　
十
時
帰
営
す
　
兵
器
被
服
ノ
手
入
後
四
時
近
く
ま
で
体
も
今
日
は
馬
鹿
に
体
が
重
い
　
夕
食
が
待
遠
し
い
　
夕
食
後
点
呼
は
七
時
半
　
愈
々
本
日
夏
補
絆
、
夏
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
袴
が
支
給
さ
れ
た
　
除
隊
も
微
々
近
く
な
つ
た
跡
六
十
八
日
目
か
五
月
十
二
日
（
土
）
午
前
中
ハ
兵
器
検
査
及
被
服
検
査
準
備
正
午
ヨ
リ
週
番
下
士
官
初
め
て
の
為
め
諸
注
意
ア
リ
　
勤
務
多
忙
中
隊
長
ノ
前
デ
堅
ク
ナ
ツ
テ
半
日
ヲ
過
ス
　
今
日
ノ
午
後
ハ
長
し
　
夜
ハ
種
々
ノ
用
事
デ
多
忙
　
消
灯
後
モ
班
内
巡
視
等
デ
仲
々
忙
し
い
　
こ
ん
な
商
売
ハ
も
う
多
サ
ン
ダ
　
午
前
二
時
か
ら
巡
察
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
　
ガ
ツ
カ
リ
ス
ル
　
早
ク
休
ム
事
二
仕
様
五
月
十
三
日
（
日
）
朝
か
ら
雨
だ
折
角
の
日
曜
も
週
番
で
外
出
出
来
ず
が
つ
か
り
し
て
居
る
所
な
の
で
幸
だ
ゆ
つ
く
り
仕
様
と
思
ひ
な
が
ら
も
遂
に
勤
務
と
あ
れ
ば
眠
る
理
由
に
も
行
か
な
い
午
前
中
は
各
班
共
大
掃
除
を
行
は
せ
正
午
よ
り
外
出
を
許
可
す
喜
び
勇
ん
で
雨
の
中
を
外
出
す
る
野
郎
共
其
の
顔
が
い
や
に
に
く
ら
し
い
　
午
後
は
金
十
銭
を
奮
発
し
て
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
を
食
い
た
い
　
夜
は
若
干
明
日
の
準
備
で
多
忙
　
巡
察
等
で
又
今
夜
も
十
一
時
五
月
十
四
日
（
月
）
暇
だ
と
思
ひ
の
外
七
時
頃
か
ら
目
の
回
る
様
な
忙
し
さ
　
衛
兵
も
遅
れ
て
文
句
を
言
は
れ
帰
つ
て
来
る
と
眼
鏡
が
湯
気
を
出
し
な
が
ら
角
を
立
て
・
居
る
危
な
く
て
近
よ
ら
れ
な
い
　
朝
食
も
午
前
九
時
半
だ
腹
が
グ
ー
く
　
午
後
も
同
じ
明
日
は
大
隊
内
務
検
査
だ
種
々
の
書
類
の
整
理
等
で
鰯
の
様
な
目
付
を
し
な
が
ら
十
二
時
ま
で
事
務
室
だ
　
何
ん
と
言
つ
て
も
眼
鏡
が
居
る
の
で
眠
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
　
憶
週
番
は
辛
い
　
又
明
日
は
文
句
を
言
わ
れ
る
か
五
月
十
五
日
（
火
）
起
床
時
間
繰
上
げ
で
四
時
半
　
早
速
寝
台
を
全
部
室
外
へ
出
し
て
大
掃
除
午
前
中
に
完
了
　
午
後
は
一
時
よ
り
大
隊
内
務
検
査
　
ビ
ク
く
し
な
が
ら
ウ
ロ
く
し
て
居
た
　
併
し
大
し
た
質
間
も
な
く
終
つ
た
　
種
々
な
注
意
に
基
き
又
最
後
ノ
連
隊
内
務
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検
査
ノ
準
備
に
係
る
　
消
灯
後
今
日
の
注
意
に
基
キ
勤
務
録
等
の
整
理
二
余
念
ナ
シ
五
月
十
六
日
（
水
）
今
日
も
一
日
中
準
備
午
前
中
は
兵
器
庫
の
使
役
で
殆
ど
午
後
も
本
部
と
使
役
く
の
会
報
許
り
　
延
灯
を
二
時
間
其
れ
で
も
満
足
と
云
へ
な
い
　
十
一
時
頃
か
ら
事
務
室
等
の
清
潔
終
つ
た
の
が
十
二
時
だ
　
先
づ
一
服
と
煙
草
を
口
に
し
て
う
つ
と
り
と
し
な
が
ら
思
い
を
故
郷
に
走
ら
せ
Y
の
顔
を
浮
べ
た
　
憶
今
頃
は
ど
う
し
て
居
る
か
し
ら
き
つ
と
楽
し
い
夢
路
を
辿
つ
て
居
る
事
で
あ
ら
う
　
神
よ
彼
を
待
つ
Y
に
幸
を
宿
ら
せ
給
へ
　
煙
草
が
消
ユ
ル
ノ
モ
忘
レ
テ
只
管
…
？
時
頃
　
部
下
分
隊
の
兵
が
服
装
が
悪
い
と
て
中
隊
長
に
い
た
く
叱
ら
れ
た
　
ダ
レ
ダ
加
へ
て
十
一
時
よ
り
の
命
課
布
達
式
の
整
列
も
遅
れ
た
の
で
カ
ン
く
　
上
ト
兵
以
上
事
務
室
へ
集
合
し
て
油
を
絞
ラ
ル
　
今
日
は
仏
滅
か
悪
日
だ
五
月
二
十
日
（
日
）
午
前
中
は
班
内
の
清
潔
も
九
時
頃
終
了
　
此
ん
な
日
に
は
面
会
人
で
も
来
れ
ば
良
い
午
後
は
外
出
の
予
定
の
所
貴
重
品
袋
を
見
た
ら
涙
が
出
る
　
外
出
も
取
止
め
た
　
一
人
で
寝
台
の
上
で
満
足
し
た
　
伝
票
を
切
ら
う
か
切
る
ま
い
か
　
思
案
だ
　
明
日
は
射
撃
で
起
床
が
早
い
か
ら
休
む
と
仕
様
五
月
十
七
日
（
木
）
三
度
起
さ
れ
て
や
つ
と
の
事
で
床
を
離
れ
た
　
全
く
眠
む
い
　
夜
は
遅
い
し
朝
は
早
い
し
　
如
何
に
せ
ん
　
勤
務
■
ノ
吾
最
善
を
尽
さ
ん
と
内
心
ビ
ク
く
し
な
が
ら
八
時
半
頃
ま
で
準
備
完
了
　
十
時
よ
り
開
始
R
幹
部
始
め
来
り
キ
ヨ
ロ
く
し
な
が
ら
歩
き
回
つ
て
居
る
　
「
君
子
危
き
に
近
よ
ら
ず
」
同
感
　
事
務
室
等
へ
は
入
れ
な
い
廊
下
に
ウ
ロ
く
し
な
が
ら
時
計
の
針
は
進
む
　
午
後
は
射
撃
五
月
二
十
一
日
（
月
）
五
時
起
床
に
て
射
撃
　
依
然
と
し
て
振
は
な
い
　
発
射
弾
五
　
総
点
二
点
と
は
情
け
な
い
　
去
年
の
成
績
は
何
所
へ
や
ら
　
午
後
は
娯
楽
所
に
於
て
R
長
の
講
評
あ
り
唯
員
数
と
し
て
行
き
約
一
時
間
半
ノ
講
評
中
グ
ー
グ
ー
寝
て
許
り
　
何
ん
の
話
を
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
た
か
少
し
も
分
ら
な
い
　
夕
方
も
射
撃
　
兎
角
R
特
射
ま
で
は
射
撃
で
又
シ
ボ
ラ
レ
ル
　
中
ら
な
い
　
確
り
や
ら
う
五
月
十
八
日
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
昨
夜
は
週
番
交
代
し
て
消
灯
と
同
時
に
休
む
　
久
し
振
り
で
の
早
く
休
む
　
午
前
中
は
射
撃
事
務
室
に
て
特
曹
よ
り
六
十
日
目
に
除
隊
と
聞
き
な
ん
と
喜
し
か
つ
た
事
よ
　
こ
れ
で
漸
く
安
心
し
た
　
跡
五
十
九
日
で
可
愛
い
Y
と
も
共
に
日
々
暮
ら
せ
る
か
　
今
度
は
非
常
呼
集
が
あ
る
と
云
ふ
噂
で
ビ
ク
く
　
六
時
半
か
ら
夜
間
演
習
十
時
頃
か
へ
る
　
入
浴
後
皆
の
準
備
し
て
休
む
　
何
ん
と
な
く
今
日
は
嬉
し
い
五
月
十
九
日
（
土
）
タ
ッ
タ
タ
タ
ー
突
然
静
か
な
夜
を
破
っ
て
嘲
販
の
声
、
ハ
ッ
ト
思
っ
て
全
員
に
起
床
号
令
　
其
後
は
目
の
回
る
様
な
忙
し
さ
　
整
列
し
て
営
庭
に
行
っ
て
軍
装
検
査
が
四
五
月
二
十
二
日
（
火
）
今
日
も
三
十
分
繰
上
げ
射
撃
瓦
斯
ノ
助
手
に
な
つ
た
の
で
演
習
に
出
た
　
午
前
中
は
学
科
で
居
眠
り
許
り
　
午
後
は
瓦
斯
消
毒
班
長
で
あ
の
防
毒
衣
を
着
て
フ
ー
く
し
な
が
ら
消
毒
　
夜
は
明
日
大
隊
長
の
巡
視
が
あ
る
の
で
］
時
間
延
灯
し
て
準
備
す
五
月
二
十
三
日
（
水
）
午
前
中
は
瓦
斯
演
習
　
十
時
頃
余
り
眠
む
い
の
で
先
へ
失
敬
し
て
班
内
で
休
与
、
午
後
は
軍
装
検
査
準
備
な
れ
ど
今
日
の
忙
し
さ
近
頃
珍
し
い
食
料
運
搬
車
ノ
検
査
　
防
火
用
馬
穴
ノ
返
納
　
梱
包
材
料
ノ
至
急
　
練
習
用
具
の
梱
包
用
意
明
日
の
材
料
日
夕
点
呼
迄
一
服
の
暇
な
し
　
商
売
繁
盛
　
入
浴
の
暇
も
な
く
消
灯
後
も
幹
候
の
班
で
は
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準
備
　
明
日
は
終
夜
演
習
な
の
で
早
く
休
み
た
い
と
思
ひ
な
が
ら
遂
に
十
一
時
迄
に
な
つ
て
来
た
五
月
二
十
四
日
（
木
）
午
前
中
は
休
与
の
予
定
の
所
曹
長
ノ
使
役
及
ビ
準
備
で
仲
々
寝
台
上
に
横
〔
た
〕
は
る
暇
な
ど
更
に
な
し
　
午
後
一
時
整
列
に
て
下
志
津
に
向
ふ
、
佐
倉
街
道
ヲ
大
和
田
に
向
け
前
進
　
日
は
か
ら
く
と
照
り
つ
け
滝
の
如
く
流
れ
る
　
時
正
に
三
時
一
天
俄
か
に
曇
り
雨
篠
ヲ
ツ
・
民
家
二
入
リ
休
憩
　
一
時
間
不
幸
に
し
て
休
む
　
雨
に
濡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
れ
た
下
志
津
原
頭
に
於
て
遭
遇
戦
に
　
白
暮
攻
撃
に
夜
間
演
習
に
演
習
に
寒
さ
に
ふ
る
へ
な
が
ら
時
計
の
針
を
進
め
る
五
月
二
十
五
日
（
金
）
時
計
の
針
は
思
う
侭
に
進
ま
ず
　
夜
明
け
は
長
い
　
斥
候
の
壊
〔
壕
？
〕
ノ
中
で
夜
明
け
を
待
つ
　
東
天
白
く
な
り
愈
々
最
後
の
払
暁
攻
撃
に
■
ル
　
敵
陣
地
ヲ
突
破
し
て
七
時
終
了
　
三
時
ま
で
休
与
の
後
又
夜
間
演
習
に
変
る
　
此
度
ノ
検
閲
が
夜
間
演
習
な
の
で
夜
間
演
習
の
準
備
許
り
　
九
時
よ
り
将
校
酒
保
に
於
て
予
定
以
外
の
赤
字
が
　
冷
ヤ
く
し
な
が
ら
遂
々
一
杯
二
杯
金
時
の
様
な
顔
に
な
つ
て
満
足
し
な
い
五
月
二
十
⊥
ハ
日
（
土
）
昨
夜
ノ
夜
間
演
習
の
為
め
起
床
一
時
間
半
延
び
た
り
　
併
し
久
し
振
り
の
板
の
上
な
の
で
背
中
が
い
た
く
て
仲
々
良
く
眠
む
れ
な
い
　
午
前
中
は
班
内
休
与
、
午
後
は
又
夜
間
演
習
の
準
備
　
四
時
よ
り
実
施
　
何
し
ろ
今
度
の
検
閲
の
着
眼
点
が
瓦
斯
消
毒
と
来
て
居
る
か
ら
任
務
は
重
い
　
消
毒
班
長
ト
ナ
リ
あ
の
防
毒
衣
を
着
用
し
て
フ
ー
く
し
な
が
ら
消
毒
嬬
衿
が
濡
れ
て
体
ヒ
ヤ
く
と
さ
わ
る
冷
さ
身
に
沁
む
五
月
二
十
七
日
（
日
）
あ
ん
な
に
遅
く
ま
で
あ
つ
た
の
に
今
朝
は
起
床
は
延
び
な
い
、
尤
も
戦
闘
射
撃
だ
か
ら
止
む
を
得
な
い
　
午
前
中
一
粁
射
撃
　
一
発
ノ
薬
英
ノ
為
め
一
時
間
も
全
員
で
這
ひ
な
が
ら
探
し
始
め
た
　
漸
く
さ
が
し
て
帰
れ
ば
中
隊
長
ノ
学
科
　
分
隊
長
以
上
米
を
掲
き
な
が
ら
事
務
室
で
↓
時
間
半
　
今
夜
も
夜
間
演
習
　
何
ん
と
夜
間
演
習
の
繁
盛
す
る
事
よ
　
Y
の
こ
と
で
も
思
ひ
な
が
ら
休
む
く
五
月
二
十
八
日
（
月
）
起
床
は
七
時
明
る
く
な
る
ま
で
寝
て
居
る
も
の
悪
く
な
い
　
大
急
ぎ
で
朝
食
を
済
ま
し
友
軍
探
索
部
隊
と
し
て
執
務
に
付
く
　
第
二
中
隊
検
閲
に
付
小
生
一
人
で
一
中
隊
長
と
し
て
初
め
て
中
隊
長
と
し
て
出
場
す
　
大
隊
長
が
第
一
中
隊
長
と
呼
ば
れ
た
時
ハ
イ
と
云
ひ
な
が
ら
手
を
上
で
九
時
半
ま
で
掛
か
る
　
途
中
名
月
を
眺
め
な
が
ら
そ
ぞ
ろ
故
郷
を
思
ひ
な
が
ら
五
月
二
十
九
日
（
火
）
二
時
で
す
く
と
呼
ば
れ
て
や
つ
と
目
を
覚
ま
し
た
　
何
ら
勤
務
と
は
云
ひ
な
が
ら
辛
い
ね
　
真
暗
だ
　
皆
は
良
い
気
持
で
寝
て
居
る
の
に
俺
一
人
は
　
八
時
］
時
終
り
又
休
み
な
し
で
早
速
次
の
中
隊
長
と
し
て
出
場
　
大
日
山
付
近
に
於
て
旗
を
立
て
た
侭
一
眠
り
と
思
っ
た
ら
目
が
さ
め
な
い
既
に
状
況
終
り
が
帰
舎
し
た
ら
未
だ
皆
朝
か
ら
昼
食
も
食
べ
な
い
で
寝
て
居
る
　
が
つ
か
り
五
月
三
十
日
（
水
）
愈
々
本
日
受
検
だ
　
今
ま
で
毎
夜
の
如
く
眠
る
目
も
眠
ず
に
ボ
ラ
れ
て
通
し
た
総
決
算
日
だ
　
午
前
中
は
準
備
　
午
後
は
一
時
整
列
に
て
受
検
場
に
向
ふ
　
例
に
依
り
消
毒
班
長
だ
　
瓦
斯
地
帯
の
消
毒
防
毒
面
も
覆
は
ず
消
毒
し
て
怒
ら
れ
る
　
班
長
大
に
活
動
　
通
路
五
本
ヲ
作
っ
て
任
務
を
尽
す
　
嬬
衿
ま
で
び
つ
し
よ
り
　
十
一
時
終
わ
り
入
浴
を
す
ま
し
た
ら
十
二
時
過
ぎ
五
月
三
十
一
日
（
木
）
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昨
夜
あ
ん
な
に
遅
く
な
つ
た
の
に
一
時
間
の
起
床
延
び
で
は
や
り
切
れ
な
い
、
そ
こ
へ
持
つ
て
来
て
八
時
撤
廠
と
は
何
ん
と
忙
し
い
事
よ
、
八
時
ま
で
の
忙
し
さ
　
今
日
は
入
営
以
来
初
め
て
の
徴
発
の
為
め
部
隊
出
発
後
三
時
間
も
昼
寝
　
二
時
の
汽
車
に
て
帰
営
　
官
費
だ
か
ら
満
点
だ
　
明
日
は
Y
が
面
会
に
来
る
と
の
報
に
衛
兵
も
蹴
と
ば
し
て
只
管
明
日
を
待
つ
　
早
く
今
夜
が
明
け
れ
ば
良
い
　
除
隊
も
近
く
な
る
面
会
も
来
る
　
幸
福
な
る
日
よ
六
月
一
日
（
金
）
午
前
中
は
兵
器
及
被
服
の
手
入
及
ビ
］
日
中
陣
営
具
練
習
用
具
ノ
手
入
　
Y
ガ
午
後
面
会
二
来
ル
ト
ノ
報
二
十
一
時
頃
ヨ
リ
仕
事
ガ
手
二
付
カ
ヌ
　
十
一
時
半
昼
食
刺
臥
ガ
鳴
ツ
テ
モ
遂
二
来
ナ
イ
　
何
ウ
シ
タ
ロ
ウ
　
一
時
、
未
ダ
来
ヌ
、
窓
カ
ラ
何
度
見
テ
モ
駄
目
、
二
時
頃
衛
兵
ガ
一
人
大
隊
へ
向
ツ
テ
来
タ
嬉
ビ
ヤ
如
何
、
大
急
ギ
デ
服
ヲ
下
シ
テ
待
ツ
テ
居
タ
ラ
他
中
隊
へ
行
ッ
テ
仕
マ
ッ
タ
　
臆
又
裏
切
ラ
レ
タ
残
念
ナ
リ
　
思
切
レ
六
月
二
日
（
土
）
今
日
モ
一
日
班
内
掃
除
、
唯
四
人
デ
清
潔
デ
ワ
捗
ラ
ナ
イ
　
ソ
レ
ニ
加
ヘ
テ
四
日
二
行
バ
レ
ル
R
軍
装
検
査
ノ
為
メ
新
品
被
服
ガ
種
々
支
給
サ
レ
仲
々
忙
シ
イ
　
陣
営
具
ノ
修
理
、
何
回
ト
ナ
ク
工
場
へ
　
教
育
用
消
耗
品
事
務
用
消
耗
品
ノ
請
求
、
班
内
ノ
清
潔
所
力
、
自
分
ノ
事
許
リ
デ
モ
ヤ
リ
キ
レ
ナ
イ
　
明
日
ハ
衛
丘
ハ
ナ
ノ
デ
初
メ
テ
ナ
ル
ガ
万
全
ヲ
期
ス
ベ
ク
服
務
計
画
等
デ
消
灯
後
約
二
時
間
モ
頭
ヲ
ヒ
ネ
リ
く
六
月
三
日
（
日
）
若
干
不
安
二
駆
ラ
レ
ナ
ガ
ラ
モ
表
面
丈
ハ
楽
観
ヲ
見
セ
ツ
・
服
務
ス
　
今
日
ハ
日
曜
デ
ア
ツ
タ
為
面
会
人
ワ
ン
サ
く
ト
押
シ
ヨ
セ
タ
リ
　
仲
デ
モ
近
々
渡
満
ス
ベ
キ
第
九
中
隊
二
入
隊
シ
居
ル
可
愛
イ
孫
ト
或
ハ
己
ガ
一
人
息
子
ヘ
ト
親
兄
弟
揃
ツ
テ
来
リ
面
会
所
ニ
テ
涙
ヲ
流
シ
又
ハ
強
テ
笑
テ
ス
ル
者
ア
リ
　
此
レ
真
ノ
骨
肉
ヲ
分
ケ
タ
愛
情
ト
云
へ
様
　
夜
十
二
時
頃
ヨ
リ
雨
］
際
強
ク
降
リ
始
メ
停
電
二
時
間
ホ
ト
く
困
ル
何
ン
ト
運
ナ
キ
我
カ
ナ
六
月
四
日
（
月
）
眠
ム
イ
目
ヲ
コ
ス
リ
乍
ラ
漸
ク
東
天
白
ミ
カ
カ
ル
一
晩
中
空
想
二
許
リ
フ
ケ
ッ
タ
精
力
頭
ガ
少
々
変
ニ
ナ
ツ
タ
　
異
状
ナ
ク
申
送
ッ
テ
一
安
心
、
大
急
ギ
兵
器
ノ
手
入
モ
ソ
コく
毛
布
ノ
中
へ
　
午
後
ハ
学
科
後
陣
営
具
練
習
用
具
ノ
手
入
及
溝
漂
、
何
シ
　
　
　
　
（
1
1
）
ロ
特
命
検
閲
ガ
迫
ッ
タ
ノ
デ
ポ
ヤ
く
シ
テ
居
ラ
レ
ナ
イ
　
消
灯
後
マ
デ
忙
シ
イ
併
シ
跡
四
十
五
日
力
　
悪
ク
ナ
イ
　
毎
日
忙
シ
ク
テ
モ
六
月
五
日
（
火
）
今
日
モ
特
検
準
備
班
内
ノ
清
潔
整
頓
午
後
ハ
一
時
半
ヨ
リ
中
隊
長
ノ
内
務
巡
視
食
卓
及
受
持
掃
除
区
域
迄
、
舎
後
塵
箱
カ
ラ
何
ン
ト
吸
殻
入
等
多
サ
ン
出
タ
　
驚
イ
テ
了
マ
ツ
タ
　
何
ン
ボ
員
数
ガ
余
ッ
タ
ト
テ
捨
テ
ナ
ク
ト
モ
良
サ
ソ
ウ
ナ
物
ダ
、
学
科
デ
ハ
命
令
ノ
下
達
ガ
悪
イ
ト
テ
理
由
書
ヲ
書
ケ
ノ
処
罰
ダ
ト
叱
ラ
レ
ル
　
今
日
モ
終
ヘ
タ
　
段
々
迫
ル
故
郷
二
錦
ヲ
飾
ル
日
モ
　
併
シ
考
ヘ
テ
見
ル
ト
長
イ
様
デ
短
イ
物
ダ
ツ
タ
　
早
ヤ
一
年
半
近
ク
ニ
ナ
ル
　
窓
カ
ラ
外
ヲ
眺
ム
レ
バ
遙
力
角
来
ノ
町
モ
静
二
夜
ノ
ト
バ
リ
ニ
闇
ノ
中
二
眠
ッ
テ
イ
ル
六
月
六
日
（
水
）
午
前
中
ハ
軍
装
検
査
ノ
準
備
、
併
シ
内
務
巡
視
ガ
有
ル
ト
云
フ
噂
ナ
ノ
デ
諸
規
定
ノ
履
行
デ
忙
シ
イ
　
午
後
ハ
ニ
時
ヨ
リ
軍
装
検
査
　
今
日
ハ
中
隊
カ
ラ
モ
儀
杖
衛
兵
ガ
出
タ
リ
中
隊
長
以
下
兵
二
到
ル
マ
デ
皆
全
員
ガ
一
致
協
力
、
受
検
ノ
為
メ
ニ
適
進
シ
ツ
・
ア
ル
　
点
呼
後
モ
矢
張
リ
多
忙
消
灯
嘲
販
モ
近
頃
ハ
床
ノ
中
デ
聞
イ
タ
事
ガ
ナ
イ
　
今
夜
モ
種
々
ノ
準
備
ヲ
終
ヘ
タ
ラ
十
一
時
ダ
　
況
ン
ヤ
非
常
呼
集
ノ
話
モ
有
ル
一
刻
モ
早
ク
休
ン
デ
明
日
ハ
万
全
ヲ
期
ソ
ウ
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六
月
七
日
（
木
）
毎
日
く
一
日
中
朝
カ
ラ
晩
マ
デ
班
内
ノ
大
掃
除
、
舎
前
舎
後
の
溝
漂
倉
庫
ノ
掃
除
等
仲
々
の
多
忙
で
あ
つ
た
が
愈
々
今
日
受
検
だ
　
午
前
四
時
起
床
、
六
時
整
列
に
て
練
兵
場
に
向
ふ
　
特
命
検
閲
使
陸
軍
部
内
切
ツ
テ
ノ
頭
脳
家
阿
部
閣
下
ヲ
迎
ヘ
タ
一
時
間
半
に
て
終
ル
　
午
後
ハ
班
内
休
与
、
中
隊
ハ
内
務
巡
視
ノ
予
定
ノ
所
何
モ
ナ
カ
ツ
タ
　
何
ン
ト
ア
ツ
ケ
ナ
イ
　
六
時
半
頃
入
浴
中
突
然
非
常
呼
集
だ
　
入
浴
中
其
ノ
侭
大
急
ギ
　
ア
ハ
テ
ル
ナ
六
月
入
日
（
金
）
明
日
ハ
第
一
師
団
ノ
諸
兵
連
合
演
習
ノ
為
メ
午
前
中
カ
ラ
準
備
今
夜
ハ
砲
兵
隊
ガ
宿
泊
ス
ル
為
メ
寝
台
ノ
借
用
食
器
ノ
支
給
等
デ
目
ガ
回
ル
　
午
後
三
時
カ
ラ
大
隊
ノ
軍
装
検
査
、
タ
ハ
六
時
半
点
呼
七
時
消
灯
六
月
九
日
（
土
）
午
前
二
時
三
十
分
起
床
　
諸
般
ノ
準
備
ヲ
完
了
シ
テ
営
庭
二
整
列
シ
テ
R
長
自
ラ
陣
頭
二
立
チ
出
発
ス
午
前
九
時
状
況
開
始
、
吾
ガ
三
小
隊
ハ
右
翼
隊
ト
ナ
リ
本
隊
ト
別
レ
八
里
ノ
道
ヲ
下
志
津
（
成
田
ヨ
リ
）
二
向
フ
　
八
粁
以
上
ダ
ニ
本
松
二
着
イ
タ
時
ハ
三
十
九
人
ダ
ツ
タ
小
隊
ガ
十
六
人
　
大
日
山
デ
ハ
八
人
　
柏
井
デ
ハ
一
〇
八
名
ダ
ツ
タ
中
隊
力
二
十
八
名
如
何
二
苦
シ
カ
ツ
タ
カ
ヲ
表
ス
　
吾
ガ
分
隊
ハ
長
一
人
丈
ナ
ノ
デ
軽
機
ノ
長
ト
ナ
リ
自
ラ
銃
ヲ
カ
ツ
イ
デ
一
里
、
未
ダ
く
と
思
イ
ナ
ガ
ラ
モ
身
二
応
ヘ
ル
背
敵
ヲ
受
ク
　
五
時
半
終
ル
　
十
日
着
営
　
昼
食
も
食
べ
ず
六
時
半
ま
で
ぐ
つ
す
り
予
行
演
習
に
出
な
い
と
て
寝
台
共
返
サ
レ
ル
六
月
十
一
日
（
月
）
代
日
休
暇
ダ
午
前
中
ハ
寝
台
ノ
返
納
陣
営
具
ノ
整
理
　
午
後
ハ
何
ン
ノ
事
ナ
ク
日
ハ
暮
レ
タ
　
今
日
モ
終
ッ
タ
　
明
日
ハ
小
隊
長
ト
シ
テ
出
演
力
六
月
十
二
日
（
火
）
歩
砲
飛
合
同
演
習
二
参
加
ス
　
一
昨
日
、
特
命
検
閲
デ
シ
ボ
ラ
レ
タ
許
リ
ダ
ニ
又
下
志
津
行
ト
ハ
情
ケ
ナ
イ
　
併
シ
今
日
ノ
程
度
ガ
上
ツ
テ
小
隊
長
ト
シ
テ
指
揮
ヲ
取
ル
ノ
ダ
若
干
興
奮
セ
ズ
ニ
ハ
居
ラ
レ
ナ
イ
　
汗
流
シ
テ
下
志
津
へ
　
小
隊
長
戦
闘
間
居
眠
り
を
し
て
大
隊
本
部
よ
り
二
〇
〇
M
も
遅
レ
テ
シ
マ
ツ
タ
　
併
シ
何
ラ
シ
ボ
ラ
レ
テ
モ
先
ガ
見
ヘ
ル
、
今
日
モ
又
終
ヘ
タ
モ
同
ジ
六
月
十
三
日
（
水
）
急
二
他
行
外
出
ガ
許
可
セ
ラ
レ
朝
食
後
帰
省
ス
家
人
モ
喜
ブ
　
Y
ノ
家
へ
行
ツ
タ
ラ
母
ガ
用
事
ア
リ
ト
テ
船
橋
マ
デ
行
ツ
タ
　
憶
何
タ
ル
悪
日
ダ
ロ
ウ
　
今
マ
デ
耐
ヘ
テ
来
タ
ノ
ニ
今
日
除
隊
間
際
ニ
ナ
ツ
テ
「
随
分
粗
暴
ネ
」
軍
人
ラ
シ
ク
モ
ナ
イ
　
何
ク
ラ
ウ
エ
テ
居
ル
ト
ハ
云
ヒ
ナ
ガ
ラ
何
ン
ト
卑
シ
イ
事
ダ
ロ
ウ
　
併
シ
今
日
ノ
Y
ハ
何
時
ト
モ
違
ツ
テ
尤
モ
チ
ヤ
ン
ス
ガ
有
ツ
タ
ト
ハ
云
ヒ
ナ
ガ
ラ
喜
ン
デ
迎
ヘ
テ
呉
レ
タ
様
ダ
ツ
タ
　
帰
営
後
モ
上
衣
ガ
白
粉
臭
イ
様
ナ
気
ガ
シ
テ
ナ
ラ
ナ
イ
六
月
十
日
（
日
）
六
月
ダ
ト
云
フ
ノ
ニ
仲
々
寒
イ
　
体
ハ
冷
ヘ
ル
眠
ム
イ
目
ヲ
コ
ス
リ
ナ
ガ
ラ
夜
明
ケ
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ヲ
待
ツ
時
計
ノ
計
モ
仲
々
進
マ
ナ
イ
　
午
前
三
時
敵
一
ヶ
大
隊
ノ
襲
撃
ヲ
受
ケ
テ
退
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
却
ノ
止
ム
ナ
キ
ニ
至
ル
　
四
時
半
モ
ヤ
以
外
二
強
ク
一
寸
先
モ
見
エ
ヌ
有
様
　
毒
瓦
斯
ノ
襲
来
、
飛
行
キ
ノ
爆
撃
重
キ
軽
キ
ノ
音
、
突
撃
ノ
声
、
物
凄
ク
小
隊
苦
戦
　
腹
六
月
十
四
日
（
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
午
前
中
ハ
射
撃
　
午
後
ハ
R
長
ノ
訓
詞
ア
リ
ソ
レ
ヨ
リ
三
時
ヨ
リ
一
部
外
泊
ア
リ
小
生
昨
日
帰
省
シ
タ
許
リ
ダ
ニ
又
明
日
行
ク
ト
ハ
ア
・
嬉
シ
イ
様
デ
モ
ア
リ
気
後
レ
モ
ス
ル
　
タ
特
務
曹
長
ノ
学
科
ア
リ
其
ノ
際
笑
ツ
タ
ト
テ
四
ツ
許
リ
　
今
マ
デ
叱
ラ
レ
タ
事
ハ
有
ツ
テ
モ
ナ
グ
ラ
レ
タ
事
ハ
無
カ
ツ
タ
ノ
ニ
　
除
隊
間
際
だ
と
云
フ
ノ
ニ
フ8
［佐倉連隊の日常生活】……一ノ瀬俊也
無
念
残
念
此
ノ
上
モ
ナ
シ
　
若
シ
軍
人
デ
ナ
カ
リ
セ
バ
彼
対
手
ニ
セ
テ
ヤ
ル
モ
ノ
ヲ
　
臆
ヤ
ル
セ
ナ
キ
吾
ガ
此
ノ
身
ナ
リ
一
ツ
吾
ガ
腕
ヲ
見
六
月
十
五
日
（
金
）
又
外
泊
許
可
さ
る
　
一
昨
日
行
つ
た
許
り
だ
に
本
年
に
な
つ
て
か
ら
既
に
六
回
　
未
だ
年
末
休
暇
に
行
つ
た
許
り
の
者
の
事
を
考
へ
る
と
大
変
す
ま
な
い
様
な
気
も
す
る
と
云
っ
て
交
代
す
る
気
も
な
し
　
午
前
中
は
偽
装
網
の
使
役
に
種
々
注
意
を
与
へ
午
後
一
時
裏
門
よ
り
　
千
葉
に
て
活
動
見
物
の
後
帰
郷
す
　
Y
は
集
金
の
為
め
不
在
待
て
ど
暮
せ
ど
来
な
い
　
夜
友
人
と
共
に
二
三
升
飲
み
歩
き
結
局
例
に
依
り
大
き
な
家
ま
で
と
落
着
く
六
月
十
六
日
（
土
）
昨
夜
は
変
り
替
の
為
め
到
々
物
に
な
ら
ず
二
時
帰
宅
こ
つ
そ
り
床
の
中
へ
　
九
時
ま
で
起
き
ら
れ
な
い
　
午
前
中
は
役
場
学
校
等
を
印
を
貰
ひ
に
　
今
日
は
ど
う
し
た
の
か
Y
の
風
何
か
悪
い
　
母
も
然
り
　
夜
態
々
小
使
を
呉
れ
と
頼
み
な
が
ら
Y
の
許
へ
頭
を
下
げ
た
　
陸
軍
上
等
兵
兵
営
で
は
威
張
っ
て
居
る
が
Y
の
許
で
は
す
つ
か
り
駄
目
だ
　
情
け
な
い
か
な
自
己
の
姿
よ
　
併
し
限
ら
れ
た
生
活
で
は
こ
れ
も
止
む
得
な
い
　
併
し
Y
は
承
認
し
て
く
れ
な
い
六
月
十
七
日
（
日
）
今
日
も
起
き
ら
れ
な
い
八
時
又
Y
の
許
へ
　
何
ら
頼
ん
で
も
呉
れ
な
い
　
面
倒
臭
い
も
う
頼
ま
な
い
　
何
ら
何
ん
だ
つ
て
人
を
馬
鹿
に
し
て
居
る
　
昨
夜
は
承
知
し
て
居
な
が
ら
今
日
に
な
つ
て
嫌
だ
と
は
　
つ
く
く
先
が
思
は
れ
る
　
こ
ん
な
家
で
一
生
暮
す
と
は
情
け
な
い
　
母
の
様
子
で
も
然
り
だ
　
特
に
頼
み
に
思
ふ
Y
が
こ
ん
な
様
で
は
一
層
も
う
絶
交
だ
　
併
し
俺
は
Y
の
体
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
　
臆
若
気
の
あ
や
ま
り
だ
つ
た
　
七
時
無
事
帰
営
す
六
月
十
八
日
（
月
）
外
泊
中
毎
朝
ゆ
つ
く
り
起
き
た
の
で
今
日
は
仲
々
起
き
ら
れ
な
い
　
午
前
中
は
中
隊
の
特
射
　
依
然
芳
シ
カ
ラ
ズ
　
午
後
は
演
習
に
出
ず
班
内
に
於
て
使
役
を
取
り
て
偽
装
網
を
作
ラ
セ
自
分
ハ
梱
包
準
備
　
点
呼
後
モ
明
日
の
出
発
準
備
や
梱
包
用
意
そ
れ
に
消
灯
後
は
更
に
偽
装
網
を
作
る
　
又
今
夜
も
遅
く
な
る
　
併
し
跡
三
十
日
か
六
月
十
九
日
（
火
）
午
前
中
ハ
軍
装
検
査
　
今
夜
ハ
愈
々
出
発
ナ
ノ
デ
午
後
ハ
休
与
　
二
三
日
前
カ
ラ
風
邪
ノ
気
味
、
今
日
ハ
非
常
二
頭
が
い
た
い
の
で
昼
食
後
直
ち
に
寝
台
上
、
五
時
近
く
目
を
醒
し
た
　
夕
食
も
旨
く
な
い
　
何
を
食
べ
て
も
今
日
は
駄
目
　
十
時
半
起
床
に
て
十
一
時
営
庭
に
整
列
す
　
小
雨
が
飯
の
様
に
静
か
に
降
り
初
め
て
だ
　
次
第
く
に
強
く
な
り
軍
旗
を
迎
へ
て
営
門
を
出
る
頃
は
ち
■
く
雨
だ
　
一
時
三
十
分
佐
倉
駅
発
六
月
二
十
日
（
水
）
　
マ
マ
眠
様
と
思
っ
て
も
仲
々
眠
ら
れ
ず
う
と
く
す
る
内
に
早
や
品
川
駅
に
付
く
　
夜
は
全
く
明
け
離
れ
て
雨
は
だ
ん
く
強
く
な
り
初
め
た
　
品
川
を
出
て
一
路
東
海
道
を
山
か
ら
流
れ
る
水
は
滝
の
如
く
物
凄
き
　
下
車
後
休
憩
の
後
雨
の
中
を
滝
ヶ
原
廠
舎
二
向
フ
　
廠
舎
へ
付
イ
タ
頃
は
腹
マ
デ
ビ
ツ
シ
ヨ
リ
初
年
兵
ノ
動
作
ガ
悪
イ
ト
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
班
長
よ
り
サ
ク
ジ
ヨ
〔
索
杖
〕
で
四
つ
、
近
頃
ニ
ナ
ク
イ
タ
カ
ツ
タ
六
月
二
十
一
日
（
木
）
昨
夜
ハ
近
頃
ニ
ナ
キ
暴
風
ダ
ツ
タ
　
廠
舎
ガ
吹
キ
飛
バ
サ
レ
サ
ウ
ニ
ナ
ツ
タ
　
午
前
中
ハ
七
時
中
隊
長
ノ
舎
内
巡
視
ア
リ
　
八
時
ヨ
リ
全
員
猿
又
一
つ
で
駆
足
デ
大
郎
坊
ノ
上
マ
デ
往
復
シ
タ
帰
ツ
テ
来
タ
ラ
中
隊
長
ヤ
幹
部
ガ
非
常
二
心
配
シ
テ
方
々
見
付
ケ
テ
居
タ
サ
ウ
ダ
　
午
後
ハ
中
隊
長
引
率
デ
御
胎
内
ヲ
見
物
芳
々
行
軍
シ
タ
　
Y
二
特
二
安
産
ノ
御
守
ヲ
求
メ
タ
　
嚥
ぞ
嬉
ブ
事
ダ
ロ
ウ
79
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六
月
二
十
二
日
（
金
）
今
朝
も
雨
　
七
時
ヨ
リ
開
始
ダ
ツ
タ
　
大
隊
教
練
も
　
時
間
延
期
シ
テ
八
時
ヨ
リ
今
朝
は
特
に
霧
が
深
い
　
六
郎
山
及
山
を
攻
撃
後
第
一
大
隊
仮
設
敵
ト
ナ
ル
　
午
後
ハ
大
シ
タ
事
ナ
ク
休
ム
　
タ
方
予
行
演
習
二
下
駄
デ
出
タ
ト
特
曹
二
叱
ラ
ル
　
お
陰
で
早
駆
三
回
昨
日
買
ツ
タ
オ
守
リ
ヲ
開
ケ
テ
見
タ
Y
ハ
何
ン
ナ
顔
ヲ
ス
ル
カ
、
赤
イ
オ
守
リ
ハ
俺
ガ
　
安
産
ノ
オ
守
リ
ハ
Y
ヘ
　
ソ
シ
テ
ニ
人
ノ
仲
ハ
永
久
二
幸
ア
ラ
ン
ト
祈
ツ
タ
六
月
二
十
ゴ
一
日
（
土
）
四
時
半
起
床
に
て
小
隊
戦
闘
射
撃
正
午
過
ぎ
ま
で
　
三
時
帰
営
ス
ル
ト
直
グ
整
列
に
て
大
隊
ノ
夜
間
演
習
だ
　
馬
頭
塚
よ
り
一
木
塚
二
向
フ
　
遙
カ
ニ
眺
ム
ル
箱
根
山
及
富
士
連
山
何
ン
ト
景
色
ノ
良
イ
事
ヨ
　
八
時
過
ぎ
ヨ
リ
愈
々
攻
撃
　
併
シ
蚊
ノ
襲
撃
ニ
ハ
ウ
ン
ザ
リ
大
事
ナ
く
顔
ガ
変
形
シ
テ
了
マ
フ
　
十
時
一
時
終
リ
　
明
朝
ハ
三
時
ヨ
リ
払
暁
戦
ダ
　
入
浴
ガ
終
ツ
タ
ラ
十
一
時
半
　
何
ウ
モ
休
ム
時
間
ナ
シ
六
月
二
十
四
日
（
日
）
非
常
呼
集
く
ノ
声
に
驚
か
さ
れ
た
　
正
二
二
時
半
　
諸
般
ノ
準
備
ヲ
シ
テ
昨
夜
終
つ
た
一
木
塚
付
近
で
四
時
状
況
開
始
ス
　
六
時
頃
斥
候
に
出
で
野
ぐ
そ
を
し
て
M
を
蚊
に
食
わ
れ
て
先
が
真
赤
に
に
は
れ
た
　
が
つ
か
り
　
午
前
中
は
休
み
で
午
後
は
又
夜
間
演
習
　
今
度
は
瓦
斯
兵
と
し
て
何
も
せ
ず
大
隊
の
後
尾
続
行
　
こ
ん
な
夜
間
演
習
ナ
ラ
毎
日
で
も
平
キ
　
十
時
半
終
ル
六
月
二
十
五
日
（
月
）
今
日
は
大
隊
の
遭
遇
戦
ノ
予
定
の
所
雨
の
為
め
取
止
め
と
な
る
　
お
陰
で
半
日
射
撃
予
行
演
デ
休
憩
ト
ナ
ル
　
午
後
ハ
特
種
火
点
ト
ー
チ
カ
の
見
学
し
て
攻
撃
演
習
を
行
ひ
六
時
半
帰
廠
今
夜
は
特
に
晴
れ
て
山
の
頂
上
が
良
く
見
へ
る
　
月
光
は
舎
窓
よ
り
入
り
て
故
郷
を
思
ひ
出
し
唯
涙
が
出
る
様
だ
六
月
二
十
六
日
（
火
）
雨
続
き
の
為
め
前
日
の
射
撃
を
今
日
行
フ
　
午
前
中
は
休
与
、
午
後
一
時
よ
り
小
隊
の
戦
闘
射
撃
　
狙
撃
手
と
し
て
出
場
、
其
の
成
績
芳
し
か
ら
ず
劣
等
な
り
と
大
隊
長
よ
り
講
評
あ
り
　
午
後
は
日
直
下
士
　
消
灯
後
は
返
っ
て
忙
し
く
明
日
の
大
隊
教
練
の
準
備
材
料
等
で
R
本
部
経
理
室
一
百
度
詣
り
　
十
一
時
過
ぎ
ま
で
か
・
る
六
月
二
十
七
日
（
水
）
起
床
一
時
間
繰
上
げ
て
ト
ー
チ
カ
に
向
ふ
　
今
日
も
瓦
斯
班
　
六
時
半
着
く
　
十
時
半
ま
で
休
憩
し
て
状
況
開
始
　
谷
又
山
又
谷
を
取
越
へ
く
特
種
火
点
ま
で
進
む
其
の
間
草
深
く
大
い
に
悩
む
　
帰
廠
三
時
直
ち
に
ソ
ー
ダ
水
五
杯
　
そ
れ
で
も
咽
が
か
わ
い
て
居
た
　
如
何
に
演
習
が
烈
し
い
か
を
証
明
す
　
況
ン
ヤ
制
毒
車
を
持
つ
て
行
く
に
於
て
を
や
六
月
二
十
八
日
（
木
）
午
前
中
は
川
柳
よ
り
状
況
開
始
で
遭
遇
戦
　
廠
舎
付
近
の
原
で
終
る
　
午
後
は
三
時
半
よ
り
今
日
よ
り
始
ま
る
大
隊
教
練
検
閲
の
対
抗
部
隊
と
し
て
宮
塚
付
近
に
配
備
す
何
た
る
幸
ぞ
今
夜
の
演
習
は
証
明
灯
係
り
を
命
ぜ
ら
る
　
早
く
云
へ
ば
状
況
外
だ
配
備
終
つ
て
一
先
づ
帰
廠
　
十
時
起
床
で
宮
塚
に
向
ふ
　
正
午
十
二
時
状
況
開
始
さ
る
　
月
冴
へ
て
ま
る
で
真
昼
の
如
し
　
照
明
灯
ハ
交
サ
〔
差
〕
シ
物
凄
き
六
月
二
十
九
日
（
金
）
照
明
灯
ヲ
以
テ
敵
ノ
前
進
ヲ
コ
バ
ミ
ツ
・
夜
明
ケ
ヲ
待
ツ
　
併
シ
ナ
ガ
ラ
敵
モ
種
々
草
地
ヲ
利
用
シ
テ
盛
二
斥
候
ヲ
以
テ
友
軍
ノ
状
況
ヲ
偵
察
セ
ン
ト
ス
ル
　
其
ノ
度
事
二
射
チ
出
ス
軽
キ
　
一
歩
モ
寄
セ
マ
ジ
ト
光
リ
射
チ
続
ケ
ル
　
併
シ
四
時
夜
襲
サ
レ
友
軍
退
却
ス
　
照
明
灯
係
ハ
材
料
撤
ツ
テ
先
へ
帰
廠
　
部
隊
ノ
帰
ル
マ
デ
三
時
イ
ナ
ヅ
マ
ノ
如
キ
照
明
灯
其
ノ
光
二
描
キ
出
サ
レ
ル
斥
候
部
隊
　
間
許
リ
お
先
へ
休
む
午
後
も
休
与
80
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六
月
三
十
日
（
土
）
今
度
ノ
野
営
ノ
目
的
ノ
一
ツ
タ
ル
大
隊
教
練
ノ
受
検
日
ダ
　
午
前
中
ハ
編
成
及
準
備
○
時
三
十
分
出
発
特
種
火
点
一
K
手
前
に
て
状
況
開
始
五
時
ヲ
待
ツ
　
今
日
ハ
特
二
師
団
長
旅
団
長
閣
下
ガ
見
学
遊
バ
サ
レ
タ
　
谷
、
渓
、
山
、
幾
度
ト
ナ
ル
乗
リ
越
へ
く
工
兵
隊
ノ
行
フ
ツ
タ
簡
易
発
射
器
ト
同
時
二
突
撃
ス
　
時
正
二
九
時
　
危
ブ
ナ
ク
空
模
様
モ
逐
次
晴
レ
テ
霊
峰
富
士
モ
ク
ツ
キ
リ
ト
姿
ヲ
雲
ノ
上
二
現
シ
タ
七
月
一
日
（
日
）
疲
レ
タ
足
ヲ
引
ズ
リ
ナ
ガ
ラ
ウ
ト
く
シ
ツ
・
行
軍
ヲ
続
ケ
印
野
村
小
学
校
二
着
イ
タ
時
ハ
○
時
三
十
分
、
一
時
半
許
リ
小
憩
ノ
後
更
二
第
ニ
ノ
状
況
タ
ル
鏡
原
二
向
フ
朝
霧
深
ク
一
寸
先
ハ
見
エ
ヌ
　
突
如
脇
ヨ
リ
浴
ビ
セ
ラ
ル
・
軽
キ
、
霧
二
映
リ
テ
丸
ク
輪
ヲ
書
キ
物
凄
ク
、
不
規
二
現
ル
・
敵
ヲ
撃
破
シ
テ
宮
塚
ヲ
占
領
シ
テ
終
ル
　
R
長
及
旅
団
長
ノ
講
評
ア
リ
　
上
成
績
ヲ
以
テ
終
了
ス
　
午
後
モ
休
与
七
月
二
日
（
月
）
富
士
登
山
モ
都
合
テ
取
止
メ
一
日
中
休
与
　
唯
午
前
中
は
梱
包
準
備
　
午
後
ハ
編
成
ガ
有
ツ
タ
ダ
ケ
　
明
日
衛
兵
ノ
為
メ
準
備
完
了
後
ナ
シ
　
点
呼
六
時
半
消
灯
七
時
隊
長
代
理
二
欠
礼
シ
テ
叱
ラ
ル
　
五
時
半
、
異
状
ナ
ク
申
送
ツ
テ
帰
ル
ト
部
隊
ハ
出
場
後
デ
唯
ダ
後
発
ガ
後
始
末
ヲ
シ
テ
居
ル
　
曹
長
ヲ
尻
目
二
入
浴
後
明
日
ノ
帰
営
ノ
準
備
ヲ
シ
テ
休
ム
　
今
後
ハ
部
隊
ガ
遅
ク
帰
ル
予
定
ナ
ノ
デ
又
起
サ
セ
ル
カ
モ
シ
レ
ヌ七
月
五
日
（
木
）
午
前
一
時
頃
部
隊
ガ
帰
ツ
テ
来
タ
為
メ
起
サ
レ
タ
　
眠
様
と
思
ツ
テ
モ
ウ
ル
サ
ク
テ
寝
ラ
レ
ナ
イ
　
ト
ウ
く
三
時
半
起
床
マ
デ
横
ニ
ナ
ツ
タ
丈
ダ
　
起
床
後
直
チ
ニ
撤
廠
準
備
十
一
時
二
十
分
御
殿
場
発
ニ
テ
愈
々
屯
営
へ
帰
営
途
中
風
景
ヲ
眺
メ
テ
モ
仲
々
暑
ク
列
車
ノ
中
ガ
蒸
サ
レ
ル
様
ダ
ツ
タ
　
故
郷
ヲ
通
ル
時
一
寸
降
リ
タ
ク
ナ
ツ
タ
ガ
止
ム
得
ナ
イ
　
八
時
半
無
事
帰
営
七
月
六
日
（
金
）
昨
夜
ワ
ニ
週
間
振
リ
ノ
寝
台
上
ダ
ツ
タ
ガ
■
■
南
京
虫
ノ
野
郎
共
ガ
待
チ
ニ
待
ツ
テ
居
タ
ト
見
エ
テ
寄
ツ
テ
来
ル
ガ
く
加
ヘ
テ
蚊
帳
ガ
梱
包
ノ
為
メ
使
用
出
来
ナ
イ
デ
ト
ウ
く
南
京
虫
ト
蚊
ノ
為
メ
ニ
一
晩
中
寝
ラ
レ
ナ
カ
ツ
タ
　
午
前
中
ハ
梱
包
ノ
整
理
午
後
ハ
兵
器
検
査
　
酒
保
ニ
テ
久
シ
振
リ
ニ
佐
藤
君
ト
雑
談
二
耽
ケ
ル
七
月
三
日
（
火
）
四
時
三
十
分
起
床
に
て
旅
団
演
習
に
出
張
す
　
吾
等
残
留
者
は
一
通
り
掃
除
後
別
に
用
事
モ
ナ
ク
横
ニ
ナ
ル
　
残
留
気
分
は
嫌
ガ
上
ニ
モ
良
カ
ツ
タ
　
コ
ン
ナ
呑
気
ナ
事
ハ
ナ
イ
　
午
前
モ
午
後
モ
食
事
を
済
ま
せ
ば
直
二
横
ニ
ナ
リ
好
き
な
雑
誌
許
リ
読
ン
デ
居
タ
　
五
時
半
よ
り
衛
兵
だ
七
月
四
日
（
水
）
野
営
間
ノ
衛
兵
ハ
最
初
ダ
併
シ
此
レ
ガ
最
後
ダ
タ
方
ノ
交
代
ハ
其
ノ
晩
ハ
良
イ
ガ
今
朝
ノ
眠
ム
サ
ワ
格
別
、
午
前
中
ハ
ウ
ト
〈
シ
ナ
ガ
ラ
、
九
時
頃
部
隊
帰
廠
ス
　
大
七
月
七
日
（
土
）
中
隊
ノ
特
別
射
撃
ダ
　
今
日
ノ
慰
労
休
暇
モ
オ
ヂ
ヤ
ン
　
成
績
極
メ
テ
不
良
　
初
年
兵
時
代
ノ
成
果
ハ
依
然
ト
シ
テ
上
ラ
ナ
イ
　
午
後
ハ
外
出
ノ
予
定
ノ
所
何
タ
ル
事
ダ
週
番
ト
来
タ
　
午
後
一
時
頃
母
ノ
面
会
ア
リ
　
日
曜
デ
モ
寝
台
上
二
横
〔
タ
〕
ハ
ル
事
ガ
出
来
タ
　
臆
週
番
勤
務
ノ
嫌
ナ
事
七
月
八
日
（
日
）
日
曜
も
何
の
そ
の
と
許
り
今
日
も
射
撃
　
午
前
中
一
杯
行
許
可
さ
る
　
家
人
も
嬉
ん
で
迎
へ
た
　
Y
の
家
へ
も
午
後
は
締
竿
を
求
め
る
他
　
　
　
　
　
マ
マ
母
は
今
日
は
気
嫌
が
良
か
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つ
た
　
併
し
Y
は
思
つ
た
通
り
唯
一
言
も
迎
へ
て
く
れ
な
か
つ
た
　
少
し
位
笑
つ
た
と
て
何
に
な
ら
う
　
一
言
も
話
さ
ず
　
用
済
次
第
直
ち
に
帰
宅
　
除
隊
準
備
の
相
談
後
帰
営
　
点
呼
後
用
事
有
つ
て
十
二
時
ま
で
事
務
室
に
て
七
月
九
日
（
月
）
射
撃
愈
々
唯
ナ
ラ
ン
ト
ス
ル
時
宛
モ
大
隊
特
射
ダ
　
週
番
ノ
為
メ
皆
の
当
分
留
守
居
ダ
　
交
代
し
て
射
場
へ
　
一
本
ノ
指
ノ
動
キ
　
其
れ
は
射
撃
章
ノ
名
誉
中
隊
ノ
名
誉
二
掛
は
る
事
大
な
り
　
幸
に
し
て
高
点
に
て
入
賞
す
　
併
し
中
隊
の
成
績
余
り
芳
し
か
ら
ず
　
遂
に
十
一
中
隊
へ
譲
つ
て
了
ま
つ
た
　
Y
ヘ
レ
タ
ー
で
も
書
か
う
か
と
思
つ
た
が
幾
分
か
ペ
ン
を
取
つ
た
が
注
も
書
け
な
か
つ
た
　
彼
の
気
持
は
依
然
同
じ
か
し
ら
？
・
七
月
十
日
（
火
）
毎
日
く
据
銃
演
習
予
行
演
習
の
結
果
が
現
は
れ
る
の
だ
起
床
後
直
チ
ニ
整
列
し
て
射
場
二
向
フ
皆
必
勝
ノ
信
念
堅
シ
　
併
シ
乍
ラ
天
運
吾
等
二
■
マ
ズ
遂
二
大
敗
ケ
最
後
尾
ト
ハ
情
ケ
ナ
ヤ
　
小
生
大
イ
ニ
振
ヘ
ド
モ
昨
日
ノ
如
ク
ナ
ラ
ズ
　
今
少
シ
ノ
所
へ
賞
状
逃
ス
　
本
日
下
士
適
任
証
付
兵
ノ
者
ノ
序
列
評
定
試
験
ア
リ
　
成
績
芳
シ
カ
ラ
ズ
　
勤
務
特
二
多
忙
　
併
シ
除
隊
間
近
二
　
跡
今
眠
ム
レ
バ
七
日
力
　
悪
ク
ナ
イ
ネ
七
月
十
二
日
（
木
）
今
朝
も
四
時
全
員
射
撃
　
毎
日
射
撃
許
り
で
す
つ
か
り
あ
き
て
了
ま
つ
た
　
何
し
ろ
中
隊
で
俺
一
人
し
か
残
ら
な
い
　
用
事
も
な
い
あ
き
て
し
ま
ふ
　
夕
方
明
日
の
衛
兵
と
聞
い
て
う
ん
ざ
り
　
併
し
最
後
だ
も
う
一
生
衛
兵
も
な
い
だ
ら
う
　
確
り
や
ら
う
又
思
出
し
た
Y
の
事
を
　
今
頃
は
ど
う
し
て
居
る
か
　
指
折
り
数
へ
て
待
つ
て
居
る
か
し
ら
？
七
月
十
三
日
（
金
）
今
朝
も
四
時
だ
が
今
日
は
衛
兵
の
為
め
五
時
半
ま
で
休
ん
で
了
ま
つ
た
　
最
後
の
勤
務
に
何
も
　
小
雨
は
依
然
と
し
て
降
つ
て
居
る
　
週
番
司
令
が
仲
々
矢
可
ま
し
い
様
だ
　
面
会
人
も
大
し
て
来
な
い
　
夜
は
更
け
る
に
つ
れ
て
眠
む
い
事
く
　
連
も
や
り
き
れ
な
い
　
遂
う
と
く
し
て
し
ま
ふ
　
巡
察
も
雨
で
は
臆
苦
だ
七
月
十
四
日
（
土
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
眠
む
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
漸
く
こ
ら
へ
て
夜
の
明
け
る
を
待
つ
　
真
夜
物
語
で
も
書
い
て
は
読
み
読
ん
で
は
又
書
き
丁
度
四
時
頃
ま
で
　
異
状
な
し
交
代
し
て
戦
友
の
買
つ
た
雑
食
を
口
に
し
な
が
ら
寝
台
へ
　
二
時
頃
ま
で
起
き
な
か
つ
た
　
陣
営
具
係
を
申
送
つ
た
　
夕
方
ま
で
　
明
日
は
最
後
の
射
撃
だ
　
そ
れ
が
終
へ
た
ら
も
う
除
隊
だ
休
ん
で
良
い
か
し
ら
七
月
十
一
日
（
水
）
又
起
床
四
時
起
床
所
が
仲
々
布
団
ノ
奴
俺
ヲ
離
サ
ナ
イ
　
モ
ウ
少
シ
く
と
別
レ
難
イ
　
無
理
モ
ナ
イ
起
床
同
時
消
防
演
習
有
リ
　
出
場
シ
ナ
イ
ウ
チ
週
〔
番
〕
副
官
ヨ
リ
延
サ
レ
ル
　
今
日
モ
一
日
中
射
撃
　
午
後
幹
部
ハ
吉
田
大
イ
殿
ノ
葬
儀
ノ
為
メ
全
部
参
列
シ
中
隊
ハ
俺
一
人
　
用
事
モ
ナ
シ
自
然
二
Y
の
事
許
リ
考
へ
始
メ
ル
　
レ
タ
ー
デ
モ
イ
ヤ
出
ス
マ
イ
向
フ
カ
ラ
モ
来
ナ
イ
　
出
ス
必
要
ナ
シ
　
片
意
地
ダ
七
月
十
五
日
（
日
）
起
床
同
時
に
て
幸
に
勤
務
者
と
し
て
汽
車
を
以
て
下
志
津
に
向
ふ
　
四
街
道
駅
に
て
下
車
後
特
務
曹
長
の
忘
れ
物
を
取
り
に
駅
ま
で
行
く
　
第
二
回
特
別
射
撃
の
成
績
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
依
然
中
隊
は
殿
り
　
中
隊
長
御
気
嫌
す
つ
か
り
斜
め
　
帰
営
は
駆
足
だ
う
ん
ざ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
加
へ
て
八
月
］
杯
外
出
止
め
と
は
残
飯
諸
君
哀
れ
な
る
か
な
七
月
十
六
日
（
月
）
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［佐倉連隊の日常生活］…　一ノ瀬俊也
除
隊
準
備
の
為
め
除
隊
舎
に
帰
省
許
可
さ
る
　
起
床
後
帰
宅
す
　
夜
Y
の
所
へ
遊
び
に
行
つ
た
ら
も
う
寝
た
跡
　
Y
の
畜
生
俺
が
来
る
と
き
つ
と
寝
て
了
ま
ふ
　
何
ん
の
気
な
し
に
見
た
ら
？
　
臆
俺
は
彼
を
信
ず
る
　
併
し
何
ん
た
る
事
だ
　
余
り
の
事
で
は
な
い
か
　
入
営
し
た
跡
で
ど
ん
な
事
か
は
分
ら
な
い
　
ア
ー
メ
ン
七
月
十
七
日
（
火
）
朝
目
が
さ
め
た
ら
八
時
過
ぎ
　
若
干
仕
事
を
手
伝
つ
て
か
ら
Y
の
許
へ
　
色
々
御
馳
走
に
な
る
　
母
も
若
干
嬉
ん
で
く
れ
た
様
だ
つ
た
　
併
し
Y
の
奴
連
も
俺
に
は
手
が
付
け
ら
れ
な
い
　
あ
ん
な
女
と
は
思
は
な
か
つ
た
　
と
う
く
又
一
杯
食
は
さ
れ
た
も
う
こ
り
く
だ
　
彼
女
の
真
実
が
思
は
れ
る
　
何
し
ろ
一
年
半
の
留
守
だ
　
無
理
も
な
い
が
　
帰
営
後
除
隊
準
備
で
仲
々
多
忙
七
月
十
八
日
（
水
）
懐
シ
ノ
五
七
二
居
ル
ノ
モ
今
日
ガ
最
後
ダ
午
前
中
ハ
軍
旗
二
対
シ
最
後
ノ
捧
銃
　
お
別
れ
だ
　
併
シ
時
正
二
非
常
時
吾
等
ハ
何
時
又
軍
旗
ノ
下
二
集
リ
来
ル
ダ
ロ
ウ
其
ノ
時
ヲ
胸
二
描
キ
ツ
・
別
レ
ヲ
告
ゲ
　
R
長
及
大
隊
長
ノ
訓
辞
ヲ
モ
ア
リ
終
ル
午
後
ハ
簡
閲
点
呼
の
予
集
だ
　
予
備
役
と
叫
び
つ
・
其
ノ
時
ノ
気
持
如
何
ん
　
夕
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
全
員
会
食
　
楽
し
き
一
期
を
振
り
返
り
皆
仲
よ
く
最
後
の
別
れ
を
付
げ
た
註（
1
）
　
軽
機
関
銃
。
（
2
）
　
軍
隊
の
野
営
時
に
用
い
る
道
具
。
（
3
）
　
師
団
長
ま
た
は
旅
団
長
が
随
時
に
行
う
検
閲
。
（
4
）
連
隊
（
国
。
笹
日
①
巨
）
。
（
5
）
　
連
隊
長
。
（
6
）
　
特
務
曹
長
。
（
7
）
　
こ
き
使
わ
れ
る
、
の
意
か
。
（
8
）
　
林
銑
十
郎
。
た
だ
し
正
確
に
は
第
七
代
連
隊
長
。
（
9
）
　
重
機
関
銃
。
（
1
0
）
　
連
隊
特
別
射
撃
。
（
1
1
）
　
元
帥
そ
の
他
将
官
が
勅
命
に
よ
り
行
う
、
軍
規
・
教
育
・
法
規
実
施
・
動
員
計
画
・
会
計
経
　
理
・
軍
需
品
・
営
造
物
な
ど
の
検
閲
。
（
1
2
）
　
銃
身
内
部
を
掃
除
す
る
棒
。
（
1
3
）
　
二
年
服
役
者
の
意
か
。
（二
〇
〇
五
年
五
月
三
二
日
受
理
、
（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）
二
〇
〇
五
年
七
月
一
五
日
審
査
終
了
）
七
月
十
九
日
（
木
）
重
き
任
務
も
志
な
く
果
し
て
愈
々
今
日
郷
里
に
錦
を
飾
る
事
が
出
来
る
の
だ
　
思
へ
ば
懐
し
き
郷
里
を
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
入
営
し
て
よ
り
一
年
半
　
或
は
練
兵
場
で
又
内
務
班
で
鍛
へ
に
鍛
へ
た
軍
人
精
神
と
こ
の
健
全
な
る
肉
体
と
を
土
産
物
に
し
て
帰
郷
だ
　
跡
に
残
る
者
に
は
何
ん
と
な
く
申
訳
が
無
さ
そ
う
だ
　
併
し
又
来
る
と
慰
め
の
言
葉
残
し
て
一
路
故
郷
へ
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The　Daily　Ijfe　of　the　Sa㎞ra　Regiment：As　Described　in　the　1934　Diary　of　a　Pri－
va仕First　Class
IcHINosE　Toshiya
　　The　activities　of　the　57th　Sakura　Infantry　Regiment　on　the　battle五eld　are　relatively　well　known廿om　a　num－
ber　of　regimental　histories　and　memoirs．　However，　li田e　is㎞own　about　the　daily　lil℃and　thoughts　of　soldiers
during　peacetime．　The　aim　of　this　paper　is　to　reconstruct　the　daily　training　and　li飴of　soldiers　in　the　regiment
from　the　study　of　a　diary　written　virtually　everyday　by　a　private　6rst　class　in　the　regiment　in　1934．　The　diarist
most　likely　took　up　his　position　in　January　1933　and　then　left　the　regiment　on　July　19，1934．　The　diary　contains
entries　from　January　l　through　August　18，1934，　by　which　time　he　had　been　discharged廿om　the　regiment．
　　This　paper　attempts　to　reconstruct　the　daily　lives　of　soldiers　and　covers　the　topics　of　exercises　and　du6es　in
Chiba，　exercises　at　the　foot　of　Mt．　Fuji，　competitive　sports　and　loyalty　to　the　regiment，　everyday　clothing，　food
and　shelter，　un－of丘cial　fomls　of　punishment，　and　the　relationship　between　the　regiment　and　the　local　commu－
nity　It　also　takes　a　look　at　how　the　soldiers　regarded　the　regiment　they　were　attached　to　and　whether　this　con－
stituted　support　for　the　Imperial　Army．　It　may　be　noted　that　this　diary，　with　the　exception　of　the　pa∫t　following
the　writer’s　discharge仕om　the　regiment　which　is　not　directly　related　to　the　daily　activities　of　the　regiment，　has
been　republished　in　full　to　provide　backgro皿d　information．
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